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対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、イタ
リック体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイ

ンタイトルは、ボールド体（bold）で示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素
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説明テキストのタイプ

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、this fontで示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.人身事故を予防するための注意事項が記述されています。
Before you work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be
familiar with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end
of each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

関連 Cisco UCS資料

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、以下のURLで入手可能な『Cisco
UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_roadmap.html

すべての C-Seriesマニュアルの完全なリストについては、次の URLで入手可能な『『Cisco
UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』』を参照してください。https://www.cisco.com/c/
en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/ucs_rack_roadmap.html

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョ
ンとサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco
UCS Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、ucs-docfeedback@external.cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力
をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
ここでは、Cisco UCS Managerリリース 4.0 (x)の新機能および変更された動作について説明し
ます。

表 1 : Cisco UCS Managerリリース 4.0(2a)の新機能と変更された動作

参照先説明機能

ファブリックインターコネク

トスイッチングのモード（24
ページ）

Cisco UCS Managerは UCS
6454ファブリックインターコ
ネクトのイーサネットおよび

ファイバチャネルスイッチン

グモードをサポートするよう

になりました。

UCS 6454ファブリックイン
ターコネクトのイーサネット

およびファイバチャネルス

イッチングモードのサポート

Cisco UCS 6454ファブリック
インターコネクトのポートの

ブレークアウト機能（37ペー
ジ）

Cisco UCS Managerは、UCS
6454ファブリックインターコ
ネクトのブレイクアウトアッ

プリンクポートをサポートし

ます。

UCS 6454のブレイクアウト
アップリンクポート

ネットワーク制御ポリシーの

設定（241ページ）
Cisco UCS Managerは、UCS
6454ファブリックインターコ
ネクトのMACセキュリティを
サポートするようになりまし

た。

MACセキュリティ

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
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参照先説明機能

QoS低速ドレインデバイスの
検出と緩和（186ページ）

この機能は、ネットワークで

輻輳を引き起こしている低速

ドレインデバイスを検出する

ことを可能にするさまざまな

機能拡張を行い、さらに輻輳

回避も提供します。

QoS低速ドレーン

表 2 : Cisco UCS Managerリリース 4.0(1a)の新機能と変更された動作

説明機能

VMMQ接続ポリシーの作成（
279ページ）

Cisco UCS Managerは VMQ接
続ポリシーの複数のキューを

サポートします。

Virtual Machine Multi-Queue
(VMMQ)

転送エラー修正のためのアッ

プリンクイーサネットポート

の設定（74ページ）

Cisco UCS Managerは、25 Gbps
tranceiverモジュールの転送エ
ラー修正できるようになりま

した。

前方誤り訂正（FEC）

予約済みのVLANの変更（160
ページ）

Cisco UCS Managerは、予約済
みのVLAN IDの変更をサポー
トしています。

予約済み VLAN

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
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第 2 章

概要

•概要（3ページ）
• Cisco UCS Managerユーザ CLIマニュアル（3ページ）
• Cisco Unified Computing Systemの概要（5ページ）
•ユニファイドファブリック（6ページ）
•マルチレイヤネットワーク設計（8ページ）

概要
このガイドでは次の内容について説明します。

•サーバポートの設定/有効化、アップリンクポートの設定/有効化、FCポートの設定/有効
化。

• LANピングループの作成

• VLANおよび VLANグループの作成

•サーバリンクの作成

• QoSシステムクラスの設定

•グローバルポリシーの設定

•ネットワーク健全性のモニタリング

•トラフィックモニタリング

Cisco UCS Managerユーザ CLIマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しい
マニュアルが用意されています。

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
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説明ガイド

Cisco UCSアーキテクチャのほか、Cisco UCS
Managerの初期設定や構成のベストプラクティ
スなど、稼働前に必要な操作について説明し

ています。

Cisco UCS Manager Getting Started Guide

パスワード管理、ロールベースのアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復元、

スケジュールオプション、BIOSトークンおよ
び遅延展開について説明しています。

Cisco UCS Manager Administration Guide

Cisco UCS Managerによって使用および管理さ
れる物理インフラストラクチャと仮想インフ

ラストラクチャのコンポーネントについて説

明します。

Cisco UCS Manager Infrastructure Management
Guide

ファームウェアのダウンロードと管理、自動

インストールによるアップグレード、サービ

スプロファイルによるアップグレード、ファー

ムウェアの自動同期によるエンドポイントで

の直接アップグレード、機能カタログの管理、

展開シナリオ、およびトラブルシューティン

グについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Firmware Management
Guide』

新しいライセンス、Cisco UCS Centralへの
Cisco UCSドメインの登録、電力制限、サーバ
のブート、サーバプロファイルおよびサーバ

関連ポリシーについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Server Management
Guide』

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、ス
トレージ管理のあらゆる側面について説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Storage Management
Guide』

Cisco UCS Managerの LANや VLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につい

て説明しています。

『Cisco UCS Manager Network Management
Guide』

Cisco UCS Managerにおける、システム統計を
含むシステムおよびヘルスモニタリングのあ

らゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

Cisco UCS Managerを使用して管理されるUCS
Sシリーズサーバの管理のあらゆる側面につ
いて説明しています。

Cisco UCS S3260サーバと Cisco UCS Manager
との統合

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
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Cisco UCS Managerユーザ CLIマニュアル

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Getting-Started/4-0/b_UCSM_Getting_Started_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Admin-Management/4-0/b_Cisco_UCS_Manager_CLI_Administration_Mgmt_Guide_4-0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/4-0/b_UCSM_CLI_Infrastructure_Management_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/4-0/b_UCSM_CLI_Infrastructure_Management_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-0/b_UCSM_CLI_Firmware_Management_Guide_4-0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-0/b_UCSM_CLI_Firmware_Management_Guide_4-0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Server-Mgmt/4-0/b_Cisco_UCS_Manager_Server_Mgmt_CLI_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Server-Mgmt/4-0/b_Cisco_UCS_Manager_Server_Mgmt_CLI_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Storage-Mgmt/4-0/b_CLI_UCSM_Storage_Management_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Storage-Mgmt/4-0/b_CLI_UCSM_Storage_Management_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Network-Mgmt/4-0/b_CLI_UCSM_Network_Management_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Network-Mgmt/4-0/b_CLI_UCSM_Network_Management_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/System-Monitoring/4-0/b_UCSM_CLI_System_Monitoring_Guide_4-0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/4-0/b_CLI_UCSM_3260_Integration_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/CLI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/4-0/b_CLI_UCSM_3260_Integration_Guide_4_0.html


Cisco Unified Computing Systemの概要
Cisco UCSはユニークなアーキテクチャを搭載しており、コンピューティング、データネット
ワークアクセス、およびストレージネットワークアクセスを、一括管理インターフェイス内

の共通コンポーネントセットに統合します。

Cisco UCSは、アクセスレイヤネットワークとサーバを融合します。この高性能次世代サーバ
システムは、作業負荷に対する敏捷性およびスケーラビリティの高いデータセンターを実現し

ます。ハードウェアコンポーネントおよびソフトウェアコンポーネントは、1つの統合ネット
ワークアダプタ上に複数のタイプのデータセンタートラフィックを通過させる、シスコユニ

ファイドファブリックをサポートします。

図 1 : Cisco Unified Computing Systemのアーキテクチャ

アーキテクチャの単純化

Cisco UCSのアーキテクチャを単純化することにより、必要なデバイスの数を削減し、スイッ
チングリソースを中央に集中させることができます。シャーシ内部でのスイッチングを止める

と、ネットワークアクセスレイヤのフラグメンテーションが大きく減少します。Cisco UCS
は、ラック、またはラックのグループでシスコユニファイドファブリックを実装し、10/25/40
ギガビットシスコデータセンターイーサネットリンクおよび Fibre Channel over Ethernet
（FCoE）リンク経由でイーサネットおよびファイバチャネルプロトコルをサポートします。
この徹底的な単純化により、スイッチ、ケーブル、アダプタ、および管理ポイントの最高3分
の 2が削減されます。Cisco UCSドメイン内のデバイスはすべて、1つの管理ドメイン下にと
どまり、冗長コンポーネントの使用中、ハイアベイラビリティを保ちます。

ハイアベイラビリティ

Cisco UCSの管理およびデータプレーンはハイアベイラビリティおよび冗長アクセスレイヤ
ファブリックインターコネクトのために設計されています。さらに、Cisco UCSは、データレ
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プリケーションやアプリケーションレベルのクラスタ処理テクノロジーなど、データセンター

に対する既存のハイアベイラビリティおよびディザスタリカバリソリューションをサポート

します。

拡張性

単一のCisco UCSドメインは、複数のシャーシおよびそれらのサーバをサポートします。それ
らはすべて、1つの Cisco UCS Managerを介して管理されます。スケーラビリティの詳細につ
いては、シスコの担当者にお問い合わせください。

柔軟性

Cisco UCSドメインでは、データセンターのコンピューティングリソースを、急速に変化する
ビジネス要件にすばやく合せることができます。この柔軟性を組み込むかどうかは、ステート

レスコンピューティング機能の完全な実装が選択されているかどうかによって決定されます。

必要に応じて、サーバやその他のシステムリソースのプールを適用し、作業負荷の変動への対

応、新しいアプリケーションのサポート、既存のソフトウェアおよびビジネスサービスの拡

張、スケジュール済みのダウンタイムおよび予定されていないダウンタイムの両方への適応を

行うことができます。サーバの IDは、最小のダウンタイムで、追加のネットワーク構成を行
わずにサーバからサーバへ移動できるモバイルサービスプロファイルに抽象化することがで

きます。

このレベルの柔軟性により、サーバの IDを変更したり、サーバ、ローカルエリアネットワー
ク（LAN）、または Storage Area Network（SAN）を再設定したりせずに、すばやく、簡単に
サーバの容量を拡張することができます。メンテナンスウィンドウでは、次の操作をすばやく

行うことができます。

•予測していなかった作業負荷要求に対応し、リソースとトラフィックのバランスを取り戻
すために新しいサーバを導入します。

•あるサーバでデータベース管理システムなどのアプリケーションをシャットダウンし、I/O
容量とメモリリソースを拡張した別のサーバでこれを再度起動します。

サーバ仮想化に向けた最適化

Cisco UCSは、VM-FEXテクノロジーを実装するために最適化されています。このテクノロ
ジーは、より優れたポリシーベースの設定とセキュリティ、会社の運用モデルとの適合、

VMwareのVMotionへの順応など、サーバ仮想化に対してより優れたサポートを実現します。

ユニファイドファブリック
ユニファイドファブリックを使用すると、単一のデータセンターイーサネット（DCE）ネッ
トワーク上で複数の種類のデータセンタートラフィックを行き来させることができます。さま

ざまな一連のホストバスアダプタ（HBA）およびネットワークインターフェイスカード
（NIC）をサーバに搭載させる代わりに、ユニファイドファブリックは統合された単一のネッ

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
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トワークアダプタを使用します。このタイプのアダプタは、LANおよび SANのトラフィック
を同一のケーブルで運ぶことができます。

Cisco UCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）を使用して、ファブリックインターコネク
トとサーバ間をつなぐ同一の物理イーサネット接続でファイバチャネルおよびイーサネットの

トラフィックを運びます。この接続はサーバ上の統合されたネットワークアダプタで終端し、

ユニファイドファブリックはファブリックインターコネクトのアップリンクポートで終端し

ます。コアネットワークでは、LANおよび SANのトラフィックは分かれたままです。Cisco
UCSでは、データセンター全体でユニファイドファブリックを実装する必要はありません。

統合されたネットワークアダプタは、オペレーティングシステムに対してイーサネットイン

ターフェイスおよびファイバチャネルインターフェイスを提示します。サーバ側では、標準

のファイバチャネル HBAを確認しているため、オペレーティングシステムは FCoEのカプセ
ル化を認識していません。

ファブリックインターコネクトでは、サーバ側イーサネットポートでイーサネットおよびファ

イバチャネルのトラフィックを受信します。（フレームを区別するEthertypeを使用する）ファ
ブリックインターコネクトは、2つのトラフィックの種類に分かれます。イーサネットフレー
ムおよびファイバチャネルフレームは、それぞれのアップリンクインターフェイスにスイッ

チされます。

Fibre Channel over Ethernet
Cisco UCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）標準プロトコルを使用して、ファイバチャ
ネルを提供します。上部のファイバチャネルレイヤは同じであるため、ファイバチャネル動

作モデルが維持されます。FCoEネットワーク管理と設定は、ネイティブのファイバチャネル
ネットワークと同様です。

FCoEは、物理イーサネットリンク上のファイバチャネルトラフィックをカプセル化します。
FCoEは専用のイーサタイプ 0x8906を使用して、イーサネット上でカプセル化されるため、
FCoEトラフィックと標準イーサネットトラフィックは同じリンク上で処理できます。FCoE
は ANSI T11標準委員会によって標準化されています。

ファイバチャネルトラフィックには、ロスレストランスポート層が必要です。ネイティブ

ファイバチャネルが使用するバッファ間クレジットシステムの代わりに、FCoEはイーサネッ
トリンクを使用して、ロスレスサービスを実装します。

ファブリックインターコネクト上のイーサネットリンクは、2つのメカニズムを使用して、
FCoEトラフィックのロスレストランスポートを保証します。

•リンクレベルフロー制御

•プライオリティフロー制御

リンクレベルフロー制御

IEEE 802.3xリンクレベルフロー制御では、輻輳の発生している受信側からエンドポイントに
対して、少しの間、データの送信を一時停止するように信号を送ることができます。このリン

クレベルフロー制御では、リンク上のすべてのトラフィックが一時停止します。
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送受信方向は個別に設定できます。デフォルトでは、リンクレベルフロー制御は両方向でディ

セーブルです。

各イーサネットインターフェイスで、ファブリックインターコネクトは、プライオリティフ

ロー制御、またはリンクレベルフロー制御のいずれかをイネーブルにできます。両方をイネー

ブルにはできません。

UCS 6454ファブリックインターコネクトのインターフェイスではプライオリティフロー制御
（PFC)管理を自動として設定され、リンクレベルフロー制御 (LLFC)管理がオンのとき、ー
制御 (PFC) adminには、PFCオペレーションモードはオフおよび LLFCオペレーションモード
はオンになります。UCS 6300シリーズおよび以前のファブリックインターコネクトで、同じ
設定で PFCオペレーションモードがオンになっていて、LLFCオペレーションモードがオフ
になる結果になります。

プライオリティフロー制御

プライオリティフロー制御（PFC）機能は、イーサネットリンク上の特定のトラフィックク
ラスにポーズ機能を適用します。たとえば、PFCは FCoEトラフィックにロスレスサービス
を、標準イーサネットトラフィックにベストエフォートサービスを提供します。PFCは、
（IEEE 802.1pトラフィッククラスを使用して）特定のイーサネットトラフィッククラスに、
さまざまなレベルのサービスを提供することができます。

PFCは、IEEE 802.1pのCoS値に基づき、ポーズを適用するかどうかを判断します。ファブリッ
クインターコネクトは、PFCをイネーブルにするときに、特定のCoS値を持つパケットにポー
ズ機能を適用するように、接続されたアダプタを設定します。

デフォルトでは、ファブリックインターコネクトは、PFC機能をイネーブルにするかどうか
のネゴシエーションを行います。ネゴシエーションに成功すると、PFCがイネーブルにされま
すが、リンクレベルフロー制御は（設定値に関係なく）ディセーブルのままです。PFCネゴ
シエーションに失敗した場合は、PFCをインターフェイスで強制的にイネーブルにするか、
IEEE 802.xリンクレベルフロー制御をイネーブルにできます。

マルチレイヤネットワーク設計
モジュラアプローチを使用してデータセンターを設計する場合、ネットワークは、コア、アグ

リゲーション、アクセスの3つの機能層に分割されます。これらの層は、物理的または論理的
のいずれの形態も取ることができ、データセンターネットワーク全体を設計し直さずに追加お

よび削除できます。

モジュラ設計の階層型トポロジでは、アドレスの割り当てもデータセンターネットワーク内で

簡素化されます。設計にモジュール性を導入することは、ビルディングブロックを分離するこ

とを意味します。ビルディングブロックは互いに分離されており、ブロック間の特定のネット

ワーク接続を介して通信します。モジュラ設計では、トラフィックフローを簡単に制御でき、

セキュリティが向上します。つまり、これらのブロックは互いに独立しており、あるブロック

を変更しても他のブロックは影響されません。また、モジュール性により、ネットワークでの

高速な移動、追加、変更（MAC）と増分変更も可能になります。
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モジュラ型ネットワークは拡張可能です。拡張性によって、抜本的な変更や再設計を行うこと

なく、ネットワークのサイズを大幅に拡大縮小できます。スケーラブルなデータセンターネッ

トワーク設計は、階層とモジュール性の原則を基に構築されます。

ネットワークはできるだけシンプルに保ってください。モジュラ設計では、設計、設定、トラ

ブルシューティングが容易です。

•アクセスレイヤ：アクセスレイヤは、エッジデバイス、エンドステーション、サーバが
ネットワークに接続するための最初のエントリポイントです。アクセスレイヤは、ネッ

トワークデバイスへのユーザアクセス権を付与し、サーバへの接続を提供します。アク

セスレイヤのスイッチは、冗長性を確保するために2つの別々のディストリビューション
レイヤスイッチに接続されます。データセンターアクセスレイヤは、レイヤ 2、レイヤ
3、およびメインフレームに対して接続性を提供します。アクセスレイヤの設計は、レイ
ヤ 2とレイヤ 3のいずれのアクセスを使用するかによって異なります。データセンター内
のアクセスレイヤは、通常はレイヤ 2上に構築されます。これにより、サービスデバイ
スを複数のサーバにわたって共有しやすくなります。この設計によってサーバはレイヤ 2
隣接となり、これを必要とするレイヤ 2クラスタリングも使用可能になります。レイヤ 2
アクセスを使用すると、デフォルトゲートウェイを、アグリゲーションレイヤでサーバ

に設定できます。

•アグリゲーションレイヤ：アグリゲーション（または分散）レイヤは、アクセスレイヤ
からデータセンターコアへのアップリンクを集約します。このレイヤは、制御サービスお

よびアプリケーションサービスにとっての重要なポイントです。セキュリティサービス

デバイスやアプリケーションサービスデバイス（ロードバランシングデバイス、SSLオ
フロードデバイス、ファイアウォール、IPSデバイスなど）は、通常、モジュールとして
アグリゲーションレイヤに展開されます。アグリゲーションレイヤはポリシーベースの

接続を提供します。

•コアレイヤ：「バックボーン」とも呼ばれるコアレイヤは、高速パケットスイッチング、
拡張性、ハイアベイラビリティ、そして高速コンバージェンスを実現します。大規模デー

タセンターでは、データセンターコアを実装するのがベストプラクティスです。データ

センターを設計する際は、初期段階でコアを実装しておくことにより、ネットワークの拡

張が容易になり、データセンター環境の再構築を回避できます。

コアソリューションが適切かどうかを判別するには、次の基準を使用します。データセン

ターは、通常、レイヤ3リンクを使用してキャンパスコアに接続します。データセンター
ネットワークは集約され、コアはデータセンターネットワークにデフォルトルートを挿

入します。

•イーサネットの帯域幅要件

•ポート密度

•管理ドメイン

•予想される将来の開発
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第 3 章

LANの接続

•ファブリックインターコネクトの概要（11ページ）
•アップリンク接続（11ページ）
•ダウンリンク接続（12ページ）
•ファブリックインターコネクトの設定（13ページ）
•ファブリックの退避（17ページ）
•ファブリックインターコネクトのポートタイプ（23ページ）
•ファブリックインターコネクトスイッチングのモード（24ページ）

ファブリックインターコネクトの概要
ファブリックインターコネクトは、Cisco UCSのコアコンポーネントです。Cisco UCSファブ
リックインターコネクトは、LAN、SAN、およびアウトオブバンド管理セグメントへのアッ
プリンクアクセスを提供します。Cisco UCSインフラストラクチャ管理は、ハードウェアとソ
フトウェアの両方を管理する組み込み管理ソフトウェア Cisco UCS Managerにより行われま
す。Cisco UCSファブリックインターコネクトはトップオブラック型デバイスであり、Cisco
UCSドメインへのユニファイドアクセスを提供します。

Cisco UCS FIは、接続されたサーバにネットワークの接続性と管理を提供します。Cisco UCS
ファブリックインターコネクトは Cisco UCS Manager管理ソフトウェアを実行し、Cisco UCS
Managerソフトウェア用の拡張モジュールから構成されています。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの詳細については、『Cisco UCS Manager Getting
Started Guide』を参照してください。

アップリンク接続
アップリンクアップストリームネットワークスイッチに接続するには、アップリンクポート

として設定されているファブリックインターコネクトポートを使用します。これらのアップ

リンクポートを、個々のリンクとして、またはポートチャネルとして設定されているリンク

として、アップストリームスイッチポートに接続します。ポートチャネルの設定により、帯

域幅の集約とリンクの冗長性を実現できます。
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ファブリックインターコネクトからのノースバウンド接続は、標準アップリンク、ポートチャ

ネル、または仮想ポートチャネルの設定によって実現できます。ファブリックインターコネ

クトに設定されているポートチャネルの名前と IDが、アップストリームイーサネットスイッ
チ上の名前および IDの設定と一致している必要があります。

また、vPCとしてポートチャネルを設定することもできます。その場合、ファブリックイン
ターコネクトからのポートチャネルアップリンクポートは、別のアップストリームスイッチ

に接続されます。すべてのアップリンクポートを設定したら、それらのポートのポートチャ

ネルを作成します。

ダウンリンク接続
各ファブリックインターコネクトは、各ブレードサーバに接続性を提供するUCSシャーシの
IOMに接続されます。ブレードサーバから IOMへの内部接続は、バックプレーンの実装に
10BASE-KRイーサネット標準を使用して Cisco UCS Managerにより透過的に行われ、追加の
設定は必要はありません。ファブリックインターコネクトのサーバポートと IOM間の接続を
設定する必要があります。ファブリックインターコネクトのサーバポートと接続すると、各

IOMはファブリックインターコネクトへのラインカードとして動作します。したがって、IOM
とファブリックインターコネクトを相互接続することはできません。各 IOMは単一のファブ
リックインターコネクトに直接接続されます。

ファブリックエクステンダ（IOMまたは FEXとも呼ばれます）は、ファブリックインターコ
ネクトをブレードサーバまで論理的に拡張します。ファブリックエクステンダは、ブレード

サーバシャーシに組み込まれたリモートラインカードのようなものであり、外部環境への接

続性を実現します。IOMの設定は Cisco UCS Managerによってプッシュされ、直接管理されま
せん。このモジュールの主な機能は、ブレードサーバ I/O接続（内部および外部）の促進、
ファブリックインターコネクトまでの全 I/Oトラフィックの多重化、Cisco UCSインフラスト
ラクチャの監視と管理の支援です。

ダウンリンク IOMカードに接続する必要のあるファブリックインターコネクトポートを、
サーバポートとして設定します。ファブリックインターコネクトと IOMが物理的に接続され
ていることを確認します。また、IOMポートとグローバルシャーシ検出ポリシーも設定する
必要があります。

UCS 2200 I/Oモジュールの場合、[Port Channel]オプションを選択することによっても、I/Oモ
ジュールが接続されたすべてのサーバポートがポートチャネルに自動的に追加されます。

（注）
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ファブリックインターコネクトの設定

ファブリックインターコネクトの情報ポリシー

Cisco UCSサーバに接続されているアップリンクスイッチを表示する情報ポリシーを設定する
必要があります。

ファブリックインターコネクトの SAN、LANおよび LLDPネイバーを表示するには、ファブ
リックインターコネクトの情報ポリシーを有効にする必要があります。

重要

ファブリックインターコネクトの情報ポリシーの有効化

デフォルトでは、ファブリックインターコネクトで情報ポリシーは無効に設定されています。（注）

手順の概要

1. UCS-A # scope system
2. UCS-A/system # scope info-policy
3. （任意） UCS-A/system/info-policy # show
4. UCS-A/system/info-policy # enable
5. UCS-A/system/info-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A # scope systemステップ 1

情報ポリシー状態を開始します。UCS-A/system # scope info-policyステップ 2

情報ポリシーが有効になっているか、無効になって

いるかを示します。

（任意） UCS-A/system/info-policy # showステップ 3

ファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有

効化します。

UCS-A/system/info-policy # enableステップ 4

ファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有

効化します。

UCS-A/system/info-policy* # commit-bufferステップ 5
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例

次に、ファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有効にする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A/system # scope info-policy
UCS-A/system/info-policy # show
Info Policy:
State: Disabled
UCS-A/system/info-policy # enable
UCS-A/system/info-policy* # commit-buffer
UCS-A/system/info-policy #

ファブリックインターコネクトの情報ポリシーの無効化

手順の概要

1. UCS-A # scope system
2. UCS-A/system # scope info-policy
3. （任意） UCS-A/system/info-policy # show
4. UCS-A/system/info-policy # disable
5. UCS-A/system/info-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A # scope systemステップ 1

情報ポリシー状態を開始します。UCS-A/system # scope info-policyステップ 2

情報ポリシーが有効になっているか、無効になって

いるかを示します。

（任意） UCS-A/system/info-policy # showステップ 3

ファブリックインターコネクトで情報ポリシーを無

効にします。

UCS-A/system/info-policy # disableステップ 4

ファブリックインターコネクトで情報ポリシーを無

効にします。

UCS-A/system/info-policy* # commit-bufferステップ 5

例

次に、ファブリックインターコネクトで情報ポリシーを無効にする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A/system # scope info-policy
UCS-A/system/info-policy # show
Info Policy:
State: Enabled
UCS-A/system/info-policy # disable
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UCS-A/system/info-policy* # commit-buffer
UCS-A/system/info-policy #

ファブリックインターコネクトの LANネイバーの表示
LANネイバーを表示するにはファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有効にする必
要があります。

手順の概要

1. UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}
2. UCS-A/fabric-interconnect # show lan-neighbors

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトのファブ

リックインターコネクトモードを開始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

ファブリックインターコネクトの LANネイバーを
表示します。

UCS-A/fabric-interconnect # show lan-neighborsステップ 2

例

次に、ファブリックインターコネクトの LANネイバーを表示する例を示します。
UCS-A # scope fabric-interconnect a
UCS-Afabric-interconnect # show lan-neighbors
Info Policy:Enabled
Lan Neighbors:
Local Interface: Ethernet1/2
Device Id: bgl-samc02-B(SSI140305YK)
IPv4 Address: 10.105.214.105
FI Port DN: sys/switch-A/slot-1/switch-ether/port-2

ファブリックインターコネクトの SANネイバーの表示
SANネイバーを表示するにはファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有効にする必
要があります。

手順の概要

1. UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}
2. UCS-A/fabric-interconnect # show san-neighbors
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトのファブ

リックインターコネクトモードを開始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

ファブリックインターコネクトの SANネイバーを
表示します。

UCS-A/fabric-interconnect # show san-neighborsステップ 2

例

次に、ファブリックインターコネクトの SANネイバーを表示する例を示します。
UCS-A # scope fabric-interconnect a
UCS-A/fabric-interconnect # show san-neighbors
Info Policy: Enabled
San neighbors:
Local Interface: fc2/1
Port VSAN: 100
Fabric Mgmt Addr: 10.65.124.252
Fabric pwwn: 20:02:00:05:9b:22:ad:C0
Fabric nwwn: 20:64:00:05:9b:22:ad:C1
My pwwn: 20:41:00:0d:ec:ee:dd:00
My nwwn: 20:64:00:0d:ec:ee:dd:01
FI Port DN: sys/switch-A/slot-2/switch-fc/port-1

ファブリックインターコネクトの LLDPネイバーの表示
LLDPネイバーを表示するにはファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有効にする必
要があります。

手順の概要

1. UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}
2. UCS-A/fabric-interconnect # show lldp-neighbors

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトのファブ

リックインターコネクトモードを開始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

ファブリックインターコネクトのLLDPネイバーを
表示します。

UCS-A/fabric-interconnect # show lldp-neighborsステップ 2

例

次に、ファブリックインターコネクトの LLDPネイバーを表示する方法を示します。
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UCS-A # scope fabric-interconnect a
UCS-A/fabric-interconnect # show lldp-neighbors
Info Policy: Enabled

Lldp Neighbors:

Local Interface: Eth1/5
Chassis Id: 000d.ecff.5e90
Remote Interface: Eth1/9
Remote Port Description: Ethernet1/9
System Name: bgl-samc02-B
System Description: Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software TAC support:
http://www.cisco.com/tac Copyright (c) 2002-2011, Cisco Systems, Inc
System Capabilities: B
Enabled Capabilities: B
Native VLAN: 1
IPv4 Mgmt Address: 10.105.214.105
FI Port DN: sys/switch-A/slot-1/switch-ether/port-5

ファブリックの退避
Cisco UCS Managerにファブリックの退避機能が導入されました。この機能は、IOMまたは
FEXを介して接続しているすべてのサーバからファブリックインターコネクトに流れるトラ
フィックフローを、システムのアップグレード時に退避させます。直接接続されたラックサー

バでは、ファブリックエバキュエーションはサポートされていません。

システムのセカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードすると、ファブリッ

クインターコネクト上のアクティブなトラフィックが中断されます。このトラフィックは、プ

ライマリファブリックインターコネクトにフェールオーバーします。次の手順で、アップグ

レードプロセス中にファブリック退避機能を使用できます。

1. ファブリックインターコネクトを通過するすべてのアクティブなトラフィックを停止しま
す。

2. フェールオーバーが設定されている vNICに対して、Cisco UCS Managerや vCenterなどの
ツールを使用して、トラフィックがフェールオーバーされたことを確認します。

3. セカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードします。

4. 停止したすべてのトラフィックフローを再開します。

5. クラスタリードをセカンダリファブリックインターコネクトに変更します。

6. ステップ 1～ 4を繰り返し、プライマリファブリックインターコネクトをアップグレー
ドします。
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•ファブリックインターコネクトトラフィックの待避は、クラスタ設定でのみサポートさ
れます。

•トラフィックの待避は、従属ファブリックインターコネクトからのみ実行できます。

•待避が設定されているファブリックインターコネクトの IOMまたは FEXのバックプレー
ンポートがダウンし、その状態が [Admin down]として表示されます。手動によるアップ
グレードプロセス中に、これらのバックプレーンポートを [Up]状態に移動させ、トラ
フィックフローを再開するには、[Admin Evac Mode]を明示的に [Off] に設定する必要が
あります。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(3)から、自動インストール中にファブリックエバキュエー
ションを使用できます。

•アップグレードプロセスの外部ファブリック避難を使用する場合は、VIFをオンライン状
態に戻すために FEX再確認する必要があります。

（注）

ファブリックインターコネクトのトラフィックの停止

手順の概要

1. UCS-A # scope fabric-interconnect {a | b}
2. UCS-A /fabric-interconnect # stop server traffic [force]
3. UCS-A /fabric-interconnect # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトモードを開始しま

す。

UCS-A # scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

指定したファブリックインターコネクトを通過する

アクティブなすべてのトラフィックを停止します。

UCS-A /fabric-interconnect # stop server traffic [force]ステップ 2

現在の退避ステータスに関係なく、ファブリックイ

ンターコネクトを退避させるには forceオプション
を使用します。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fabric-interconnect # commit-bufferステップ 3
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例

次の例では、ファブリックインターコネクトBを通過するアクティブなすべてのトラ
フィックを停止する方法を示します。

UCS-A# scope fabric-interconnect b
UCS-A /fabric-interconnect # stop server traffic
Warning: Enabling fabric evacuation will stop all traffic through this Fabric Interconnect
from servers attached through IOM/FEX. The traffic will fail over to the Primary Fabric
Interconnect for fail over vnics.
UCS-A /fabric-interconnect # commit-buffer

ファブリックインターコネクトの退避ステータスの表示

手順の概要

1. UCS-A # scope fabric-interconnect {a | b}
2. UCS-A /fabric-interconnect # show detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトのファブ

リックインターコネクトモードを開始します。

UCS-A # scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

指定したファブリックインターコネクトの詳細を表

示します。

UCS-A /fabric-interconnect # show detailステップ 2

例

次の例は、ファブリックインターコネクトのステータスの表示方法を示しています。

Admin Evacuationおよび Oper Evacuationはファブリックインターコネクトのエバ
キュエーションステータスを示します。

（注）

UCS-A /fabric-interconnect # show detail

Fabric Interconnect:
ID: B
Product Name: Cisco UCS 6248UP
PID: UCS-FI-6248UP
VID: V01
Vendor: Cisco Systems, Inc.
Serial (SN): SSI171400HG
HW Revision: 0
Total Memory (MB): 16165

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
19

LANの接続

ファブリックインターコネクトの退避ステータスの表示



OOB IP Addr: 10.193.32.172
OOB Gateway: 10.193.32.1
OOB Netmask: 255.255.255.0
OOB IPv6 Address: ::
OOB IPv6 Gateway: ::
Prefix: 64
Operability: Operable
Thermal Status: Ok
Admin Evacuation: On
Oper Evacuation: On
Current Task 1:
Current Task 2:
Current Task 3:

IOMの退避ステータスの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope chassis chassis-num
2. UCS-A /chassis # scope iom iom-id
3. UCS-A /chassis/iom # show detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始します。UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1

指定した IOMでシャーシ IOMモードを開始します。UCS-A /chassis # scope iom iom-idステップ 2

指定した IOMの退避ステータスの詳細を表示しま
す。

UCS-A /chassis/iom # show detailステップ 3

例

次の例は、IOMの退避ステータスの詳細を表示する方法を示しています。

Oper Evacuationは IOMの退避の動作ステータスを示します。（注）

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope iom 1
UCS-A /chassis/iom # show detail

IOM:
ID: 1
Side: Left
Fabric ID: A
User Label:
Overall Status: Fabric Conn Problem
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Oper qualifier: Server Port Problem
Operability: Operable
Presence: Equipped
Thermal Status: OK
Discovery: Online
Config State: Ok
Peer Comm Status: Connected
Product Name: Cisco UCS 2204XP
PID: UCS-IOM-2204XP
VID: V02
Part Number: 73-14488-02
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial (SN): FCH1718J9FT
HW Revision: 0
Mfg Date: 2013-05-12T00:00:00.000
Controller Subject: Iocard
Fabric Port Aggregation Capability: Port Channel
Oper Evacuation: On
Current Task 1:
Current Task 2:

ファブリックの退避の確認

手順の概要

1. UCS-A# show service-profile circuit server server-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバに関連付けられているサービスプロ

ファイルのネットワーク回線情報を表示します。

UCS-A# show service-profile circuit server server-idステップ 1

例

次の例は、ファブリック退避前の VIF（仮想 NIC）のパスを示しています。

•ファブリックインターコネクト Aの VIFは、ファブリックインターコネクトを
通過するトラフィックが最初はアクティブであることを示しています。

•ファブリックインターコネクト Bの VIFは、退避前はパッシブです。

（注）

UCS-A# show service-profile circuit server 1/6
Service Profile: test1
Server: 1/6

Fabric ID: A
Path ID: 1
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VIF vNIC Link State Oper State Prot State Prot Role Admin
Pin Oper Pin Transport

---------- --------------- ----------- ---------- ------------- -----------
---------- ---------- ---------

692 eth0 Up Active Active Primary 0/0
1/15 Ether

Fabric ID: B
Path ID: 1
VIF vNIC Link State Oper State Prot State Prot Role Admin

Pin Oper Pin Transport
---------- --------------- ----------- ---------- ------------- -----------

---------- ---------- ---------
693 eth0 Up Active Passive Backup 0/0

1/15 Ether
UCS-A#

次の例は、ファブリックインターコネクトAが退避した後のVIFのパスを示していま
す。

•フェールオーバーの完了後、ファブリックインターコネクトAのVIFのステータ
スはエラーになります。

•ファブリックインターコネクト Bの VIFが代わりにアクティブになります。

（注）

UCS-A# show service-profile circuit server 1/6
Service Profile: test1
Server: 1/6

Fabric ID: A
Path ID: 1
VIF vNIC Link State Oper State Prot State Prot Role Admin

Pin Oper Pin Transport
---------- --------------- ----------- ---------- ------------- -----------

---------- ---------- ---------
692 eth0 Error Error Active Primary 0/0

0/0 Ether
Fabric ID: B

Path ID: 1
VIF vNIC Link State Oper State Prot State Prot Role Admin

Pin Oper Pin Transport
---------- --------------- ----------- ---------- ------------- -----------

---------- ---------- ---------
693 eth0 Up Active Passive Backup 0/0

1/15 Ether
UCS-A#

ファブリックインターコネクトのトラフィックの再開

手順の概要

1. UCS-A # scope fabric-interconnect {a | b}
2. UCS-A /fabric-interconnect # start server traffic
3. UCS-A /fabric-interconnect # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトモードを開始しま

す。

UCS-A # scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

指定したファブリックインターコネクトを介してト

ラフィックを再開します。

UCS-A /fabric-interconnect # start server trafficステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fabric-interconnect # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、ファブリックインターコネクトBを通過するトラフィックを再開する方
法を示します。

UCS-A# scope fabric-interconnect b
UCS-A /fabric-interconnect # start server traffic
Warning: Resetting fabric evacuation will cause server traffic that failed over to the
Primary Fabric Interconnect to fail back to this Fabric Interconnect.
UCS-A /fabric-interconnect # commit-buffer

ファブリックインターコネクトのポートタイプ
デフォルトでは、すべてのファブリックインターコネクトポートは未設定です。イーサネッ

トLAN接続では、ファブリックインターコネクトポートは次のいずれかの状態になります。

• [Unconfigured]：ポートは設定されておらず、使用できません。

• [Server Port]：ポートは、ブレードシャーシ内の IOMファブリックエクステンダ（FEX）
モジュールへのダウンリンク接続用に設定されています。

• [Uplink Port]：ポートはアップストリームイーサネットスイッチへのアップリンク接続用
に設定されています。アップリンクポートは常にトランクポートとして設定されます。

• [Disabled]：ポートはアップリンクポートまたはサーバポートとして設定されており、現
在は管理者によって無効化されています。

6200シリーズファブリックインターコネクトの場合は、すべてのポートがユニファイドポー
トです。したがって、すべてのポートを 1/10ギガビットイーサネット、ファイバチャネル
（FC）、FCアップリンク、アプライアンスポート、または FCoEポートとして設定します。

6300シリーズファブリックインターコネクトについては、『UCS Manager Getting Started
Guide』を参照してください。
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Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトでは、ポート 1 ~ 8はユニファイドポートであ
り、イーサネットまたは FCのいずれかのポートとして設定できます。『UCS Manager Getting
Started guide』で情報を詳しく説明します。

ファブリックインターコネクトスイッチングのモード
Cisco UCSファブリックインターコネクトは、2つのメインスイッチングモード（イーサネッ
トまたはファイバチャネル）で動作します。これらのモードは相互に独立しています。サーバ

とネットワーク間またはサーバとストレージデバイス間で、ファブリックインターコネクト

がデバイスとして動作する方法を決定します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)以降では、イーサネットとファイバチャネルスイッチング
モードを Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectでサポートしています。

（注）

イーサネットスイッチングモード

イーサネットスイッチングモードにより、サーバとネットワークの間のスイッチング装置と

してファブリックインターコネクトがどのように動作するかが決定されます。ファブリック

インターコネクトは、次のイーサネットスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードでは、ファブリックインターコネクトが、vNICを介して接続されている
すべてのサーバ（ホスト）に代わって、ネットワークに対するエンドホストとして動作できま

す。この動作は、アップリンクポートに vNICをピン接続（動的ピン接続またはハードピン接
続）することにより実現されます。これによって、ネットワークに冗長性がもたらされ、アッ

プリンクポートはファブリックの残りの部分に対してサーバポートとなります。

エンドホストモードの場合、ファブリックインターコネクトではスパニングツリープロトコ

ル（STP）が実行されません。ただし、アップリンクポートが相互にトラフィックを転送する
ことを拒否し、複数のアップリンクポートに同時に出力サーバトラフィックが存在すること

を拒否することによって、ループが回避されます。エンドホストモードは、デフォルトのイー

サネットスイッチングモードであり、次のいずれかがアップストリームで使用される場合に

使用する必要があります。

•レイヤ 2集約のためのレイヤ 2スイッチング

• Virtual Switching System（VSS）集約レイヤ

エンドホストモードを有効にした場合、vNICがアップリンクポートに固定ピン接続されてい
て、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vNICをピン接続し直すことは
できず、その vNICはダウンしたままになります。

（注）
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Switch Mode

スイッチモードは従来のイーサネットスイッチングモードです。ループを回避するためにファ

ブリックインターコネクトで STPが実行され、ブロードキャストパケットとマルチキャスト
パケットは従来の方法で処理されます。ファブリックインターコネクトがルータに直接接続さ

れている場合、または次のいずれかがアップストリームスイッチに使用されている場合は、ス

イッチモードを使用します。

•レイヤ 3集約

•ボックス内の VLAN

どちらのイーサネットスイッチングモードにおいても、サーバアレイ内のサーバ間ユニキャ

ストトラフィックはすべてファブリックインターコネクト経由でのみ送信され、アップリン

クポートを介して送信されることはありません。これは、vNICがアップリンクポートにハー
ドピン接続されている場合でも同様です。サーバ間のマルチキャストトラフィックとブロード

キャストトラフィックは、同じ VLAN内のすべてのアップリンクポートを介して送信されま
す。

（注）

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)以降では、イーサネットとファイバチャネルスイッチング
モードを Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectでサポートしています。

（注）

CiscoMDS9000ファミリのファイバチャネルスイッチングモジュールを使用したスイッチモー
ドの Cisco UCSファブリックインターコネクト

スイッチモードで Cisco MDS 9000ファミリ FCスイッチングモジュールと Cisco UCSファブ
リックインターコネクト間にポートチャネルを作成する場合は、次の順序に従います。

1. MDS側にポートチャネルを作成します。

2. ポートチャネルのメンバーポートを追加します。

3. ファブリックインターコネクト側にポートチャネルを作成します。

4. ポートチャネルのメンバーポートを追加します。

最初にファブリックインターコネクト側でポートチャネルを作成すると、ポートは中断状態

になります。

Cisco UCSファブリックインターコネクトがスイッチモードになっている場合、ポートチャ
ネルモードは ONモードに限られ、Activeではありません。ただし、ファブリックインター
コネクトのピアの wwn情報を取得するには、ポートチャネルを Activeモードにする必要があ
ります。
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イーサネットスイッチングモードの設定

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Managerにより、ユーザはログア
ウトされ、ファブリックインターコネクトが再起動されます。クラスタ設定では、Cisco UCS
Managerにより両方のファブリックインターコネクトが再起動されます。スイッチングモード
を変更した結果として、従属ファブリックインターコネクトが初めて再起動されます。プライ

マリファブリックインターコネクトは、[Pending Activities]で確認された後にのみ再起動しま
す。プライマリファブリックインターコネクトでイーサネットスイッチングモードの変更が

完了し、システムで使用できるようになるまでには数分間かかります。既存の設定は保持され

ます。

ファブリックインターコネクトが再起動すると、すべてのブレードサーバがLANおよびSAN
接続を失い、ブレード上のすべてのサーバが完全に停止します。これにより、オペレーティン

グシステムで障害が発生する場合があります。

重要

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # set mode {end-host | switch}
3. UCS-A /eth-uplink # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したスイッチングモードにファブリックイン

ターコネクトを設定します。

UCS-A /eth-uplink # set mode {end-host | switch}ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink # commit-bufferステップ 3

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネク
トを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco UCS
Manager CLIとの接続を解除します。

例

次に、ファブリックインターコネクトをエンドホストモードに設定し、トランザク

ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # set mode end-host
Warning: When committed, this change will cause the switch to reboot
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #
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ファイバチャネルスイッチングモード

ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装

置としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリック

インターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードは Nポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォル
トのファイバチャネルスイッチングモードです。エンドホストモードを使用すると、ファブ

リックインターコネクトは、仮想ホストバスアダプタ（vHBA）を介して接続されているす
べてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されているファイバチャネルネットワークに対す

るエンドホストとして動作することができます。この動作は、ファイバチャネルアップリン

クポートに vHBAをピン接続（動的ピン接続またはハードピン接続）することにより実現さ
れます。これにより、ファイバチャネルポートはファブリックの残りの部分に対してサーバ

ポート（Nポート）となります。エンドホストモードの場合、ファブリックインターコネク
トは、アップリンクポートが相互にトラフィックを受信しないようにすることでループを回避

します。

エンドホストモードを有効にすると、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートにハー
ドピン接続されているときに、そのアップリンクポートがダウンした場合、システムはvHBA
を再びピン接続することができず、vHBAはダウンしたままになります。

（注）

Switch Mode

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。ス

イッチモードを使用して、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続

することができます。ファイバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（た
とえば、ストレージに直接接続された1つのCisco UCSドメイン）ポッドモデル、またはSAN
が存在する（アップストリームMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。ファイバチャネ
ルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピングループはすべ
て無視されます。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)以降では、イーサネットとファイバチャネルスイッチング
モードを Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectでサポートしています。

（注）

Cisco UCS Manager 4.0(2)のリリースでは、Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectがファイバチャネ
ルスイッチングモードで稼働しているときに、FCoEアップリンクポートをサポートしませ
ん。

重要
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ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードが変更されると、両方の Cisco UCSファブリックイン
ターコネクトは同時にリロードします。ファブリックインターコネクトをリロードすると、約

10～ 15分のダウンタイムがシステム全体で発生します。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # set mode {end-host | switch}
3. UCS-A /fc-uplink # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したスイッチングモードにファブリックイン

ターコネクトを設定します。

UCS-A /fc-uplink # set mode {end-host | switch}ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink # commit-bufferステップ 3

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネク
トを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco UCS
Manager CLIとの接続を解除します。

例

次の例で、ファブリックインターコネクトをエンドホストモードに設定し、トランザ

クションをコミットする方法を示します。

UCS-A # scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # set mode end-host
UCS-A /fc-uplink* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink #
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第 4 章

LANポートおよびポートチャネル

• Cisco UCS 6200シリーズおよび 6324ファブリックインターコネクト上のユニファイド
ポート（29ページ）

•物理ポートとバックプレーンポート（65ページ）
•サーバポート（70ページ）
•アップリンクイーサネットポート（72ページ）
•アプライアンスポート（76ページ）
• FCoEアップリンクポート（84ページ）
•ユニファイドストレージポート（89ページ）
•ユニファイドアップリンクポート（90ページ）
• FCoEおよびファイバチャネルストレージポート（92ページ）
•アップリンクイーサネットポートチャネル（94ページ）
•アプライアンスポートチャネル（98ページ）
•ファイバチャネルポートチャネル（104ページ）
• FCoEポートチャネル数（111ページ）
•ユニファイドアップリンクポートチャネル（113ページ）
•イベント検出とアクション（115ページ）
•アダプタポートチャネル（120ページ）
•ファブリックポートチャネル（121ページ）

CiscoUCS6200シリーズおよび6324ファブリックインター
コネクト上のユニファイドポート

ユニファイドポートはCisco UCS 6200シリーズおよび 6324ファブリックインターコネクトの
ポートであり、イーサネットまたはファイバチャネルトラフィックを伝送するように設定で

きます。これらのポートは設定されるまで未予約となり、Cisco UCSドメインで使用できませ
ん。
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ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設定

されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中断

されることがあります。ポートの設定後に、そのポートを無効にできます。設定可能なビーコ

ン LEDは、選択したポートモードに設定されているユニファイドポートを示します。

（注）

ポートモード

ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファ

イバチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは Cisco UCS
Managerで設定します。ただし、ファブリックインターコネクトは自動的にポートモードを
検出しません。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられ

ます。VLANやVSANなど、そのポート設定に関連付けられているオブジェクトもすべて削除
されます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ

ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

デフォルトでは、イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートはイーサネッ

トアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更され

た統合ポートは、ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバ

チャネルポートを設定解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

イーサネットにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート
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SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

ファイバチャネルポートモード

ファイバチャネルにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

ポートモードの変更によるデータトラフィックの中断

ポートモードの変更は、Cisco UCSドメインへのデータトラフィックの中断を引き起こす場
合があります。中断の長さや影響を受けるトラフィックは、ポートモード変更を行ったモジュー

ルおよび Cisco UCSドメインの設定に依存します。

システム変更時のトラフィックの中断を最小限にするには、固定モジュールと拡張モジュール

にわたるファイバチャネルアップリンクポートチャネルを作成します。

ヒント

拡張モジュールに対するポートモードの影響

拡張モジュールのポートモードの変更後、モジュールを再起動します。拡張モジュールのポー

トを通過するすべてのトラフィックは、モジュールの再起動時に約 1分間中断されます。

ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポー
ト変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィック

の影響は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェール
オーバーするようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
31

LANポートおよびポートチャネル

ポートモードの変更によるデータトラフィックの中断



1つのファブリックインターコネクトの拡張モジュール上のポートモードを変更し、第 2の
ファブリックインターコネクトのポートモードを変更する前のリブートを待つ場合、次のこ

とが発生します。

•サーバ vNICのフェールオーバーでは、トラフィックは他のファブリックインターコネク
トにフェールオーバーし、中断は発生しません。

•サーバvNICのフェールオーバーがない場合、ポートモードを変更したファブリックイン
ターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネク

トがリブートする約 8分間中断されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールでポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックが、ファブリックイ

ンターコネクトの再起動時に約 8分間中断されます。

ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが1つだけあります。固定モジュール
へのポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリック

インターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトが

リブートする約 8分間中断されます。

ユニファイドポートの設定に関するガイドライン

ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ユニファイドポートは、Cisco UCS Managerバージョン 2.0を搭載した 6200シリーズファブ
リックインターコネクトでサポートされます。

ユニファイドポートは 6100シリーズファブリックインターコネクトではサポートされませ
ん。それらで Cisco UCS Managerバージョン 2.0が実行されている場合でも同様です。

ポートモードの配置

Cisco UCS Manager GUIインターフェイスは固定または拡張モジュールのユニファイドポート
のポートモードの設定に、スライダーを使用するため、ポートモードのユニファイドポート

への割り当て方法を制限する次の制約事項が自動的に適用されます。Cisco UCS Manager CLI
インターフェイスを使用する場合は、トランザクションをシステム設定にコミットするときに

次の制約事項が適用されます。ポートモードの設定が次の制約事項のいずれかに違反している

場合、Cisco UCS Manager CLIによってエラーが表示されます。

•イーサネットポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールについて
（固定または拡張）、イーサネットポートブロックは最初のポートから開始し、偶数ポー

トで終了する必要があります。

•ファイバチャネルポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールに
ついて（固定または拡張）、ファイバチャネルポートブロック内の最初のポートは最後
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のイーサネットポートの後に続き、モジュール内の残りのポートを含むよう拡張する必要

があります。ファイバチャネルポートだけを含む設定では、ファイバチャネルブロック

は、固定または拡張モジュールの最初のポートから開始する必要があります。

•イーサネットポートとファイバチャネルポートの交替は、単一モジュール上ではサポー
トされない。

有効な設定例：イーサネットポートモードに設定された固定モジュールにユニファイドポー

ト 1～ 16を含み、ファイバチャネルポートモードにポート 17～ 32を含む。拡張モジュール
では、ポート 1～ 4をイーサネットポートモードに設定し、ポート 5～ 16をファイバチャネ
ルモードに設定できます。このポート割り当ては各個別モジュールの規則に準拠しているた

め、ポートタイプ（イーサネットポートとファイバチャネルポート）の交替に関する規則に

違反していません。

無効な設定例：ポート 16から始まるファイバチャネルポートのブロックが含まれている。
ポートの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート 17からブロックを開
始しなければなりません。

各ファブリックインターコネクトで設定可能なアップリンクイーサネットポートおよびアッ

プリンクイーサネットポートチャネルメンバの総数は、最大 31に制限されています。この
制限には、拡張モジュールで設定されるアップリンクイーサネットポートおよびアップリン

クイーサネットポートチャネルメンバも含まれます。

UCS Manager CLIユーザ向けの特別な考慮事項

Cisco UCS Manager CLIでは、システム設定にバッファをコミットするまでポートモードの変
更が検証されないため、2つの以上の新しいインターフェイスを作成する前にバッファのコミッ
トを試みると、たちまちグループ化の制約に違反してしまいます。エラーを回避するために、

ポートモードを別のポートモードに変更し、すべてのユニファイドポートに対して新しいイ

ンターフェイスを作成してから、システム設定に変更をコミットをすることを推奨します。

複数のインターフェイスを設定する前にバッファをコミットするとエラーが発生しますが、最

初からやり直す必要はありません。設定が前述の要件を満たすまでユニファイドポートの設定

を続行できます。

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トに関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に

従うべき注意事項とガイドラインです。

•ユニファイドアップリンクポートでは、SPAN送信元として 1つのコンポーネントを有
効にすると、他のコンポーネントが自動的に SPAN送信元になります。
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イーサネットアップリンクポートで SPAN送信元が作成または
削除されると、Cisco UCS Managerは自動的に FCoEアップリンク
ポートで SPAN送信元を作成または削除します。FCoEアップリ
ンクポートで SPAN送信元を作成する場合も同じことが起こりま
す。

（注）

• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブ VLANを
設定する必要があります。この VLANはトラフィックには使用されません。Cisco UCS
Managerはこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブVLANと
して使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルト
でない VLANを設定しないと、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリンクポー
トのネイティブVLANとして割り当てられます。イーサネットポートにネイティブVLAN
として指定されているデフォルトでないネイティブVLANがある場合、ユニファイドアッ
プリンクポートのネイティブ VLANとしてこれが割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、Cisco UCS
Managerは FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。
FCoEポートチャネルでメンバーポートを作成または削除する場合も同じことが起こりま
す。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージ
などのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネット

または FCoEポートチャネルのメンバポートにすると、Cisco UCS Managerは自動的にこ
のポートをイーサネットと FCoEポートチャネル両方のメンバにします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEスト
レージのメンバからメンバポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Managerは
イーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを削除
し、新しいスタンドアロンポートを作成します。

• Cisco UCS Managerをリリース 2.1から以前のリリースにダウングレードする場合は、ダウ
ングレードが完了すると、すべてのユニファイドアップリンクポートとポートチャネル

がイーサネットポートとイーサネットポートチャネルに変換されます。同様に、すべて

のユニファイドストレージポートが、アプライアンスポートに変換されます。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのイン
ターフェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのイ
ンターフェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のイン

ターフェイスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポート

でディセーブルの場合にのみライセンスが解放されます。

• Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同一のダウンスト
リーム NPVスイッチ側の 1VFまたは 1VF-POのみをサポートできます。
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ポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

Cisco UCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

Cisco UCS Manager CLIで、ユニファイドポートをサポートする新しいコマンドはありません。
代わりに、必要なポートタイプ用のモードにスコープしてから新しいインターフェイスを作成

することで、ポートモードを変更します。設定済みのスロット IDおよびポート IDに新しい
インターフェイスを作成する場合、UCS Managerは、すでに設定されているインターフェイス
を削除し、新しく作成します。以前はイーサネットポートモードで動作していたポートをファ

イバチャネルポートモードに設定するためにポートモードの変更が必要な場合、UCS Manager
は変更を確認します。

拡張モジュールは Cisco UCS Miniでサポートされていません。

手順の概要

1. UCS-A# scope port-type-mode
2. UCS-A /port-type-mode # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /port-type-mode/fabric # create interface slot-id port-id
4. イーサネットまたはファイバチャネルポートブロックに属する他のポートの新しいイン

ターフェイスを作成します。

5. UCS-A /port-type-mode/fabric/interface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

次のいずれかのポートタイプの指定されたポート

タイプモードを開始します。

UCS-A# scope port-type-modeステップ 1

eth-server

サーバポート設定用。

eth-storage

イーサネットストレージポートおよびイーサ

ネットストレージポートチャネルの設定用。
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目的コマンドまたはアクション

eth-traffic-mon

イーサネット SPANポート設定用。

eth-uplink

イーサネットアップリンクポート設定用。

fc-storage

ファイバチャネルストレージポート設定用。

fc-traffic-mon

ファイバチャネル SPANポート設定用。

fc-uplink

ファイバチャネルアップリンクポートおよび

ファイバチャネルアップリンクポートチャネ

ルの設定用。

指定したファブリックの指定されたポートタイプ

モードを開始します。

UCS-A /port-type-mode # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定されたポートタイプのインターフェイスを作成

します。

UCS-A /port-type-mode/fabric # create interface slot-id
port-id

ステップ 3

ポートタイプをイーサネットポートモードからファ

イバチャネルポートモードに、またはその逆に変

更すると、次の警告が表示されます。

Warning: This operation will change the port mode

(from Ethernet to FC or vice-versa). When

committed, this change will require the module

to restart.

イーサネットおよびファイバチャネルポートを固

定または拡張モジュールに配置する方法を規定す

イーサネットまたはファイバチャネルポートブロッ

クに属する他のポートの新しいインターフェイスを

作成します。

ステップ 4

る、いくつかの制約事項があります。他の制約事項

の範囲内で、2つのグループのポートを変更する必
要があります。「ユニファイドポートの設定に関す

るガイドラインおよび推奨事項」セクションに概説

されている制約事項のいずれかに違反すると、エ

ラーが発生します。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /port-type-mode/fabric/interface # commit-bufferステップ 5

ポートモードを設定したモジュールに応じて、Cisco UCSドメインのデータトラフィックが次
のように中断されます。

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
36

LANポートおよびポートチャネル

ポートモードの設定



•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリック
インターコネクトを経由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイ

ラビリティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれる
クラスタ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオー

バーし、中断は発生しません。両側のポートモードを一度に変更すると、両方のファブ

リックインターコネクトが同時にリブートし、両方のファブリックインターコネクトが

起動するまでトラフィックが完全に失われます。

固定モジュールがリブートうるまで約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべ
てのデータトラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまでに約 1分かかります。

例

次の例では、スロット 1のポート 3と 4をイーサネットポートモードのイーサネット
アップリンクポートからファイバチャネルポートモードのアップリンクファイバ

チャネルポートに変更します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create interface 1 3
Warning: This operation will change the port mode (from Ethernet to FC or vice-versa).
When committed, this change will require the fixed module to restart.
UCS-A /fc-uplink/fabric/interface* # up
UCS-A /fc-uplink/fabric* #create interface 1 4
Warning: This operation will change the port mode (from Ethernet to FC or vice-versa).
When committed, this change will require the fixed module to restart.
UCS-A /fc-uplink/fabric/interface* #commit-buffer

ブレイクアウトポートの設定

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、サポートされたブレークアウトケーブル
を使用して、1つの QSFPポートを 4つの 10/25Gポートに分割できます。これらのポートを
アップリンクポートの 10/25 Gスイッチに接続するとしてのみ使用できます。UCS 6454ファ
ブリックインターコネクトでは、デフォルトで、40/100Gモードに 6ポートがあります。これ
らは、ポート 49～ 54です。これらの 40/100Gポートには、2タプルの命名規則で番号が割り
当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/50という番号が割り当てられます。40G
から10Gに、100Gから25Gに設定を変更するプロセスは、ブレークアウトと呼ばれ、[4X]10G
から 40Gの設定に、または [4X]10Gから 40Gの設定に変更するは、設定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートに、または 100Gポートを 25Gポートにブレークアウトすると、結果
で得られるポートは 3タプルの命名規則を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番
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目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークアウトポートには 1/50/1、1/50/2、1/50/3、
1/50/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 2 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの背面図

ポート 9～ 44（10/25 Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

2ポート1～8（ユニファイドポート
10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

ブレイクアウトポートのガイドライン

次は、Cisco UCS 6454のファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能のガイドライン
を示します。

•ブレイクアウト設定可能なポートは 49 54です。

•各ブレークアウトポートの速度を設定することはできません。各ブレークアウトポートは
自動モードになっています。

•サポートされているファブリックインターコネクトのポート (1/49～ 1/54)のいずれかの
ブレークアウトモードを設定した後、ファブリックインターコネクトがリブートされま

す。

• Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)では、ブレイクアウトポートはトラフィックモニタリ
ングの宛先としてサポートされていません。

•ポート 49～ 54は、アップリンクポートとしてのみ設定できます。それらは、次のいずれ
かにも設定することはできません。

•サーバポート

• FCoEストレージポート

•アプライアンスポート
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Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCSファブリックインターコネクトの 6300シリーズでは、1つのQSFPポートを 4つの
10Gポートに分割できます。このとき、サポートされているブレークアウトケーブルを使用し
ます。デフォルトでは、40Gモードでは32個のポートがあります。これらの40Gポートには、
2タプルの命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/2とい
う番号が割り当てられます。40Gから10Gに設定を変更するプロセスはブレークアウトと呼ば
れ、（4つの）10Gから 40Gに設定を変更するプロセスは設定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートにブレークアウトする場合、得られたポートには 3タプルの命名規則
を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40ギガビットイーサネットポート
のブレークアウトポートには 1/2/1、1/2/2、1/2/3、1/2/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 3 : Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

40G QSFPポート X 28（10G SFPポート X 98）

（注） • QSAモジュールはポート 13～ 14で必要。

• 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブ
ルが必要。

2

40G QSFPポート X 63

次の図は、Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図を表してお
り、これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。
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図 4 : Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

1/10G SFPポート X 16（4/8/16G FCポート X 16）2

40G QSFPポート X 18（10G SFP+ポート X 72）

（注） • 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブ
ルが必要。

3

40G QSFPポート X 64

次の図は、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しています。

図 5 : Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図

電源モジュール1

ファン X 42

電源モジュール3

シリアルポート4

ブレークアウトポートの制約事項

次の表に、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレークアウト機能の
制約事項をまとめています。
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ブレークアウト機能をサポートしてい

ないポート

ブレークアウト設定が可

能なポート

Cisco UCS 6300シリーズ
ファブリックインターコ

ネクト

13～ 14、27～ 32

（注） •ポート 27～ 32では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

1～ 12、15～ 26Cisco UCS 6332

1～ 16、35～ 40

（注） •ポート 35～ 40では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

17～ 34Cisco UCS 6332-16UP

QoSジャンボフレームを使用する場合、最大で4つのブレークアウトポートが許可されます。重要

複数のブレイクアウトポートの設定

UCS 6300ファブリックインターコネクトで、40ギガビットイーサネットポートを指定し、
ブレイクアウトポートを設定せずに、4つの 10ギガビットイーサネットポートを作成できま
す。UCS 6454ファブリックインターコネクトで、100ギガビットイーサネットポートを指定
し、ブレイクアウトポートを設定せずに、4つの 10または 25ギガビットイーサネットポー
トを作成できます。ポートにブレイクアウトを設定すると、ファブリックインターコネクトが

再起動されるので、1つのトランザクションですべての必要なポートをブレイクアウトするこ
とを推奨します。

始める前に

ブレイクアウトポートを設定する前に、show portコマンドを使用して、ポートのステータス
を表示します。

手順の概要

1. UCS-A # scope cabling
2. UCS-/cabling # scope fabric {a |b}
3. UCS-A /cabling/fabric # create breakout slot-id port-id
4. UCS-A /cabling/fabric/breakout* # set breakouttype {10g-4x | 25g-4x}
5. UCS-A /cabling/fabric/breakout* # up
6. UCS-A /cabling/fabric/breakout* # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ケーブル接続モードを開始します。UCS-A # scope cablingステップ 1

指定したファブリックのケーブル接続ファブリック

モードを開始します。

UCS-/cabling # scope fabric {a |b}ステップ 2

指定したスロットとポートにブレイクアウトポート

を作成します。

UCS-A /cabling/fabric # create breakout slot-id port-idステップ 3

UCS 6454ファブリックインターコネクトでブレー
クアウトポートのタイプを指定します。

UCS-A /cabling/fabric/breakout* # set breakouttype
{10g-4x | 25g-4x}

ステップ 4

ファブリックモードに戻ります。UCS-A /cabling/fabric/breakout* # upステップ 5

UCS 6300の各ブレークアウトポートのステップ 3
~ 5を繰り返し、UCS 6454の各ブレークアウトポー
トのステップ 3、4 ~ 5を繰り返します。

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A /cabling/fabric/breakout* # commit-bufferステップ 6

例

次の例では、UCS 6300 Fabric Interconnect（FI;では、[1/4 ~ブレイクアウトポート 1/1
を作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope cabling
UCS-A /cabling # scope fabric a
UCS-A /cabling/fabric # create breakout 1 1
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G
port will be erased.!
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # up
UCS-A /cabling/fabric* # create breakout 1 2
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G
port will be erased.!
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # up
UCS-A /cabling/fabric* # create breakout 1 3
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G
port will be erased.!
UCSM--A /cabling/fabric/breakout* # up
UCSM-shiva-a-A /cabling/fabric* # create breakout 1 4
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G
port will be erased.!
UCSM--A /cabling/fabric/breakout* # commit-buffer

次の例は、UCS 6454ファブリックインターコネクトのブレイクアウトポート 1/49か
ら1/52までを作成し、ブレイクアウトのタイプを設定し、トランザクションをコミッ
トします。

UCS-A# scope cabling
UCS-A /cabling # scope fabric a
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UCS-A /cabling/fabric # create breakout 1 49
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G
port will be erased.!
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # set breakouttype 10g-4x
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # up
UCS-A /cabling/fabric* # create breakout 1 50
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G
port will be erased.!
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # set breakouttype 10g-4x
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # up
UCS-A /cabling/fabric* # create breakout 1 51
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G
port will be erased.!
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # set breakouttype 10g-4x
UCSM--A /cabling/fabric/breakout* # up
UCSM-shiva-a-A /cabling/fabric* # create breakout 1 52
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G
port will be erased.!
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # set breakouttype 10g-4x
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # commit-buffer

次のタスク

ファブリックインターコネクトとNX-OSスイッチにブレイクアウトポートが作成されたこと
を確認します。ファブリックインターコネクトでは、指定したファブリックのケーブル接続

ファブリックモードで show breakoutコマンドを使用します。NXOSで、show interface brief
コマンドを使用します。

ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # create aggr-interface slot-numaggregate port-num
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface* # create br-interface breakout-port-num
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定した集約（メイン）イーサネットアップリンク

ポートのインターフェイスを作成します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create aggr-interface
slot-numaggregate port-num

ステップ 3

指定したブレイクアウトイーサネットアップリン

クポートのインターフェイスを作成します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface* # create
br-interface breakout-port-num

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface #
commit-buffer

ステップ 5

例

次の例では、ファブリックAのスロット1にある集約ポート21のブレイクアウトイー
サネットアップリンクポート 1のインターフェイスを作成します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # enter aggr-interface 1 21
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface # create br-interface 1
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface*# commit-buffer

次の例では、UCS 6454ファブリックインターコネクトのファブリック Aのスロット
1にある集約ポート 49のブレイクアウトイーサネットアップリンクポート 1～ 4の
インターフェイスを作成し、トランザクションをコミットます。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create aggr-interface 1 49
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface* # create br-interface 1
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface* # up
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface* # create br-interface 2
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface* # up
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface* # create br-interface 3
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface* # up
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface* # create br-interface 4
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface* # up
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface #

次の例では、UCS 6454ファブリックインターコネクトでファブリック Aのポート
1/49/1から 1/49/4のブレイクアウト設定を示します。
UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric-interconnect # show port
Ether Port:
Slot Aggr Port Port Oper State Mac Role Xcvr
----- ---------- ----- ---------------- -------------------- ------- ----
1 49 1 Sfp Not Present 8C:60:4F:BC:C4:D4 Unknown N/A
1 49 2 Sfp Not Present 8C:60:4F:BC:C4:D5 Unknown N/A
1 49 3 Sfp Not Present 8C:60:4F:BC:C4:D6 Unknown N/A
1 49 4 Sfp Not Present 8C:60:4F:BC:C4:D7 Unknown N/A

ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートチャネルメンバーの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A# /eth-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A# /eth-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel fcoe-port-channel
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4. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channe/fcoe-port-channel # enter aggr-interface slot-id port-id
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port # create br-member-portbreakout-port-num
6. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したファブリックのイーサネットアップリンク

モードを開始します。

UCS-A# /eth-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定したFCoEアップリンクポートのポートチャネ
ルに移動します。

UCS-A# /eth-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel
fcoe-port-channel

ステップ 3

指定した集約（メイン）FCoEアップリンクポート
のインターフェイスに移動します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channe/fcoe-port-channel
# enter aggr-interface slot-id port-id

ステップ 4

FCoEアップリンクポートチャネルメンバーを作成
します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port
# create br-member-portbreakout-port-num

ステップ 5

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port
# commit-buffer

ステップ 6

例：

次の例では、ポート2のイーサネットポートのイー
サネットアップリンクポートチャネルメンバーを

作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel
51
UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port
# create br-member-port 2
UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port*
# commit-buffer

イーサネットアップリンクブレイクアウトポートをピングループターゲットとして設

定

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A# /eth-uplink/pin-group # enter pin-group pin-group-name
3. UCS-A# /et h-uplink/pin-group # set target{a|b}

breakout-portslot-numaggregate-port-numbreakout-port-num
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4. UCS-A # /eth-uplink/pin-group # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定した名前を持つピングループに移動します。UCS-A# /eth-uplink/pin-group # enter pin-group
pin-group-name

ステップ 2

指定したターゲットをブレイクアウトポートとして

設定します。

UCS-A# /et h-uplink/pin-group # set target{a|b}
breakout-portslot-numaggregate-port-numbreakout-port-num

ステップ 3

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A # /eth-uplink/pin-group # commit-buffer

例：

ステップ 4

次の例では、ファブリックAのスロット 1にある集
約ポート 1のブレイクアウトポート 2にピングルー
プターゲットを設定し、トランザクションをコミッ

トします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # enter pin-group test
UCS-A /eth-uplink/pin-group # set target a
breakout-port 1 1 2
UCS-A /eth-uplink/pin-group* # commit-buffer

ブレイクアウトアプライアンスポートの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A# /eth-storage # scope fabric{a | b}
3. UCS-A# /eth-storage/fabric # enter aggr-interface slot-num集約ポート番号
4. UCS-A# /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port # create br -interfaceブレークアウト
ポート番号

5. UCS-A# /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A# /eth-storage # scope fabric{a | b}ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

指定した集約（メイン）アプライアンスポートのイ

ンターフェイスに移動します。

UCS-A# /eth-storage/fabric # enter aggr-interface
slot-num集約ポート番号

ステップ 3

指定したブレイクアウトアプライアンスポートの

インターフェイスを作成します。

UCS-A# /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port
# create br -interfaceブレークアウトポート番号

ステップ 4

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A#
/eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port
# commit-buffer

ステップ 5

例：

次の例では、ファブリックBのスロット 1にある集
約ポート 20のアプライアンスポート 1のインター
フェイスを作成し、トランザクションをコミットし

ます。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # enter aggr-interface
1 20
UCS-A /eth-storage/fabric/aggr-interface # create
br-interface 1
UCS-A
/eth-storage/fabric/aggr-interface/br-interface*
# commit-buffer

ブレイクアウトアプライアンスポートチャネルメンバーの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A# /eth-storage # scope fabric{a | b}
3. UCS-A# /eth-storage # scope port-channelポートチャネル番号
4. UCS-A# /eth-storage/fabric # enter aggr-interface slot-num集約ポート番号
5. UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # enter member-aggr-port slot-id port-id
6. UCS-A# /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port # create br-member-portブレークア
ウトポート番号

7. UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのイーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A# /eth-storage # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定したポートチャネルのイーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A# /eth-storage # scope port-channelポートチャ
ネル番号

ステップ 3

指定した集約（メイン）アプライアンスポートのイ

ンターフェイスに移動します。

UCS-A# /eth-storage/fabric # enter aggr-interface
slot-num集約ポート番号

ステップ 4

アプライアンスポートチャネルのメンバーポート

に移動します。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # enter
member-aggr-port slot-id port-id

ステップ 5

アプライアンスポートチャネルメンバーを作成し

ます。

UCS-A# /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port
# create br-member-portブレークアウトポート番号

ステップ 6

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port
# commit-buffer

ステップ 7

例：

次の例では、アプライアンスポート2のアプライア
ンスポートチャネルメンバーを作成し、トランザ

クションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel 21
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # enter
member-aggr-port 1 2
UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port
# create br-member-port 2
UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port*
# commit-buffer

ブレイクアウト FCoEストレージポートの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-storage
2. UCS-A# /fc-storage scope fabric{a | b
3. UCS-A# /fc-storage/fabric enter aggr-interface slot-num集約ポート番号
4. UCS-A# /fc-storage/fabric/aggr-interface # create br-interface br-fcoeブレークアウトポート
番号

5. UCS-A# /fc-storage/fabric/aggr-interface/br-interface/br-fcoe # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルストレージモードを開始します。UCS-A# scope fc-storageステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルストレー

ジモードを開始します。

UCS-A# /fc-storage scope fabric{a | bステップ 2

指定した集約（メイン）ファイバチャネルストレー

ジポートのインターフェイスに移動します。

UCS-A# /fc-storage/fabric enter aggr-interface slot-num
集約ポート番号

ステップ 3

指定したブレイクアウトファイバチャネルストレー

ジポートのインターフェイスを作成します。

UCS-A# /fc-storage/fabric/aggr-interface # create
br-interface br-fcoeブレークアウトポート番号

ステップ 4

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A#
/fc-storage/fabric/aggr-interface/br-interface/br-fcoe #
commit-buffer

ステップ 5

例：

次の例では、ファブリック aのスロット 1にある集
約ポート 21のブレイクアウトファイバチャネルス
トレージポート1のインターフェイスを作成し、ト
ランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fc-storage
UCS-A /fc-storage # scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric # enter aggr-interface
1 21
UCS-A /fc-storage/fabric/aggr-interface # create
br-interface 1
UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface/br-fcoe
# commit-buffer

ブレイクアウト FCoEアップリンクポートの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A# /fc-uplink scope fabric{a | b
3. UCS-A# /fc-uplink/fabric enter aggr-interface slot-num集約ポート番号
4. UCS-A# /fc-uplink/fabric/aggr-interface # create br-fcoeinterfaceブレークアウトポート番号
5. UCS-A# /fc-uplink/fabric/aggr-interface/ br-fcoeinterface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

特定のファブリックに対してFC -アップリンクモー
ドを開始します。

UCS-A# /fc-uplink scope fabric{a | bステップ 2

指定した集約（メイン）FCoEアップリンクポート
のインターフェイスに移動します。

UCS-A# /fc-uplink/fabric enter aggr-interface slot-num
集約ポート番号

ステップ 3

指定したブレイクアウト FCoEアップリンクポート
のインターフェイスを作成します。

UCS-A# /fc-uplink/fabric/aggr-interface # create
br-fcoeinterfaceブレークアウトポート番号

ステップ 4

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A# /fc-uplink/fabric/aggr-interface/ br-fcoeinterface
# commit-buffer

ステップ 5

例：

次の例は、ファブリックAのスロット 1にある集約
ポート20のブレイクアウトFCoEアップリンクポー
ト 1のインターフェイスを作成する方法を示してい
ます。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # enter aggr-interface 1
20
UCS-A /fc-uplink/fabric/aggr-interface # create
br-fcoeinterface 1
UCS-A
/fc-uplink/fabric/aggr-interface/br-fcoeinterface
# commit-buffer

FCoEポートチャネルメンバーの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A# /fc-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A# /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel fcoe-port-num
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # enter aggr-interface slot-num port-numaggregate-port-num
5. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port # create br-member-portbreakout-port-num
6. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

UCS-A# /fc-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

UCS-A# /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel
fcoe-port-num

ステップ 3

FCoEポートチャネルメンバーポートに移動しま
す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # enter
aggr-interface slot-num port-numaggregate-port-num

ステップ 4

指定したブレイクアウトポートのFCoEポートチャ
ネルメンバーを作成します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port
# create br-member-portbreakout-port-num

ステップ 5

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A
/fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port
# commit-buffer

ステップ 6

例：

次の例では、集約ポート 21にブレイクアウト FCoE
ポートチャネルメンバーポート 4を作成し、トラ
ンザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel 51
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # enter
member-aggr-port 1 21
UCS-A
/fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port
# create br-member-port 4
UCS-A
/fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port*
# commit-buffer

ブレイクアウト VLANメンバーポートの設定

手順の概要

1. USA-A# scope eth-uplink
2. USA-A /eth-uplink # scope vlan id
3. USA-A /eth-uplink/vlan # enter member-aggr-port {a|b} slot-id port id
4. USA-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port # create br-member-port breakout-port-name
5. USA-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port/br-member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのイーサネットアップリンク

モードを開始します。

USA-A# scope eth-uplinkステップ 1

VLANモードを開始します。USA-A /eth-uplink # scope vlan idステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのインターフェイス、メイン

集約ポート、サブポートのブレイクアウトVLANメ
ンバーポートの順に移動します。

USA-A /eth-uplink/vlan # enter member-aggr-port {a|b}
slot-id port id

ステップ 3

指定したブレイクアウト VLANメンバーポートの
インターフェイスを作成します。

USA-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port # create
br-member-port breakout-port-name

ステップ 4

トランザクションをサーバにコミットします。USA-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port/br-member-port
# commit-buffer

ステップ 5

例：

次の例では、ブレイクアウトイーサネットアップ

リンクポート 1のスロット 1の集約ポート 4に
VLANメンバーのインターフェイスを作成し、トラ
ンザクションをコミットします。

USA-A# scope eth-uplink
USA-A /eth-uplink # scope vlan id
USA-A /eth-uplink/vlan # enter member-aggr-port
a 1 1
USA-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port* # create
br-member-port 4
USA-A
/eth-uplink/vlan/member-aggr-port/br-member-port*
# commit-buffer

次のタスク

showコマンドを使用して、ブレイクアウトVLANメンバーポートが作成されたことを確認し
ます。

ブレイクアウトポートの変更

次の表は、サポートされているブレイクアウトポートの変更方法を示しています。
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変更オプション変更を行う CLI位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

mon-src —モニタソー
スセッションを作成し

ます。

UCS-A
eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface
# create

eth-uplinkイーサネットアップ

リンク

eth-link-profile —イー
サネットリンクプロ

ファイル名を設定しま

す。

flow-control-policy —
LANおよびイーサネッ
トアップリンクポート

の送受信フロー制御パ

ラメータを設定する、

フロー制御ポリシーを

設定します。

speed —イーサネット
アップリンクポートの

速度を設定します。

user-label—イーサネッ
トアップリンクポート

に識別ラベルを割り当

てます。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface
# set

disable—イーサネット
アップリンクブレイク

アウトポートの集約イ

ンターフェイスをディ

セーブルにします。

enable—イーサネット
アップリンクブレイク

アウトポートの集約イ

ンターフェイスをイ

ネーブルにします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface
#
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変更オプション変更を行う CLI位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

eth-link-profile —イー
サネットリンクプロ

ファイル名を設定しま

す。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface/br-member-port
# set

fc-storageイーサネットアップ

リンクポートチャネ

ルメンバー

disable—ブレイクアウ
トイーサネットアップ

リンクポートチャネル

メンバーの集約イン

ターフェイスをディ

セーブルにします。

enable—ブレイクアウ
トイーサネットアップ

リンクポートチャネル

メンバーの集約イン

ターフェイスをイネー

ブルにします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface/br-member-port
#

mon-src —モニタソー
スセッションを作成し

ます。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/aggr-interface/br-fcoeinterface
# create

fc-uplinkFCoEアップリンク

eth-link-profile —イー
サネットリンクプロ

ファイル名を設定しま

す。

user-label — FCoEアッ
プリンクブレイクアウ

トポートに識別ラベル

を割り当てます。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/aggr-interface/br-fcoeinterface
# set

disable — FCoEアップ
リンクブレイクアウト

ポートの集約インター

フェイスを無効にしま

す。

enable — FCoEアップ
リンクブレイクアウト

ポートの集約インター

フェイスを有効にしま

す。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/aggr-interface/br-fcoeinterface
#

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
54

LANポートおよびポートチャネル

ブレイクアウトポートの変更



変更オプション変更を行う CLI位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

eth-link-profile —イー
サネットリンクプロ

ファイル名を設定しま

す。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/aggr-interface/br-member-port
# set

eth-uplinkFCoEアップリンク
ポートチャネルメン

バー

disable—ブレイクアウ
ト FCoEアップリンク
ポートチャネルメン

バーの集約インター

フェイスを無効にしま

す。

enable —ブレイクアウ
ト FCoEアップリンク
ポートチャネルメン

バーの集約インター

フェイスを有効にしま

す。

A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/aggr-interface/br-member-port
#

mon-src —モニタソー
スセッションを作成し

ます。

UCS-A
fc-storage/fabric/aggr-interface/br-fcoe
# create

fc-storageFCoEストレージ
ポート

user-label—サーバに識
別ラベルを割り当てま

す。

UCS-A
/fc-storage/fabric/aggr-interface/br-fcoe
# set

disable—ブレイクアウ
ト FCoEストレージ
ポートの集約インター

フェイスを無効にしま

す。

enable —ブレイクアウ
ト FCoEストレージ
ポートの集約インター

フェイスを有効にしま

す。

UCS-A
/fc-storage/fabric/aggr-interface/br-fcoe
#
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変更オプション変更を行う CLI位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

adminspeed—ファブ
リックインターフェイ

スの速度を設定しま

す。

flowctrlpolicy—アプラ
イアンスポートの送受

信フロー制御パラメー

タを設定する、フロー

制御ポリシーを設定し

ます。

nw-control-policy —ア
プライアンスポートの

ネットワーク制御ポリ

シーを作成します。

pingroupname—ファブ
リックインターフェイ

スのピングループ名を

設定します。

portmode—アプライア
ンスポートモードを設

定します。

prio — QoS（サービス
品質）のプライオリ

ティレベルを設定しま

す。

user-label—アプライア
ンスポートに識別ラベ

ルを割り当てます。

UCS-A
/eth-storage/fabric/aggr-interface/br-interface
# set

eth-storageアプライアンスポー

ト

eth-target—イーサネッ
トターゲットエンドポ

イントを作成します。

mon-src —モニタソー
スセッションを作成し

ます。

UCS-A
/eth-storage/fabric/aggr-interface/br-interface
# create

UCS-A
/eth-storage/fabric/aggr-interface/br-interface
#
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変更オプション変更を行う CLI位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

disable—アプライアン
スブレイクアウトポー

トの集約インターフェ

イスを無効にします。

enable—アプライアン
スブレイクアウトポー

トの集約インターフェ

イスを有効にします。

disable—ブレイクアウ
トアプライアンスポー

トチャネルメンバーの

集約インターフェイス

を無効にします。

enable—ブレイクアウ
トアプライアンスポー

トチャネルメンバーの

集約インターフェイス

を有効にします。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port
#

eth-storageアプライアンスポー

トチャネルメンバー

isnative—メンバーポー
トをネイティブ VLAN
としてマークします。

A
/eth-uplink/vlan/member-aggr-port/br-member-port
# set

eth-uplinkVLANメンバー

該当なし該当なしeth-uplinkピングループ -ピン
ターゲット

speed— SPAN（トラ
フィックモニタリン

グ）宛先ポートの速度

を設定します。

A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-aggr-interface/br-dest-interface
# set

eth-traffic-monSPAN（トラフィッ
クモニタリング）宛

先ポート

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink.
2. /Eth-uplink # scope fabric a |b}.
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope aggr-interface port-number port-id .
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface # scope br-interface port-id.
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface # create mon-src.
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

/Eth-uplink # scope fabric a |b}.ステップ 2

指定した集約（メイン）イーサネットアップリンク

ポートのインターフェイスに移動します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope aggr-interface
port-number port-id .

ステップ 3

指定したポート番号のブレイクアウトイーサネット

ポートに移動します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface # scope
br-interface port-id.

ステップ 4

インターフェイスをモニタリングソースとして変更

します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface #
create mon-src.

例：

ステップ 5

次の例は、IDが21のポート1にある集約（メイン）
インターフェイスのブレイクアウトポート 1で、
イーサネットアップリンクポートをモニタリング

ソースとして変更する方法を示しています。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope aggr-interface
1 21
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface # scope
br-interface 1
UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface #
create
UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface #
create mon-src

ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートの速度とユーザラベルの変更

ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートのイネーブル化/ディセーブル化

pranspat-3gfi-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface # set
eth-link-profile Ethernet Link Profile name
flow-control-policy flow control policy
speed Speed
user-label User Label

pranspat-3gfi-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface #
disable Disables services
enable Enables services
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ブレイクアウトポートの設定解除

スロット 1のポート 2にブレイクアウトを設定した場合は、そのブレイククアウトポートを設
定解除できます。

始める前に

showport コマンドを使用すると、ファブリックインターコネクト（FI）のポートを一覧表示
して、ブレイクアウトするポートを選択できます。

手順の概要

1. UCS-A# / fabric-interconnect # show port
2. UCS-A# scope cabling
3. /Cabling scope fabric #a |b}
4. UCS A # #の配線/ delete breakout {1 |2
5. UCS-A /cabling/fabric/breakout* # commit .

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトのポートを表示しま

す。

UCS-A# / fabric-interconnect # show port

例：

ステップ 1

次の例では、ポートを一覧表示します。

Slot Aggr Port Port Oper State Mac
Role Xcvr

----- ---------- ----- ----------------
-------------------- ------- ----

1 0 1 Link Down
84:B8:02:CA:37:56 Network 1000base T

1 2 1 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:57 Unknown N/A

1 2 2 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:57 Unknown N/A

1 2 3 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:57 Unknown N/A

1 2 4 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:57 Unknown N/A

1 0 3 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:58 Unknown N/A

ケーブル接続モードを開始します。UCS-A# scope cablingステップ 2

ファブリック aまたは bを指定します。/Cabling scope fabric #a |b}ステップ 3

UCS A # #の配線/ delete breakout {1 |2ステップ 4 ブレイクアウトポートの削除アクション

を実行すると、FIが再起動され、10Gポー
ト上の既存の設定がすべて消去されます。

警告
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /cabling/fabric/breakout* # commit .ステップ 5

FIを再起動します。FIが再び稼働状態になると、ス
ロット 1のポート 2が 40Gポートとして表示されま
す。

次のタスク

show port を使用すると、設定解除したブレイクアウトポートを表示できます。

ブレイクアウトポートの削除

10 GBイーサネットブレイクアウトポートを削除できます。ブレイクアウトサブポート 1-4
を選択するには、br-interfaceまたはbr-member-portスコープを使用します。このスコープに
はサブポート IDを指定する必要があります。例： scope br-interface sub_port_id .

この項に記載されている例は、ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートの削除方法

を示しています。次の表は、サポートされているイーサネットブレイクアウトポートの削除

方法を示しています。

削除を行う CLI位置スコープブレイクアウト

ポートのタイプ

UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface # delete br-interface
number

eth-uplinkイーサネットアッ

プリンク

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface # delete
br-member-port number

eth-uplinkイーサネットアッ

プリンクポート

チャネルメンバー

UCS-A /fc-uplink/fabric/aggr-interface # delete
br-fcoeinterface number

fc-uplinkFCoEアップリンク

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/aggr-interface #
delete br-member-port number

eth-uplinkFCoEアップリンク
ポートチャネルメ

ンバー

UCS-A /fc-storage/fabric/aggr-interface # delete br-interface
br-fcoe number

fc-storageFCoEストレージ
ポート

UCS--A /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port
# delete br-member-port number

eth-storageアプライアンス

ポート

UCS-A /eth-storage/fabric/aggr-interface # delete br-interface
number

eth-storageアプライアンス

ポートチャネルメ

ンバー
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削除を行う CLI位置スコープブレイクアウト

ポートのタイプ

UCS-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port # delete
br-member-port number

eth-uplinkVLANメンバー

UCS-A /eth-uplink/pin-group # delete target numbereth-uplinkピングループ -ピ
ンターゲット

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-aggr-interface #
delete br-dest-interface

eth-traffic-monSPAN（トラフィッ
クモニタリング）

宛先ポート

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A# /eth-storage # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel number
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface # delete br-member-port number
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A# /eth-storage # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定されたポートチャネルのイーサネットアップ

リンクファブリックポートチャネルモードを開始

します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel numberステップ 3

指定したブレイクアウトポートを削除します。UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface #
delete br-member-port number

ステップ 4

トランザクションをサーバにコミットします。UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface #
commit-buffer

ステップ 5

例：

次の例では、集約（メイン）インターフェイスポー

ト 1のスロット 1にあるブレイクアウトポート 1の
イーサネットアップリンクポートチャネルメンバー

を削除します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel 1
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # enter
aggr-interface 1 1
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目的コマンドまたはアクション

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface #
delete br-member-port 1
UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface*
# commit-buffer

次のタスク

showコマンドを使用して、指定したブレイクアウトポートが削除されたことを確認します。

Cisco UCS Miniスケーラビリティポート
Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトには 4つのユニファイドポートに加えて、1つ
のスケーラビリティポートがあります。スケーラビリティポートは、適切に配線されている

場合に、4つの 1Gまたは 10G SFP+ポートをサポート可能な 40 GB QSFP+ブレイクアウト
ポートです。スケーラビリティポートは、サポート対象の Cisco UCSラックサーバ、アプラ
イアンスポート、または FCoEポート用のライセンスサーバポートとして使用できます。

Cisco UCS Manager GUIでは、スケーラビリティポートは、[Ethernet Ports]ノードの下に
[Scalability Port 5]と表示されます。個々のブレイクアウトポートは、[Port 1]～ [Port 4]と表
示されます。

Cisco UCS Manager CLIでは、スケーラビリティポートは表示されませんが、個々のブレーク
アウトポートは Br-Eth1/5/1～ Br-Eth1/5/4として表示されます。

スケーラビリティポートの設定

スケーラビリティポートにポート、ポートチャネルメンバー、または SPANメンバーを設定
するには、スケーラビリティポートに移動してから、標準ユニファイドポート用の手順を実

行します。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-server/fabric # scope aggr-interface slot-num port-num
4. UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # show interface
5. UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # create interface slot-num port-num
6. UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのイーサネットサーバファ

ブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}ステップ 2

スケーラビリティポートのイーサネットサーバファ

ブリック集約インターフェイスモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-server/fabric # scope aggr-interface slot-num
port-num

ステップ 3

スケーラビリティポートのインターフェイスを表示

します。

UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # show interfaceステップ 4

指定されたイーサネットサーバポートのインター

フェイスを作成します。

UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # create interface
slot-num port-num

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # commit-bufferステップ 6

例

次の例は、ファブリック Aスケーラビリティポートのイーサネットサーバポート 3
にインターフェイスを作成し、トランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric a
UCS-A /eth-server/fabric # scope aggr-interface 1 5
UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # show interface
Interface:

Slot Id Aggr-Port ID Port Id Admin State Oper State State Reason
------- ------------ -------- ----------- ------------- ------------

1 5 1 Enabled Up
1 5 2 Enabled Up
1 5 3 Enabled Admin Down Administratively Down
1 5 4 Enabled Admin Down Administratively Down

UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # create interface 1 3
UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface #

ユニファイドポートのビーコン LED
6200シリーズファブリックインターコネクトの各ポートには、対応するビーコンLEDがあり
ます。[Beacon LED]プロパティが設定されている場合は、ビーコンLEDが点灯し、特定のポー
トモードに設定されているポートが示されます。

[Beacon LED]プロパティは、特定のポートモード（イーサネットまたはファイバチャネル）
にグループ化されているポートを示すように設定できます。デフォルトでは、ビーコン LED
プロパティは Offに設定されます。
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拡張モジュールのユニファイドポートの場合、[Beacon LED]プロパティは、拡張モジュール
の再起動時にデフォルト値の [Off]にリセットされます。

（注）

ユニファイドポートのビーコン LEDの設定

ビーコン LEDを設定する各モジュールについて次のタスクを実行します。

手順の概要

1. UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}
2. UCS-A /fabric # scope card slot-id
3. UCS-A /fabric/card # scope beacon-led
4. UCS-A /fabric/card/beacon-led # set admin-state {eth | fc | off}
5. UCS-A /fabric/card/beacon-led # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのファブリックインターコネ

クトモードを開始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

指定された固定または拡張モジュールのカードモー

ドを開始します。

UCS-A /fabric # scope card slot-idステップ 2

ビーコン LEDモードを開始します。UCS-A /fabric/card # scope beacon-ledステップ 3

点灯ビーコン LEDライトが表すポートモードを指
定します。

UCS-A /fabric/card/beacon-led # set admin-state {eth |
fc | off}

ステップ 4

eth

イーサネットモードで設定されたユニファイド

ポートすべてが点滅します。

fc

ファイバチャネルモードで設定されたユニファ

イドポートすべてが点滅します。

off

モジュール上のすべてのポートのビーコン LED
ライトが消えます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fabric/card/beacon-led # commit-bufferステップ 5
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例

次の例では、イーサネットポートモードのユニファイドポートのビーコンライトす

べてを点滅させ、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric # scope card 1
UCS-A /fabric/card # scope beacon-led
UCS-A /fabric/card/beacon-led # set admin-state eth
UCS-A /fabric/card/beacon-led* # commit-buffer
UCS-A /fabric/card/beacon-led #

物理ポートとバックプレーンポート

アダプタから取得した VIFポート統計情報の表示

手順の概要

1. UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos {a | b}
2. UCS-A(nxos) # show interface vethernet veth id counters

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OSモードを
開始します。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos {a | b}ステップ 1

アダプタから取得したVIFポート統計情報を表示し
ます。

UCS-A(nxos) # show interface vethernet veth id countersステップ 2

例

次の例は、アダプタから取得した VIFポート統計情報の表示方法を示しています。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show interface vethernet 684 counters

--------------------------------------------------------------------------------
Port InOctets InUcastPkts
--------------------------------------------------------------------------------
Veth684 0 0

--------------------------------------------------------------------------------
Port InMcastPkts InBcastPkts
--------------------------------------------------------------------------------
Veth684 0 0
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--------------------------------------------------------------------------------
Port OutOctets OutUcastPkts
--------------------------------------------------------------------------------
Veth684 0 0

--------------------------------------------------------------------------------
Port OutMcastPkts OutBcastPkts
--------------------------------------------------------------------------------
Veth684 0 0

ASICから取得した VIFポート統計情報の表示

手順の概要

1. UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos {a | b}
2. UCS-A(nxos) # show platform fwm info lif vethernet veth id |grep frame

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OSモードを
開始します。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos {a | b}ステップ 1

ASICから取得した VIFポートの TXおよび RXフ
レーム統計情報を表示します。

UCS-A(nxos) # show platform fwm info lif vethernet
veth id |grep frame

ステップ 2

RX統計情報は、すべてのタイプのフレーム用です。
Tx統計情報は、既知のユニキャストフレーム専用
です。

例

次の例は、ASICから取得した VIFポートの TXおよび RXフレーム統計情報の表示方
法を示しています。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show platform fwm info lif vethernet 684 | grep frame

vif29 pd: rx frames: 0 tx frames: 0;

UCS-A(nxos)#
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NIVポートに対応する VIFポートの表示

手順の概要

1. UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos {a | b}
2. UCS-A(nxos)# show platform fwm info lif vethernet veth-id | grep niv

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OSモードを
開始します。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos {a | b}ステップ 1

NIVポートに対応する VIFポートを表示します。UCS-A(nxos)# show platform fwm info lif vethernet
veth-id | grep niv

ステップ 2

例

次の例は、NIVポートに対応する VIFポートの表示方法を示しています。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show platform fwm info lif vethernet 741 | grep niv

vif20 pd: niv_port_id 0x7000001f (the 0x1F or “31” is the Source/Dest-VP index)

バックプレーンポートのステータス確認

手順の概要

1. UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos {a | b}
2. UCS-A(nxos)# show interface br

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OSモードを
開始します。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos {a | b}ステップ 1

バックプレーンポートの速度やステータスなどを含

むインターフェイスの設定を表示します。

UCS-A(nxos)# show interface brステップ 2
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例

次に、ファブリックインターコネクト Aのバックプレーンポートのステータスを確
認する例を示します。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show interface br

--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed Port
Interface Ch #
--------------------------------------------------------------------------------
Eth1/1 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/2 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Br-Eth1/3/1 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Br-Eth1/3/2 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Br-Eth1/3/3 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Br-Eth1/3/4 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/4 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Br-Eth1/5/1 4044 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Br-Eth1/5/2 4044 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Br-Eth1/5/3 4044 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Br-Eth1/5/4 4044 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Eth1/6 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/7 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/8 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/9 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/10 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/11 1 eth fabric up none 40G(D) --
Eth1/12 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/13 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/14 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/15 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/16 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/17 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/18 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/19 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/20 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Br-Eth1/21/1 1 eth trunk up none 10G(D) --
Br-Eth1/21/2 1 eth trunk up none 10G(D) --
Br-Eth1/21/3 1 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Br-Eth1/21/4 1 eth trunk up none 10G(D) --
Eth1/22 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/23 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/24 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/25 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/26 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/27 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/28 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/29 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/30 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/31 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/32 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --

--------------------------------------------------------------------------------
Port-channel VLAN Type Mode Status Reason Speed Protocol
Interface
--------------------------------------------------------------------------------
Po1285 1 eth vntag up none a-10G(D) none
Po1286 1 eth vntag up none a-10G(D) none
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Po1287 1 eth vntag up none a-10G(D) none
Po1288 1 eth vntag up none a-10G(D) none
Po1289 1 eth vntag up none a-10G(D) none

--------------------------------------------------------------------------------
Port VRF Status IP Address Speed MTU
--------------------------------------------------------------------------------
mgmt0 -- down 10.197.157.252 -- 1500

--------------------------------------------------------------------------------
Vethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed
--------------------------------------------------------------------------------
Veth691 4047 virt trunk down nonParticipating auto
Veth692 4047 virt trunk up none auto
Veth693 1 virt trunk down nonParticipating auto
Veth695 1 virt trunk up none auto
Veth699 1 virt trunk up none auto

-------------------------------------------------------------------------------
Interface Secondary VLAN(Type) Status Reason
-------------------------------------------------------------------------------
Vlan1 -- down Administratively down

--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed Port
Interface Ch #
--------------------------------------------------------------------------------
Eth1/1/1 1 eth vntag up none 10G(D) 1286
Eth1/1/2 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/3 1 eth vntag up none 10G(D) 1286
Eth1/1/4 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/5 1 eth vntag up none 10G(D) 1287
Eth1/1/6 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/7 1 eth vntag up none 10G(D) 1287
Eth1/1/8 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/9 1 eth vntag up none 10G(D) 1289
Eth1/1/10 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/11 1 eth vntag up none 10G(D) 1289
Eth1/1/12 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/13 1 eth vntag up none 10G(D) 1285
Eth1/1/14 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/15 1 eth vntag up none 10G(D) 1285
Eth1/1/16 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/17 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/18 1 eth vntag up none 10G(D) 1288
Eth1/1/19 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/20 1 eth vntag up none 10G(D) 1288
Eth1/1/21 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/22 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/23 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/24 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/25 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/26 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/27 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/28 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/29 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/30 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/31 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/32 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/33 4044 eth trunk up none 1000(D) --
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サーバポート

ファブリックインターコネクトのサーバポートの自動設定

Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)以降では、ファブリックインターコネクトのサーバポート
を自動設定できます。サーバポートの自動検出ポリシーは、新しいラックサーバ、シャーシ、

FEXが追加された際のシステム対応を決定します。ポリシーを有効にすると、CiscoUCSManager
はスイッチポートに接続されたデバイスのタイプを自動的に特定し、それに応じてスイッチ

ポートを設定します。

Cisco UCSCシリーズのアプライアンスを UCS Managerから管理しない場合は、VICポートを
ファブリックインターコネクトに接続する前にアプライアンスポートをCisco UCS事前設定し
ます。

（注）

サーバポートの自動設定

ステップ 1 UCS-A# scope org/

ルート組織モードを開始します。

ステップ 2 UCS-A / org# scope por

組織ポートディスカバリポリシーモードを開始します。

ステップ 3 UCS-A / org / port-disc-policy# set descr

ポートディスカバリポリシーに説明を加えます。

ステップ 4 UCS-A / org / port-disc-policy# set server-auto-disc

ポート自動検出を有効にします。

デフォルトの server-auto-discが無効です。ポート自動ディスカバリは server-auto-discを有効

にするとトリガーされます。

（注）

例

次の例は、ファブリックインターコネクトのサーバポートの自動設定を有効にする方

法を示します。

UCS-A# scope org/
UCS-A /org# scope por
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UCS-A / org / port-disc-policy # set descr
UCS-A / org / port-disc-policy # set server-auto-disc

サーバポートの設定

記載されているすべてのポートタイプは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定

できます。これに含まれるサーバポートは、6100シリーズファブリックインターコネクト拡
張モジュールでは設定できませんが、6200シリーズファブリックインターコネクト拡張モ
ジュールでは設定できます。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-server/fabric # create interface slot-num port-num
4. UCS-A /eth-server/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1

指定したファブリックのイーサネットサーバファ

ブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定されたイーサネットサーバポートのインター

フェイスを作成します。

UCS-A /eth-server/fabric # create interface slot-num
port-num

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-server/fabric # commit-bufferステップ 4

例

次の例で、ファブリック Bのスロット 1にあるイーサネットサーバポート 4のイン
ターフェイスを作成し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric b
UCS-A /eth-server/fabric # create interface 1 4
UCS-A /eth-server/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/fabric #
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サーバポートの設定解除

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-server/fabric # delete interface slot-num port-num
4. UCS-A /eth-server/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1

指定したファブリックのイーサネットサーバファ

ブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定したイーサネットサーバポートのインターフェ

イスを削除します。

UCS-A /eth-server/fabric # delete interface slot-num
port-num

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-server/fabric # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリック Bのスロット 1にあるイーサネットサーバポート 12を設定解除
し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric b
UCS-A /eth-server/fabric # delete interface 1 12
UCS-A /eth-server/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/fabric #

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートの設定

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric a | b}
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3. UCS-A /eth-uplink/fabric # create interface slot-num port-num
4. （任意） UCS-A /eth-uplink/fabric # set speed {10gbps | 1gbps}
5. UCS-A /eth-uplink/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric a | b}ステップ 2

指定されたイーサネットアップリンクポートのイ

ンターフェイスを作成します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create interface slot-num
port-num

ステップ 3

指定されたイーサネットアップリンクポートの速

度を設定します。

（任意）UCS-A /eth-uplink/fabric # set speed {10gbps
| 1gbps}

ステップ 4

6100シリーズファブリックインターコネ
クトの場合、管理速度は 20ポートファブ
リックインターコネクトのうち最初の 8
ポートだけ、40ポートファブリックイン
ターコネクトのうち最初の 16ポートだけ
に設定できます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric # commit-bufferステップ 5

例

次の例で、ファブリック Bのスロット 2のイーサネットアップリンクポート 3にイ
ンターフェイスを作成し、10 Gbpsの速度を設定し、トランザクションをコミットする
方法を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric b
UCS-A /eth-uplink/fabric # create interface 2 3
UCS-A /eth-uplink/fabric # set speed 10gbps
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #

アップリンクイーサネットポートの設定解除

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}
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3. UCS-A /eth-uplink/fabric # delete interface slot-num port-num
4. UCS-A /eth-uplink/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定したイーサネットアップリンクポートのイン

ターフェイスを削除します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # delete interface slot-num
port-num

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリック Bのスロット 2にあるイーサネットアップリンクポート 3を設
定解除し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric b
UCS-A /eth-uplink/fabric # delete interface 2 3
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #

転送エラー修正のためのアップリンクイーサネットポートの設定

この機能をサポートする 25 Gbpsおよび 100 Gpbs速度で動作するトランシーバモジュールに
対して、アップリンクイーサーネットポート、イーサネットアプライアンス、FCoEアップ
リンクの転送エラー修正 (FEC)を設定できます。

表 3 : FEC CL-74および FEC CL-91サポートマトリックス

FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外1 Gbps

サポート対象外サポート対象外10 Gbps

サポートありサポートあり25 Gbps

サポート対象外サポート対象外40 Gbps

サポートありサポート対象外100 Gbps
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FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

自動

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface slot-id port-id
4. UCS-A /eth-uplink/fabric # set fec {auto |cl74 | cl91}
5. UCS-A /eth-uplink/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric a | b}ステップ 2

指定したインターフェイスのイーサネットインター

フェイスモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface slot-id port-idステップ 3

イーサネットアップリンクポートの自動、cl74、ま
たはcl91として転送エラー修正設定を設定します。

必須: UCS-A /eth-uplink/fabric # set fec {auto |cl74 |
cl91}

ステップ 4

UCS 6454ファブリックインターコネクトについて
は、転送エラー修正は 25 Gbpsまたは 100 Gbpsポー
ト速度にのみ設定可能です。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、ファブリック Aのスロット 1のイーサネットアップリンクポート 35上
で転送エラー修正 cl74を有効にし、トランザクションをコミットする方法を示しま
す。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface 1 35
UCS-A /eth-uplink/fabric # set fec cl74
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #
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アプライアンスポート
アプライアンスポートは、直接接続された NFSストレージにファブリックインターコネクト
を接続する目的のみに使用されます。

ダウンロードするファームウェア実行可能ファイルの名前。したがって、新しい VLANに設
定されたアプライアンスポートは、ピン接続エラーにより、デフォルトで停止したままなりま

す。これらのアプライアンスポートを起動するには、同じ IEEE VLAN IDを使用して LANク
ラウドで VLANを設定する必要があります。

（注）

Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトごとに最大 4つのアプライアンスポー
トをサポートします。

アプライアンスポートの設定

アプライアンスポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定されたアプライアンスポートのインターフェイ

スを作成します。

UCS-A /eth-storage/fabric # create interface slot-num
port-num

ステップ 3

ポートモードがアクセスとトランクのどちらである

かを指定します。デフォルトで、モードはトランク

に設定されます。

（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/interface # set
portmode {access | trunk}

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

アプリケーションポートでアップリンク

ポートをトラバースする必要がある場合、

LANクラウドでこのポートによって使用
される各 VLANも定義する必要がありま
す。たとえば、ストレージが他のサーバで

も使用される場合や、プライマリファブ

リックインターコネクトのストレージコ

ントローラに障害が発生したときにトラ

フィックがセカンダリファブリックイン

ターコネクトに確実にフェールオーバーさ

れるようにする必要がある場合は、トラ

フィックでアップリンクポートをトラバー

スする必要があります。

（注）

指定されたファブリックとポート、またはファブ

リックとポートチャネルへのアプライアンスピン

ターゲットを指定します。

（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/interface # set
pingroupname pin-group name

ステップ 5

アプライアンスポートにQoSクラスを指定します。
デフォルトでは、プライオリティは best-effortに設
定されます。

（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/interface # set prio
sys-class-name

ステップ 6

sys-class-name引数には、次のいずれかのクラスキー
ワードを指定できます。

• [Fc]：vHBAトラフィックだけを制御する QoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。

• [Platinum]：vNICトラフィックだけを制御する
QoSポリシーにこのプライオリティを使用しま
す。

• [Gold]：vNICトラフィックだけを制御するQoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。

• [Silver]：vNICトラフィックだけを制御するQoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。

• [Bronze]：vNICトラフィックだけを制御する
QoSポリシーにこのプライオリティを使用しま
す。

• [Best Effort]：このプライオリティを使用しない
でください。ベーシックイーサネットトラ

フィックレーンのために予約されています。こ

の優先順位をQoSポリシーに割り当てて、別の
システムクラスをCoS 0に設定した場合、Cisco
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目的コマンドまたはアクション

UCS Managerはこのシステムクラスのデフォル
トを使用しません。そのトラフィックの CoS 0
でプライオリティがデフォルトに戻ります。

インターフェイスの管理速度を指定します。デフォ

ルトでは、管理速度は 10gbpsに設定されます。
（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/interface # set
adminspeed {10gbps | 1 gbps}

ステップ 7

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric/interface # commit bufferステップ 8

例

次の例は、ファブリック Bのスロット 3のアプライアンスポート 2にインターフェイ
スを作成し、ポートモードを accessに設定し、アプライアンスポートを pingroup1と
呼ばれるピングループにピン接続し、QoSクラスを fcに設定し、管理速度を 10 Gbps
に設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric b
UCS-A /eth-storage/fabric # create interface 3 2
UCS-A /eth-storage/fabric* # set portmode access
UCS-A /eth-storage/fabric* # set pingroupname pingroup1
UCS-A /eth-storage/fabric* # set prio fc
UCS-A /eth-storage/fabric* # set adminspeed 10gbps
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

次のタスク

アプライアンスポートのターゲットMACアドレスまたは VLANを割り当てます。

アプライアンスポートまたはアプライアンスポートチャネルへの宛

先MACアドレスの割り当て
次の手順は、アプライアンスポートに宛先MACアドレスを割り当てます。アプライアンス
ポートチャネルに宛先MACアドレスを割り当てるには、インターフェイスではなくポート
チャネルにスコープを設定します。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /eth-storage/fabric # scope interface slot-id port-id
4. UCS-A /eth-storage/fabric/interface # create eth-target eth-target name
5. UCS-A /eth-storage/fabric/interface/eth-target # set mac-address mac-address
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定したインターフェイスのイーサネットインター

フェイスモードを開始します。

UCS-A /eth-storage/fabric # scope interface slot-id port-idステップ 3

アプライアンスポートチャネルに宛先

MACアドレスを割り当てるには、 scope
port-channel コマンドを scope interface
の代わりに使用します。

（注）

指定されたMACアドレスターゲットの名前を指定
します。

UCS-A /eth-storage/fabric/interface # create eth-target
eth-target name

ステップ 4

MACアドレスを nn:nn:nn:nn:nn:nn形式で指定しま
す。

UCS-A /eth-storage/fabric/interface/eth-target # set
mac-address mac-address

ステップ 5

例

次の例は、ファブリック Bスロット 2のポート 3のアプライアンスデバイスに宛先
MACアドレスを割り当て、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage* # scope fabric b
UCS-A /eth-storage/fabric* # scope interface 2 3
UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # create eth-target macname
UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # set mac-address 01:23:45:67:89:ab
UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

次の例は、ファブリック Bのポートチャネル 13のアプライアンスデバイスに宛先
MACアドレスを割り当て、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage* # scope fabric b
UCS-A /eth-storage/fabric* # scope port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # create eth-target macname
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set mac-address 01:23:45:67:89:ab
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #
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アプライアンスポートの作成

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A/eth-storage# create vlan vlan-name vlan-id
3. UCS-A/eth-storage/vlan# set sharing primary
4. UCS-A/eth-storage/vlan# commit buffer
5. UCS-A/eth-storage# create vlan vlan-name vlan-id
6. UCS-A/eth-storage/vlan# set sharing community
7. UCS-A/eth-storage/vlan# set pubnwname primary vlan-name
8. UCS-A/eth-storage/vlan# commit buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットストレージ VLANモードを
開始します。

UCS-A/eth-storage# create vlan vlan-name vlan-idステップ 2

変更を保存します。UCS-A/eth-storage/vlan# set sharing primaryステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/eth-storage/vlan# commit bufferステップ 4

ネームド VLANを作成して、VLAN名と VLAN ID
を指定し、イーサネットストレージ VLANモード
を開始します。

UCS-A/eth-storage# create vlan vlan-name vlan-idステップ 5

作成しているセカンダリVLANにプライマリVLAN
を関連付けます。

UCS-A/eth-storage/vlan# set sharing communityステップ 6

このセカンダリVLANに関連付けられているプライ
マリ VLANを指定します。

UCS-A/eth-storage/vlan# set pubnwname primary
vlan-name

ステップ 7

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/eth-storage/vlan# commit bufferステップ 8

例

次の例では、アプライアンスポートを作成します。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A/eth-storage# create vlan PRI600 600
UCS-A/eth-storage/vlan* # set sharing primary
UCS-A/eth-storage/vlan* # commit-buffer
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UCS-A/eth-storage # create vlan COM602 602
UCS-A/eth-storage/vlan* # set sharing isolated
UCS-A/eth-storage/vlan* # set pubnwname PRI600
UCS-A/eth-storage/vlan* # commit-buffer

コミュニティ VLANへのアプライアンスポートのマッピング

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A/eth-storage# scope fabric {、|b}
3. UCS-A/eth-storage/fabric# create interface slot-num port-num
4. UCS-A/eth-storage/fabric/interface# exit
5. UCS-A/eth-storage/fabric# exit
6. UCS-A/eth-storage# scope vlan vlan-name
7. UCS-A/eth-storage/vlan# create member-port fabric slot-num port-num
8. UCS-A/eth-storage/vlan/member-port# commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したイーサネットストレージファブリックイ

ンターコネクトのファブリックインターコネクト

モードを開始します。

UCS-A/eth-storage# scope fabric {、|b}ステップ 2

指定されたイーサネットサーバポートのインター

フェイスを作成します。

UCS-A/eth-storage/fabric# create interface slot-num
port-num

ステップ 3

インターフェイスを終了します。UCS-A/eth-storage/fabric/interface# exitステップ 4

VLANとの関連付けの後、トランザクショ
ンをコミットすることを確認します。

（注）

ファブリックを終了します。UCS-A/eth-storage/fabric# exitステップ 5

指定された VLANを入力します。UCS-A/eth-storage# scope vlan vlan-nameステップ 6

コミュニティ VLANがアプライアンスの
クラウドで作成されていることを確認しま

す。

（注）

指定したファブリックのメンバポートを作成し、ス

ロット番号、およびポート番号を割り当て、メンバ

ポートの設定を開始します。

UCS-A/eth-storage/vlan# create member-port fabric
slot-num port-num

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/eth-storage/vlan/member-port# commitステップ 8

例

次の例では、コミュニティ VLANにアプライアンスポートをマッピングします。
UCS-A# scope eth-storage
UCS-A/eth-storage# scope fabric a
UCS-A/eth-storage/fabric# create interface 1 22
UCS-A/eth-storage/fabric/interface*# exit
UCS-A/eth-storage/fabric*# exit
UCS-A/eth-storage*# scope vlan COM602
UCS-A/eth-storage/vlan*# create member-port a 1 22
UCS-A/eth-storage/vlan/member-port* commit

アプライアンスポートの設定解除

手順の概要

1. UCS-A # scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-storage/fabric # delete eth-interface slot-num port-num
4. UCS-A /eth-storage/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A # scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定したアプライアンスポートのインターフェイス

を削除します。

UCS-A /eth-storage/fabric # delete eth-interface slot-num
port-num

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリック Bのスロット 2のアプライアンスポート 3を設定解除し、トラン
ザクションをコミットする例を示します。
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UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric b
UCS-A /eth-storage/fabric # delete eth-interface 2 3
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

転送エラー修正のためのアプライアンスポートの設定

この機能をサポートする 25 Gbpsおよび 100 Gpbs速度で動作するアプライアンスポートに対し
て、転送エラー修正 (FEC)を設定できます。

表 4 : FEC CL-74および FEC CL-91サポートマトリックス

FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外1 Gbps

サポート対象外サポート対象外10 Gbps

サポートありサポートあり25 Gbps

サポート対象外サポート対象外40 Gbps

サポートありサポート対象外100 Gbps

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

自動

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope fabric a | b}
3. UCS-A /eth-storage/fabric # scope interface slot-id port-id
4. UCS-A /eth-storage/fabric # set fec {auto |cl74 | cl91}
5. UCS-A /eth-storage/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

ファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric a | b}ステップ 2

指定したインターフェイスのイーサネットインター

フェイスモードを開始します。

UCS-A /eth-storage/fabric # scope interface slot-id
port-id

ステップ 3

イーサネットアプライアンスポートの自動、cl74、
または cl91として転送エラー修正設定を設定しま

必須: UCS-A /eth-storage/fabric # set fec {auto |cl74 |
cl91}

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

す。UCS 6454ファブリックインターコネクトにつ
いては、転送エラー修正は 25 Gbpsまたは 100 Gbps
ポート速度にのみ設定可能です。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、ファブリック Aのスロット 1のイーサネットアプライアンスポート 17
上で転送エラー修正 cl74を有効にし、トランザクションをコミットする方法を示しま
す。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope interface 1 17
UCS-A /eth-storage/fabric # set fec cl74
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

FCoEアップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインター
コネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイス

です。このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックと

ファイバチャネルトラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用の FCoEプロトコルを使用して
アップストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルトラ

フィックとイーサネットトラフィックの両方が同じ物理イーサネットリンクに流れることが

できます。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)では、FCOEアップリンクが UCS 6454ファブリックイン
ターコネクトの FCスイッチモードではサポートされません。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ
ビューションレイヤスイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE機能を有効にしま
す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。

• [FCoE uplink port]：ファイバチャネルトラフィック専用の FCoEアップリンクポートとし
て。

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
84

LANポートおよびポートチャネル

FCoEアップリンクポート



• [Uplink port]：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

• [Unified uplink port]：イーサネットとファイバチャネル両方のトラフィックを伝送するユ
ニファイドアップリンクポートとして。

FCoEアップリンクポートの設定
記載されているすべてのポートタイプは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定

できます。これに含まれるサーバポートは、6100シリーズファブリックインターコネクト拡
張モジュールでは設定できませんが、6200シリーズファブリックインターコネクト拡張モ
ジュールでは設定できます。

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoeinterface slot-numberport-number
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

特定のファブリックに対してFC -アップリンクモー
ドを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定した FCoEアップリンクポートのインターフェ
イスを作成します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoeinterface
slot-numberport-number

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリック Aのスロット 8で FCoEアップリンクポート 1のインターフェイ
スを作成し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoeinterface 1 8
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface #
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FCoEアップリンクポートの設定解除

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # delete fcoeinterface slot-numberport-number
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

特定のファブリックに対してFC -アップリンクモー
ドを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定したインターフェイスを削除します。UCS-A /fc-uplink/fabric # delete fcoeinterface
slot-numberport-number

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface # commit-bufferステップ 4

例

以下に、ファブリック Aのスロット 8のポート 1上の FCoEアップリンクインター
フェイスを削除し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # delete fcoeinterface 1 8
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface #

FCoEアップリンクポートの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # show fcoeinterface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

特定のファブリックに対してFC -アップリンクモー
ドを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

使用可能なインターフェイスを一覧表示します。UCS-A /fc-uplink/fabric # show fcoeinterfaceステップ 3

例

次に、ファブリック Aで使用可能な FCoEアップリンクインターフェイスを表示する
例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # show fcoeinterface
FCoE Interface:

Slot Id Port Id Admin State Operational State Operational State Reason Li
c State Grace Prd
---------- ---------- ----------- ----------------- ------------------------- --
------------------ ---------

1 26 Enabled Indeterminate Li
cense Ok 0

Fcoe Member Port:

Port-channel Slot Port Oper State State Reason
------------ ----- ----- --------------- ------------
1 1 10 Sfp Not Present Unknown
1 1 3 Sfp Not Present Unknown
1 1 4 Sfp Not Present Unknown
1 1 6 Sfp Not Present Unknown
1 1 8 Sfp Not Present Unknown
2 1 7 Sfp Not Present Unknown
UCS-A /fc-uplink/fabric #

転送エラー修正のための FCoEアップリンクの設定
25 Gbps、この機能をサポートしている 100 Gpbs速度で動作する FCoEアップリンク用前方誤
り訂正 (FEC)を設定できます。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)では、FCOEアップリンクが UCS 6454ファブリックイン
ターコネクトの FCモードではサポートされていません。

表 5 : FEC CL-74および FEC CL-91サポートマトリックス

FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外1 Gbps

サポート対象外サポート対象外10 Gbps

サポートありサポートあり25 Gbps
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FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外40 Gbps

サポートありサポート対象外100 Gbps

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

自動

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric a | b}
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface slot-id port-id
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set fec {auto |cl74 | cl91}
5. UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

FCoEアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファブリックモードを開始

します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric a | b}ステップ 2

指定したインターフェイスのイーサネットインター

フェイスモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface slot-id
port-id

ステップ 3

FCoEアップリンクの自動、cl74、または cl91とし
て転送エラー修正設定を設定します。UCS 6454ファ

必須: UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set fec
{auto |cl74 | cl91}

ステップ 4

ブリックインターコネクトについては、転送エラー

修正は 25 Gbpsまたは 100 Gbpsポート速度にのみ設
定可能です。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、ファブリック Aのスロット 1の FCoEアップリンク上で転送エラー修正
cl74を有効にし、トランザクションをコミットする方法を示します。
UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface 1 35
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set fec cl74
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # commit-buffer
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ユニファイドストレージポート
ユニファイドストレージでは、イーサネットストレージインターフェイスと FCoEストレー
ジインターフェイスの両方として同じ物理ポートを設定する必要があります。固定モジュール

または拡張モジュールのユニファイドストレージポートとして、任意のアプライアンスポー

トまたは FCoEストレージポートを設定できます。ユニファイドストレージポートを設定す
るには、ファブリックインターコネクトをファイバチャネルスイッチングモードにする必要

があります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)以降では、イーサネットとファイバチャネルスイッチング
モードを Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectでサポートしています。

（注）

ユニファイドストレージポートでは、個々のFCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートにデフォルト以外の VLAN
が指定されていない限り、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポートのネ
イティブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外のネ
イティブ VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合は、それがユニファイド
ストレージポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物
理ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドスト

レージでアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが
物理ポートとともにダウン状態になります（FCoEストレージがイネーブルになっている
場合でも同様です）。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレー
ジポートで FCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライア
ンスインターフェイスは正常に動作し続けます。

ユニファイドストレージポートの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /eth-storage/fabric # create interface slot-num port-num
4. UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # commit buffer
5. UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # scope fc-storage
6. UCS-A /fc-storage* # scope fabric{a | b}
7. UCS-A /fc-storage/fabric # create interface fcoe slot-num port-num
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定されたアプライアンスポートのインターフェイ

スを作成します。

UCS-A /eth-storage/fabric # create interface slot-num
port-num

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # commit bufferステップ 4

FCストレージモードを開始します。UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # scope fc-storageステップ 5

特定のアプライアンスポートに対してイーサネット

ストレージモードを開始します。

UCS-A /fc-storage* # scope fabric{a | b}ステップ 6

アプライアンスポートモードに FCoEストレージ
ポートモードを追加し、ユニファイドストレージ

ポートを作成します。

UCS-A /fc-storage/fabric # create interface fcoe slot-num
port-num

ステップ 7

例

次の例では、ファブリックAのスロット 3上のアプライアンスポート 2用のインター
フェイスを作成し、同じポートに fcストレージを追加してユニファイドポートに変換
し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # create interface 3 2
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric* # scope fc-storage
UCS-A /fc-storage*# scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric* # create interface fcoe 3 2
UCS-A /fc-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /fc-storage/fabric*

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定し
た場合、そのポートはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。FCoEまたはイーサ
ネットインターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応するVFCがイネーブ
ルまたはディセーブルになります。
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•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポー
トがイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成して

いる物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします
（FCoEアップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリ
ンクをディセーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクが
イネーブルであれば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常
に動作することができます。

ユニファイドアップリンクポートの設定

ユニファイドアップリンクポートを設定するには、ユニファイドポートとして既存の FCoE
アップリンクポートを変換します。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # create interface 15
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

ユニファイドポートとしてFCoEアップリンクポー
トを変換します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create interface 15ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、既存の FCoEポートでユニファイドアップリンクポートを作成します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric b
UCS-A /eth-uplink/fabric # create interface 1 5
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/interface #
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FCoEおよびファイバチャネルストレージポート

ファイバチャネルストレージまたは FCoEポートの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-storage
2. UCS-A /fc-storage # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /fc-storage/fabric # create interface {fc | fcoe} slot-num port-num
4. UCS-A /fc-storage/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルストレージモードを開始します。UCS-A# scope fc-storageステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルストレー

ジモードを開始します。

UCS-A /fc-storage # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定されたファイバチャネルストレージポートの

インターフェイスを作成します。

UCS-A /fc-storage/fabric # create interface {fc | fcoe}
slot-num port-num

ステップ 3

トランザクションをコミットします。UCS-A /fc-storage/fabric # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、ファブリックAスロット 2のファイバチャネルストレージポート 10のイ
ンターフェイスを作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fc-storage
UCS-A /fc-storage # scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric* # create interface fc 2 10
UCS-A /fc-storage/fabric # commit-buffer

次のタスク

VSANを割り当てます。

ファイバチャネルストレージまたは FCoEポートの設定解除

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-storage
2. UCS-A /fc-storage # scope fabric {a | b}
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3. UCS-A /fc-storage/fabric # delete interface {fc | fcoe} slot-num port-num
4. UCS-A /fc-storage/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルストレージモードを開始します。UCS-A# scope fc-storageステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルストレー

ジモードを開始します。

UCS-A /fc-storage # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定したファイバチャネルストレージポートまた

は FCoEストレージポートのインターフェイスを削
除します。

UCS-A /fc-storage/fabric # delete interface {fc | fcoe}
slot-num port-num

ステップ 3

トランザクションをコミットします。UCS-A /fc-storage/fabric # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリックAのスロット 2のファイバチャネルストレージポート 10を設定
解除し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-storage
UCS-A /fc-storage # scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric* # delete interface fc 2 10
UCS-A /fc-storage/fabric # commit-buffer

アップリンクファイバチャネルポートへのファイバチャネルスト

レージポートの復元

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # create interface slot-num port-num
4. UCS-A /fc-uplink/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックでファイバチャネルアップ

リンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

指定したファイバチャネルアップリンクポートの

インターフェイスを作成します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # create interface slot-num
port-num

ステップ 3

トランザクションをコミットします。UCS-A /fc-uplink/fabric # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリックAのスロット 2でファイバチャネルアップリンクポート 10のイ
ンターフェイスを作成し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric* # create interface 2 10
UCS-A /fc-uplink/fabric # commit-buffer

アップリンクイーサネットポートチャネル
アップリンクイーサネットポートチャネルを使用すると、複数の物理アップリンクイーサ

ネットポートをグループ化して（リンク集約）、1つの論理イーサネットリンクを作成し、耐
障害性と高速接続を実現できます。Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してか
ら、そのポートチャネルにアップリンクイーサネットポートを追加します。1つのポートチャ
ネルには、最大 16のアップリンクイーサネットポートを追加できます。

設定されたポートの状態は、次のシナリオで未設定に変更されます。

•ポートはポートチャネルから削除されるか除去されます。ポートチャネルはどのタイプ
でもかまいません（アップリンク、ストレージなど）。

•ポートチャネルが削除されます。

重要

Cisco UCSでは、Port Aggregation Protocol（PAgP）ではなく、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用して、アップリンクイーサネットポートがポートチャネルにグループ化さ
れます。アップストリームスイッチのポートがLACP用に設定されていない場合、ファブリッ
クインターコネクトはアップリンクイーサネットポートチャネルの全ポートを個別のポート

として扱い、パケットを転送します。

（注）
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アップリンクイーサネットポートチャネルの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # create port-channel port-num
4. （任意） UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # {enable | disable}
5. （任意） UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # set name port-chan-name
6. （任意） UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # set flow-control-policy policy-name
7. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b }ステップ 2

指定されたイーサネットアップリンクポートのポー

トチャネルを作成し、イーサネットアップリンク

ファブリックポートチャネルモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create port-channel
port-num

ステップ 3

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまたはディ

セーブルにします。ポートチャネルは、デフォルト

ではディセーブルです。

（任意）UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # {enable
| disable}

ステップ 4

ポートチャネルの名前を指定します。（任意） UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # set
name port-chan-name

ステップ 5

指定されたフロー制御ポリシーをポートチャネルに

割り当てます。

（任意） UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # set
flow-control-policy policy-name

ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 7

例

次の例は、ファブリック Aのポート 13にポートチャネルを作成し、portchan13aに名
前を設定し、管理状態をイネーブルにし、ポートチャネルに flow-con-pol432という名
前のフロー制御ポリシーを割り当て、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create port-channel 13
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # set name portchan13a
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UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # set flow-control-policy flow-con-pol432
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #

アップリンクイーサネットポートチャネルの設定解除

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # delete port-channel port-num
4. UCS-A /eth-uplink/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b }ステップ 2

指定したイーサネットアップリンクポートのポー

トチャネルを削除します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # delete port-channel
port-num

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリック Aのポート 13のポートチャネルを設定解除し、トランザクショ
ンをコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # delete port-channel 13
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #

アップリンクイーサネットポートチャネルへのメンバポートの追加

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel port-num
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4. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # create member-port slot-num port-num
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b }ステップ 2

指定されたポートチャネルのイーサネットアップ

リンクファブリックポートチャネルモードを開始

します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel
port-num

ステップ 3

ポートチャネルから指定されたメンバポートを作

成し、イーサネットアップリンクファブリックポー

トチャネルのメンバポートモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # create
member-port slot-num port-num

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 5

例

次の例は、スロット 1、ポート 7のメンバポートをファブリックAのポート 13のポー
トチャネルに追加し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # create member-port 1 7
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #

アップリンクイーサネットポートチャネルからのメンバポートの削

除

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel port-num
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # delete member-port slot-num port-num
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-buffer

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
97

LANポートおよびポートチャネル

アップリンクイーサネットポートチャネルからのメンバポートの削除



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b }ステップ 2

指定されたポートチャネルのイーサネットアップ

リンクファブリックポートチャネルモードを開始

します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel
port-num

ステップ 3

ポートチャネルから指定されたメンバポートを削

除します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # delete
member-port slot-num port-num

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 5

例

次の例は、ファブリック Aのポート 13のポートチャネルからメンバポートを削除
し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # delete member-port 1 7
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #

アプライアンスポートチャネル
アプライアンスポートチャネルを使用すると、複数の物理的なアプライアンスポートをグルー

プ化して 1つの論理的なイーサネットストレージリンクを作成し、耐障害性と高速接続を実
現できます。Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成してから、そのポート
チャネルにアプライアンスポートを追加します。1つのポートチャネルには、最大で 8個のア
プライアンスポートを追加できます。

アプライアンスポートチャネルの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /eth-storage/fabric # create port-channel ポート番号
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4. （任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # {enable | disable}
5. （任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set name port-chan-name
6. （任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set pingroupname pin-group name
7. （任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set portmode {access | trunk}
8. （任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set prio sys-class-name
9. （任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set speed {1gbps | 2gbps | 4gbps | 8gbps |

auto}
10. UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

ファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }ステップ 2

指定されたイーサネットストレージポートのポー

トチャネルを作成し、イーサネットストレージ

UCS-A /eth-storage/fabric # create port-channel
ポート番号

ステップ 3

ファブリックポートチャネルモードを開始しま

す。

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまたはディ

セーブルにします。ポートチャネルは、デフォル

トではディセーブルです。

（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel #
{enable | disable}

ステップ 4

ポートチャネルの名前を指定します。（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set
name port-chan-name

ステップ 5

指定されたファブリックとポート、またはファブ

リックとポートチャネルへのアプライアンスピン

ターゲットを指定します。

（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set
pingroupname pin-group name

ステップ 6

ポートモードがアクセスとトランクのどちらであ

るかを指定します。デフォルトで、モードはトラン

クに設定されます。

（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set
portmode {access | trunk}

ステップ 7

アプライアンスポートに QoSクラスを指定しま
す。デフォルトでは、プライオリティは best-effort
に設定されます。

（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set
prio sys-class-name

ステップ 8

sys-class-name引数には、次のいずれかのクラス
キーワードを指定できます。

• [Fc]：vHBAトラフィックだけを制御する QoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

• [Platinum]：vNICトラフィックだけを制御する
QoSポリシーにこのプライオリティを使用し
ます。

• [Gold]：vNICトラフィックだけを制御するQoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。

• [Silver]：vNICトラフィックだけを制御する
QoSポリシーにこのプライオリティを使用し
ます。

• [Bronze]：vNICトラフィックだけを制御する
QoSポリシーにこのプライオリティを使用し
ます。

• [Best Effort]：このプライオリティを使用しな
いでください。ベーシックイーサネットトラ

フィックレーンのために予約されています。

この優先順位を QoSポリシーに割り当てて、
別のシステムクラスをCoS 0に設定した場合、
Cisco UCS Managerはこのシステムクラスのデ
フォルトを使用しません。そのトラフィックの

CoS 0でプライオリティがデフォルトに戻りま
す。

ポートチャネルの速度を指定します。（任意） UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # set
speed {1gbps | 2gbps | 4gbps | 8gbps | auto}

ステップ 9

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 10

例

次の例は、ファブリック Aのポート 13にポートチャネルを作成し、トランザクショ
ンをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # create port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set name portchan13a
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set pingroupname pingroup1
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set portmode access
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set prio fc
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set speed 2gbps
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel #
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アプライアンスポートチャネルの設定解除

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /eth-storage/fabric # delete port-channel ポート番号

4. UCS-A /eth-storage/fabric # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

ファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }ステップ 2

指定したイーサネットストレージポートからポー

トチャネルを削除します。

UCS-A /eth-storage/fabric # delete port-channel ポー

ト番号

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリック Aのポート 13のポートチャネルを設定解除し、トランザクショ
ンをコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # delete port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

アプライアンスポートチャネルのイネーブル化またはディセーブル

化

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel port-chan-name
4. UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # {enable | disable }
5. UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }ステップ 2

イーサネットストレージポートチャネルモードを

開始します。

UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel
port-chan-name

ステップ 3

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまたはディ

セーブルにします。ポートチャネルは、デフォルト

ではディセーブルです。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # {enable | disable
}

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 5

例

次に、ファブリック Aのポートチャネル 13を有効にし、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel #

アプライアンスポートチャネルへのメンバポートの追加

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel ポート番号

4. UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # create member-port slot-num port-num
5. UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

ファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

指定されたポートチャネルのイーサネットストレー

ジファブリックポートチャネルモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel ポー

ト番号

ステップ 3

ポートチャネルから指定されたメンバポートを作

成し、イーサネットストレージファブリックポー

トチャネルのメンバポートモードを開始します。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # create
member-port slot-num port-num

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 5

例

次の例は、スロット 1、ポート 7のメンバポートをファブリックAのポート 13のポー
トチャネルに追加し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # create member-port 1 7
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel #

アプライアンスポートチャネルからのメンバポートの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel ポート番号

4. UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # delete member-port スロット番号ポート番号

5. UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネットストレージ

ファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric {a | b }ステップ 2

指定されたポートチャネルのイーサネットストレー

ジファブリックポートチャネルモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel ポー

ト番号

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

ポートチャネルから指定されたメンバポートを削

除します。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # delete
member-port スロット番号ポート番号

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 5

例

次の例は、ファブリック Aのポート 13のポートチャネルからメンバポートを削除
し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # delete member-port 1 7
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel #

ファイバチャネルポートチャネル
ファイバチャネルポートチャネルによって、複数の物理ファイバチャネルポートをグループ

化して（リンク集約）、1つの論理ファイバチャネルリンクを作成し、耐障害性と高速接続性
を提供することができます。Cisco UCS Managerでは、先にポートチャネルを作成してから、
そのポートチャネルにファイバチャネルポートを追加します。

ファイバチャネルポートのチャネルは、シスコ以外のテクノロジーとの互換性がありません。（注）

Cisco UCS 6200、6300、およびCisco UCS 6454 Fabric Interconnectシリーズファブリックインター
コネクトでは、各 Cisco UCSドメインに最大4つのファイバチャネルポートチャネルを作成で
きます。各ファイバチャネルポートチャネルには、最大 16のアップリンクファイバチャネ
ルポートを含めることができます。

各Cisco UCSドメインには、Cisco UCS 6324シリーズのファブリックインターコネクトを使用
して、最大 2つのファイバチャネルポートのチャネルを作成できます。各ファイバチャネル
ポートチャネルには、最大 4つのアップリンクファイバチャネルポートを含めることができ
ます。

アップストリーム NPIVスイッチ上のファイバチャネルポートチャネルのチャネルモードが
アクティブに設定されていることを確認してください。メンバーポートとピアポートに同じ

チャネルモードが設定されていない場合、ポートチャネルはアップ状態になりません。チャ

ネルモードがアクティブに設定されている場合、ピアポートのチャネルグループモードに関

係なく、メンバーポートはピアポートとのポートチャネルプロトコルネゴシエーションを開
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始します。チャネルグループで設定されているピアポートがポートチャネルプロトコルをサ

ポートしていない場合、またはネゴシエーション不可能なステータスを返す場合、デフォルト

でオンモードの動作に設定されます。アクティブポートチャネルモードでは、各端でポート

チャネルメンバーポートを明示的にイネーブルおよびディセーブルに設定することなく自動

リカバリが可能です。

この例は、チャネルモードをアクティブに設定する方法を示しています。

switch(config)# int po114
switch(config-if)# channel mode active

ファイバチャネルポートチャネルの設定

2つのファイバチャネルポートチャネルに接続する場合、両方のポートチャネルの管理速度
が、使用するリンクに一致している必要があります。いずれかまたは両方のファイバチャネル

ポートチャネルの管理速度が自動に設定されている場合、Cisco UCSが管理速度を自動的に調
整します。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # create port-channel ポート番号

4. （任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # {enable | disable}
5. （任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # set name ポートチャネル名

6. （任意）UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # set speed {1gbps | 2gbps | 4gbps | 8gbps | auto}
7. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルアップ

リンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }ステップ 2

指定されたファイバチャネルアップリンクポート

のポートチャネルを作成し、ファイバチャネルアッ

UCS-A /fc-uplink/fabric # create port-channel ポー

ト番号

ステップ 3

プリンクファブリックポートチャネルモードを開

始します。
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目的コマンドまたはアクション

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまたはディ

セーブルにします。ポートチャネルは、デフォルト

ではディセーブルです。

（任意）UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # {enable
| disable}

ステップ 4

ポートチャネルの名前を指定します。（任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # set
name ポートチャネル名

ステップ 5

ポートチャネルの速度を指定します。（任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # set
speed {1gbps | 2gbps | 4gbps | 8gbps | auto}

ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 7

例

次の例は、ファブリックAにポートチャネル 13を作成し、名前を portchan13aに設定
し、管理状態を有効にし、速度を 2 Gbpsの設定し、トランザクションをコミットしま
す。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # set name portchan13a
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # set speed 2gbps
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel #

FCoEポートチャネルの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoe-port-channel番号
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

特定のファブリックに対してFC -アップリンクモー
ドを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
106

LANポートおよびポートチャネル

FCoEポートチャネルの設定



目的コマンドまたはアクション

指定したFCoEアップリンクポートのポートチャネ
ルを作成します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoe-port-channel番
号

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリック Aのスロット 4で FCoEアップリンクポート 1のインターフェイ
スを作成し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoe-port-channel 4
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel #

アップストリームNPIVのファイバチャネルポートチャネルへのチャ
ネルモードアクティブの追加

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # create port-channel ポート番号

4. （任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # {enable | disable}
5. （任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # set name ポートチャネル名

6. （任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # scope ポートチャネル名

7. （任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # channel mode {active}
8. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルアップ

リンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }ステップ 2

指定されたファイバチャネルアップリンクポート

のポートチャネルを作成し、ファイバチャネルアッ

UCS-A /fc-uplink/fabric # create port-channel ポー

ト番号

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

プリンクファブリックポートチャネルモードを開

始します。

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまたはディ

セーブルにします。ポートチャネルは、デフォルト

ではディセーブルです。

（任意）UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # {enable
| disable}

ステップ 4

ポートチャネルの名前を指定します。（任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # set
name ポートチャネル名

ステップ 5

ポートチャネルの名前を指定します。（任意） UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # scope
ポートチャネル名

ステップ 6

アップストリーム NPIVスイッチのチャネルモード
を有効にします。

（任意）UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # channel
mode {active}

ステップ 7

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 8

例

次に、チャネルモードをアクティブにする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # set name portchan13a
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # channel mode active
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # exit
UCS-A /fc-uplink/fabric/ # show port-channel database

portchan13a
Administrative channel mode is active
Operational channel mode is active

UCS-A /fc-uplink/fabric/ #

ファイバチャネルポートチャネルのイネーブル化またはディセーブ

ル化

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel ポートチャネル名
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # {enable | disable }
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックでファイバチャネルアップ

リンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }ステップ 2

ファイバチャネルアップリンクポートチャネル

モードを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel ポート
チャネル名

ステップ 3

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまたはディ

セーブルにします。ポートチャネルは、デフォルト

ではディセーブルです。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # {enable | disable
}

ステップ 4

例

次に、ファブリック Aのポートチャネル 13を有効にし、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel #

ファイバチャネルポートチャネルへのメンバポートの追加

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel ポート番号

4. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # create member-port slot-numポート番号
5. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルアップ

リンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

指定されたポートチャネルのファイバチャネルアッ

プリンクファブリックポートチャネルモードを開

始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel ポー

ト番号

ステップ 3

ポートチャネルから指定されたメンバポートを作

成し、ファイバチャネルアップリンクファブリッ

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # create
member-port slot-numポート番号

ステップ 4

クポートチャネルメンバポートモードを開始しま

す。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 5

例

次の例は、スロット 1、ポート 7のメンバポートをファブリックAのポートチャネル
13に追加し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric # create member-port 1 7
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel #

ファイバチャネルポートチャネルからのメンバポートの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel ポート番号
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # delete member-port slot-numポート番号
5. UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルアップ

リンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

指定されたポートチャネルのファイバチャネルアッ

プリンクファブリックポートチャネルモードを開

始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel ポート
番号

ステップ 3

ポートチャネルから指定されたメンバポートを削

除します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # delete
member-port slot-numポート番号

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 5

例

次の例は、ファブリック Aポートチャネル 13からメンバポートを削除し、トランザ
クションをコミットします。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric # delete member-port 1 7
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel #

FCoEポートチャネル数
FCoEポートチャネルでは、複数の物理 FCoEポートをグループ化して 1つの論理 FCoEポー
トチャネルを作成できます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルは FCoEトラフィックを
イーサネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構成される

FCoEポートチャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネットポートチャネルで
す。このイーサネットポートチャネルは、FCoEトラフィック用の物理トランスポートとして
使用されます。

各 FCoEポートチャネルに対し、 Cisco UCS Managerは VFCを内部的に作成し、イーサネッ
トポートチャネルにバインドします。ホストから受信した FCoEトラフィックは、FCoEトラ
フィックがファイバチャネルアップリンク経由で送信されるのと同じ方法で、VFC経由で送
信されます。

FCoEポートチャネルの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoe-port-channel番号
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4. UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

特定のファブリックに対してFC -アップリンクモー
ドを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

指定したFCoEアップリンクポートのポートチャネ
ルを作成します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoe-port-channel番
号

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface # commit-bufferステップ 4

例

次に、ファブリック Aのスロット 4で FCoEアップリンクポート 1のインターフェイ
スを作成し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoe-port-channel 4
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel #

FCoEアップリンクポートチャネルへのメンバポートの追加

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel ID
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # create member-port スロット番号ポート番号

5. UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルアップ

リンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b }ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

指定したポートチャネルのFCoEアップリンクポー
トチャネルモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel
ID

ステップ 3

ポートチャネルから指定されたメンバポートを作

成し、FCoEアップリンクファブリックポートチャ
ネルのメンバポートモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # create
member-port スロット番号ポート番号

ステップ 4

FCoEアップリンクポートチャネルが、ユ
ニファイドアップリンクポートチャネル

である場合、次のメッセージが表示されま

す。

警告:これがユニファイドポートチャネル
の場合、メンバは同じ IDのイーサネット
ポートチャネルにも追加されます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel #
commit-buffer

ステップ 5

例

次の例では、スロット 1、ポート 7のメンバポートをファブリック Aの FCoEポート
チャネル 13に追加し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric # create member-port 1 7
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel #

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ IDでイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルを作成した場合、それらはユ
ニファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、指

定されたメンバを持つファブリックインターコネクトで物理イーサネットポートチャネルと

VFCが作成されます。物理イーサネットポートチャネルは、イーサネットトラフィックと
FCoEトラフィックの両方を伝送するために使用されます。VFCは、FCoEトラフィックをイー
サネットポートチャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバーポートセットに適用さ

れます。

•同じ IDのイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルは、同じメンバーポー
トセットを持つ必要があります。
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•イーサネットポートチャネルにメンバーポートチャネルを追加すると、CiscoUCSManager
は、FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポート
チャネルにメンバーを追加すると、イーサネットポートチャネルにもそのメンバーポー

トが追加されます。

•ポートチャネルの 1つからメンバーポートを削除すると、Cisco UCS Managerは他のポー
トチャネルから自動的にそのメンバーポートを削除します。

イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリ

ンクポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがっ

て、FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルに
なっている場合でも同様です）。FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにした場
合は、VFCのみがダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルで
あれば、FCoEアップリンクポートチャネルは引き続きユニファイドアップリンクポート
チャネルで正常に動作することができます。

ユニファイドアップリンクポートチャネルの設定

ユニファイドアップリンクポートチャネルを設定するには、ユニファイドポートチャネルと

して既存の FCoEアップリンクポートチャネルを変換します。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # create port-channel ID
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定したイーサネットアップリンクポートのポー

トチャネルを作成します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create port-channel IDステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、既存の FCoEポートチャネルでユニファイドアップリンクポートチャ
ネルを作成します。
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UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric b
UCS-A /eth-uplink/fabric # create port-channel 2
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #

イベント検出とアクション
Cisco UCS Managerは、統計情報収集ポリシーを使用して、I/Oモジュール（IOM）からファブ
リックインターコネクトに接続されたネットワークインターフェイスポートを監視し、エラー

が発生した場合にアラームをトリガーします。

ネットワークインターフェイスポートのエラー統計情報はNiErrStatsと呼ばれ、次のエラーか
ら構成されています。

DescriptionNiErrStats

TX_FRM_ERRORのカウンタ値を収集します。frameTx

RX_TOOLONGのカウンタ値を収集します。tooLong

RX_UNDERSIZEと RX_FRAGMENTのカウンタ値の合計を収集します。tooShort

RX_CRERR_NOT_STOMPEDとRX_CRCERR_STOMPEDのカウンタ値の合計を収
集します。

Crc

RX_INRANGEERRのカウンタ値を収集します。InRange

Oアクティブなポートのみがネットワークインターフェイスポートの統計情報を収集してCisco
UCS Managerに送信します。

（注）

ポリシーベースのポートエラー処理

Cisco UCS Managerがアクティブな NIポートでエラーを検出し、エラーディセーブル機能が
イネーブルの場合、Cisco UCS Managerはエラーが発生したNIポートに接続されているそれぞ
れの FIポートを自動的にディセーブルにします。FIポートがエラーディセーブルになってい
るときは事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送受信されません。

エラーディセーブル機能は、次の 2つの目的で使用されます。

•どの FIポートが error-disabledになっているかということと、接続されているNIポートで
エラーが発生したことを通知します。

•このポートが原因で同じシャーシ/FEXに接続された他のポートに障害が発生する可能性
を削除します。このような障害は、NIポートのエラーによって発生する可能性があり、
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最終的に重大なネットワーク上の問題を引き起こす可能性があります。エラーディセーブ

ル機能は、この状況を回避するのに役立ちます。

しきい値定義の作成

手順の概要

1. UCS-A # scope eth-server
2. UCS-A/eth-server # scope stats-threshold-policy default
3. UCSA/eth-server/stats-threshold-policy # create classクラス名
4. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class # create property プロパティ名
5. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property # set normal-value値
6. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property # create threshold-value {above-normal |

below-normal} {cleared | condition | critical | info | major | minor | warning}
7. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value # set {deescalating |

escalating}値
8. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A # scope eth-serverステップ 1

統計情報しきい値ポリシーモードを開始します。UCS-A/eth-server # scope stats-threshold-policy defaultステップ 2

指定された統計情報しきい値ポリシークラスを作成

し、組織統計情報しきい値ポリシークラスモード

UCSA/eth-server/stats-threshold-policy # create classク
ラス名

ステップ 3

を開始します。使用可能なクラス名キーワードのリ

ストを表示するには、 create class ?コマンドを組織
しきい値ポリシーモードで入力します。

指定された統計情報しきい値ポリシークラスプロ

パティを作成し、組織統計情報しきい値ポリシーク

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class # create
property プロパティ名

ステップ 4

ラスプロパティモードを開始します。使用可能な

プロパティ名キーワードのリストを表示するには、

create property ?コマンドを組織しきい値ポリシー
モードで入力します。

クラスプロパティに通常値を指定します。valueの
形式は、設定しているクラスプロパティによって異

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property #
set normal-value値

ステップ 5

なる場合があります。必要な形式を確認するには、

set normal-value ?コマンドを組織統計情報しきい値
ポリシークラスプロパティモードで入力します。
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目的コマンドまたはアクション

クラスプロパティに、指定したしきい値を作成し、

組織統計情報しきい値ポリシークラスプロパティ

しきい値モードを開始します。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property #
create threshold-value {above-normal | below-normal}
{cleared | condition | critical | info | major | minor |
warning}

ステップ 6

降格および昇格のクラスプロパティしきい値を指定

します。valueの形式は、設定されているクラスプ
UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value
# set {deescalating | escalating}値

ステップ 7

ロパティしきい値によって異なる場合があります。

必要な形式を確認するには、set deescalating ?また
は set escalating ? コマンドを組織統計情報しきい値
ポリシークラスプロパティモードで入力します。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value
# commit-buffer

ステップ 8

例

次に、しきい値定義を作成する例を示します。

UCS-A # scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy # create class ni-ether-error-stats
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class* # create property crc-delta
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # set normal-value 0
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # create threshold-value
above-normal major
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # set escalating
5
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # set deescalating
3
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # commit-buffer

ファブリックインターコネクトポートにエラー無効を設定

手順の概要

1. UCS-A # scope eth-server
2. UCS-A/eth-server # scope stats-threshold-policy default
3. UCSA/eth-server/stats-threshold-policy # scope classクラス名
4. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class # scope property プロパティ名
5. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property # set error-disable-fi-port {yes | no}
6. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A # scope eth-serverステップ 1

統計情報しきい値ポリシーモードを開始します。UCS-A/eth-server # scope stats-threshold-policy defaultステップ 2

指定した統計情報しきい値ポリシークラスの組織統

計情報しきい値ポリシークラスモードを開始しま

す。

UCSA/eth-server/stats-threshold-policy # scope classク
ラス名

ステップ 3

指定した統計情報しきい値ポリシークラスプロパ

ティの組織統計情報しきい値ポリシークラスプロ

パティモードを開始します。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class # scope
property プロパティ名

ステップ 4

クラスプロパティにエラーディセーブル化ステー

タスを指定します。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property #
set error-disable-fi-port {yes | no}

ステップ 5

クラスプロパティのエラーディセーブル化を無効

にするには、noオプションを使用します。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property*
# commit-buffer

ステップ 6

例

次の例は、FIポートでエラーディセーブル化を有効にする方法を示しています。

UCS-A # scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy # scope class ni-ether-error-stats
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class # scope property crc-delta
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property # set error-disable-fi-port yes
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # commit-buffer

ファブリックインターコネクトポートに自動リカバリを設定

手順の概要

1. UCS-A # scope eth-server
2. UCS-A/eth-server # scope stats-threshold-policy default
3. UCSA/eth-server/stats-threshold-policy # scope classクラス名
4. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class # scope property プロパティ名
5. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property # set auto-recovery {enabled | disabled}
6. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # set auto-recovery-time時間
7. UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A # scope eth-serverステップ 1

統計情報しきい値ポリシーモードを開始します。UCS-A/eth-server # scope stats-threshold-policy defaultステップ 2

指定した統計情報しきい値ポリシークラスの組織統

計情報しきい値ポリシークラスモードを開始しま

す。

UCSA/eth-server/stats-threshold-policy # scope classク
ラス名

ステップ 3

指定した統計情報しきい値ポリシークラスプロパ

ティの組織統計情報しきい値ポリシークラスプロ

パティモードを開始します。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class # scope
property プロパティ名

ステップ 4

クラスプロパティに自動リカバリステータスを指

定します。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property #
set auto-recovery {enabled | disabled}

ステップ 5

クラスプロパティの自動リカバリをディセーブルに

するには、disabledオプションを使用します。

ポートが自動的に再びイネーブルになるまでの時間

（分単位）を指定します。自動リカバリの時間は、

0～ 4294967295分の間で変更できます。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property*
# set auto-recovery-time時間

ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property*
# commit-buffer

ステップ 7

例

次の例は、FIポートに自動リカバリを設定する方法を示しています。

UCS-A # scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy # scope class ni-ether-error-stats
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class # scope property crc-delta
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property # set auto-recovery enabled
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # set auto-recovery-time 5
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # commit-buffer

ネットワークインターフェイスポートのエラーカウンタの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope chassis シャーシ番号
2. UCS-A/chassis # scope iom {a |b}
3. UCS-A/chassis/iom # scope port-group fabric
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4. UCS-A/chassis/iom/port-group # scope fabric-if fabric-if number
5. UCS-A/chassis/iom/port-group/fabric-if # show stats

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始します。UCS-A# scope chassis シャーシ番号ステップ 1

指定した IOMでシャーシ IOMモードを開始します。UCS-A/chassis # scope iom {a |b}ステップ 2

ネットワークインターフェイスポートを入力しま

す。

UCS-A/chassis/iom # scope port-group fabricステップ 3

指定されたネットワークインターフェイスのポート

番号を入力します。

UCS-A/chassis/iom/port-group # scope fabric-if fabric-if
number

ステップ 4

ネットワークインターフェイスポートのエラーカ

ウンタを表示します。

UCS-A/chassis/iom/port-group/fabric-if # show statsステップ 5

例

次の例は、ネットワークインターフェイスポートの統計情報を表示する方法を示して

います。

UCS-A # scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope iom a
UCS-A/chassis/iom # scope port-group fabric
UCS-A/chassis/iom/port-group # scope faric-if 1
UCS-A/chassis/iom/port-group/fabric-if # show stats
NI Ether Error Stats:
Time Collected: 2014-08-20T15:37:24:688
Monitored Object: sys/chassis-1/slot-1/fabric/port-1/ni-err-stats
Suspect: Yes
Crc (errors): 5000
Frame Tx (errors): 0
Too Long (errors): 0
Too Short (errors): 0
In Range (errors): 0
Thresholded: 0

アダプタポートチャネル
アダプタポートチャネルは、Cisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）から I/Oへのす
べての物理リンクを 1つの論理リンクにグループ化します。

アダプタポートチャネルは、正しいハードウェアの存在を検出したときにCisco UCS Manager
によって内部的に作成また管理されます。アダプタポートチャネルの手動設定はできません。

アダプタポートチャネルは、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIを使用し
て表示可能です。
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アダプタポートチャネルの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope chassis chassis-num
2. UCS-A /chassis # scope iom {a b}
3. UCS-A /chassis/iom # scope port group
4. UCS-A /chassis/iom/port group # show host-port-channel [detail |expand]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始します。UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1

指定した IOMでシャーシ IOMモードを開始します。UCS-A /chassis # scope iom {a b}ステップ 2

指定したポートグループでポートグループモード

を開始します。

UCS-A /chassis/iom # scope port groupステップ 3

指定したシャーシのアダプタポートチャネルを表

示します。

UCS-A /chassis/iom/port group # show host-port-channel
[detail |expand]

ステップ 4

例

次に、ポートグループモードでホストポートチャネルに関する情報を表示する例を

示します。

UCS-A # scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope iom a
UCS-A /chassis/iom # scope port group
UCS-A /chassis/iom/port group # show host-port-channel

Host Port channel:

Port Channel Id Fabric ID Oper State State Reason
--------------- --------- ---------------- ------------

1289 B Up
1290 B Up
1306 B Up
1307 B Up
1309 B Up
1315 B Up

UCS-A /chassis/iom/port group #

ファブリックポートチャネル
ファブリックポートチャネルは、冗長性と帯域幅共有のため、IOMからファブリックイン
ターコネクトへの複数の物理リンクを1個の論理リンクにグループ化できます。ファブリック
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ポートチャネル内の 1個のリンクがアクティブである限り、ファブリックポートチャネルは
動作し続けます。

正しいハードウェアが接続されている場合、ファブリックポートチャネルはCiscoUCSManager
で次のように作成されます。

•シャーシディスカバリポリシーで定義した設定に従って、シャーシを検出している最中
に。

•特定のシャーシのシャーシ接続ポリシーに設定された内容に従って、シャーシを検出した
後に。

IOMのそれぞれに単一のファブリックポートチャネルがあります。ファブリックインターコ
ネクトに IOMを接続する各アップリンクは、個別リンクとして設定することもポートチャネ
ルに含めることもできますが、1つのアップリンクが複数のファブリックポートチャネルに属
することはできません。たとえば、2つの IOMを持つシャーシが検出され、ファブリックポー
トチャネルを作成するようにシャーシディスカバリポリシーが設定されている場合、Cisco
UCS Managerは 2つの独立したファブリックポートチャネルを作成します。IOM-1を接続す
るアップリンク用と、IOM-2を接続するアップリンク用です。別のシャーシはこれらのファブ
リックポートチャネルに加入できません。同様に、IOM-1のファブリックポートチャネルに
属するアップリンクは、IOM-2のファブリックポートチャネルに加入できません。

ポート間のロードバランシング

IOMとファブリックインターコネクトの間にあるポート間のトラフィックに対するロードバ
ランシングでは、ハッシュに次の基準を使用します。

•イーサネットトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 3送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 4送信元ポートおよび宛先ポート

• FCoEトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

送信元と宛先の ID（SIDと DID）および Originator eXchange ID（OXID）

この例では、2200シリーズ IOMモジュールは iomX（Xはシャーシ番号）の接続によって確認
されます。

show platform software fwmctrl nifport
(....)
Hash Parameters:
l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
l3_da: 1 l3_sa: 1
l4_da: 1 l4_sa: 1
FCoE l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
FCoE l3_did: 1 l3_sid: 1 l3_oxid: 1
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ファブリックポートチャネルのケーブル接続の考慮事項

Cisco UCS 2200シリーズ FEXと Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト間の
リンクをファブリックポートチャネルモードで設定する場合、アダプタで使用可能な仮想イ

ンターフェイス（VIF）のネームスペースは、FEXアップリンクがファブリックインターコネ
クトポートに接続されている場所に応じて異なります。

6248ファブリックインターコネクト内には、8個の連続ポートが 6セットあり、ポートのセッ
トのそれぞれがシングルチップによって管理されます。FEXからのすべてのアップリンクが
1つのチップによって管理される一連のポートに接続されると、Cisco UCS Managerはシャーシ
内のブレードで展開されているサービスプロファイルで使用する VIFの数を最大化します。
IOMからのアップリンク接続が別々のチップで管理されるポート間に分散された場合、VIFカ
ウントは減少します。

図 6 :ファブリックポートチャネルのポートグループ

ファブリックポートチャネルポートグループに 2番目のリンクを追加すると、混乱が生じ、
使用可能な VIFネームスペースの量が 63から 118に自動的に増加されます。ただし、さらに
リンクを追加しても混乱は生じないため、VIF名前空間は 118のままになります。

注意

2つのファブリックポートチャネルポートグループにシャーシをリンクした場合は、手動で
確認応答しない限り、VIFネームスペースは影響を受けません。その結果、VIFネームスペー
スは、2つのファブリックポートチャネルポートグループの使用量（63または 118 VIF）の
うち、より少ないサイズに自動的に設定されます。

注意

高可用性クラスタモードアプリケーションの場合は、対称的な配線構成にすることを強く推奨

めします。ケーブル接続が非対称の場合、使用可能なVIFの最大数は 2つのケーブル設定より
小さくなります。

Cisco UCS環境の VIFの最大数については、ご使用のハードウェアやソフトウェアの設定に関
する制限事項のドキュメントを参照してください。
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ファブリックポートチャネルの設定

手順の概要

1. シャーシディスカバリの実行中に IOMからファブリックインターコネクトへのすべての
リンクをファブリックポートチャネルに含めるには、シャーシディスカバリポリシーの

リンクグループ化プリファレンスをポートチャネルに設定します。

2. シャーシディスカバリの実行中に個々のシャーシからのリンクをファブリックポートチャ

ネルに含めるには、シャーシ接続ポリシーのリンクグループ化プリファレンスをポート

チャネルに設定します。

3. シャーシ検出後、追加ファブリックポートチャネルメンバーポートをイネーブルまたは

ディセーブルにします。

手順の詳細

ステップ 1 シャーシディスカバリの実行中に IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリンクをファブ
リックポートチャネルに含めるには、シャーシディスカバリポリシーのリンクグループ化プリファレン

スをポートチャネルに設定します。

ステップ 2 シャーシディスカバリの実行中に個々のシャーシからのリンクをファブリックポートチャネルに含める
には、シャーシ接続ポリシーのリンクグループ化プリファレンスをポートチャネルに設定します。

ステップ 3 シャーシ検出後、追加ファブリックポートチャネルメンバーポートをイネーブルまたはディセーブルに
します。

次のタスク

シャーシディスカバリポリシーまたはシャーシ接続ポリシーの変更後、ファブリックポート

チャネルに対しリンクを追加または削除するには、シャーシを再認識します。ファブリック

ポートチャネルからシャーシのメンバポートをイネーブルまたはディセーブルにする場合、

シャーシの再認識は必要はありません。

ファブリックポートチャネルの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-server/fabric # show fabric-port-channel [detail | expand]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのイーサネットサーバファ

ブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定したファブリックインターコネクトのファブ

リックポートチャネルを表示します。

UCS-A /eth-server/fabric # show fabric-port-channel
[detail | expand]

ステップ 3

例

次に、ファブリックインターコネクト Aの設定済みファブリックポートチャネルに
関する情報を表示する例を示します。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric a
UCS-A /eth-server/fabric # show fabric-port-channel
Fabric Port Channel:

Port Channel Id Chassis Id Admin State Oper State State Reason
--------------- ---------- ----------- ---------------- ------------

1025 1 Enabled Failed No operational members
1026 2 Enabled Up

UCS-A /eth-server/fabric #

ファブリックポートチャネルメンバーポートのイネーブル化または

ディセーブル化

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-server/fabric # scope fabric-port-channel ポートチャネル ID
4. UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel # scope member-port スロット ID ポート ID
5. UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel # {enable | disable}
6. UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1

指定したファブリックのイーサネットサーバファ

ブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定したファブリックでイーサネットサーバファ

ブリック、ファブリックポートチャネルモードを

開始します。

UCS-A /eth-server/fabric # scope fabric-port-channel
ポートチャネル ID

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

指定したメンバーポートでイーサネットサーバファ

ブリック、ファブリックポートチャネルモードを

開始します。

UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel # scope
member-port スロット ID ポート ID

ステップ 4

指定したメンバポートをイネーブルまたはディセー

ブルにします。

UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel # {enable |
disable}

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel #
commit-buffer

ステップ 6

例

次に、ファブリックポートチャネル 1025のファブリックチャネルメンバーポート
1 31をディセーブルにし、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric a
UCS-A /eth-server/fabric # scope fabric-port-channel 1025
UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel # scope member-port 1 31
UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel/member-port # disable
UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel/member-port #
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第 5 章

VLAN

•ネームド VLAN（127ページ）
•プライベート VLAN（128ページ）
• VLANポートの制限（130ページ）
•ネームド VLANの設定（131ページ）
•プライベート VLANの設定（139ページ）
•コミュニティ VLAN （147ページ）
• VLANポート数の表示（152ページ）
• VLANポートカウント最適化（153ページ）
• VLANグループ（156ページ）
• VLAN権限（161ページ）

ネームド VLAN
ネームドVLANは、所定の外部 LANへの接続を作成します。VLANは、ブロードキャストト
ラフィックを含む、その外部 LANへのトラフィックを切り離します。

VLAN IDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これにより、ネームド VLAN
を使用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデー

トすることができます。外部 LANとの通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必
要はありません。

同じ VLAN IDを使用して、複数のネームド VLANを作成できます。たとえば、HRおよび
Financeのビジネスサービスをホストするサーバが同一の外部LANにアクセスする必要がある
場合、同じ VLAN IDを使用して HRと Financeという名前の VLANを作成できます。その後
でネットワークが再設定され、Financeが別のLANに割り当てられた場合、変更する必要があ
るのは Financeのネームド VLANの VLAN IDだけです。

クラスタ設定では、ネームド VLANが 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス
できるようにすることも、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定

することも可能です。
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VLAN IDのガイドライン

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必
要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブ
VLANは、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップ
グレード前にVLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されてい
ないVLAN IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更すること
を検討します（その VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、
デフォルトで VLAN 4048を使用します。FCoEストレージポートネイティブ VLANは
VLAN 4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

プライベート VLAN
プライベート VLAN（PVLAN）は、VLANのイーサネットブロードキャストドメインをサブ
ドメインに分割する機能で、これを使用して一部のポートを分離することができます。PVLAN
の各サブドメインには、1つのプライマリ VLANと 1つ以上のセカンダリ VLANが含まれま
す。PVLANのすべてのセカンダリVLANは、同じプライマリVLANを共有する必要がありま
す。セカンダリ VLAN IDは、各サブドメインの区別に使用されます。

独立 VLANとコミュニティ VLAN

Cisco UCSドメインのすべてのセカンダリ VLANは、[Isolated]または [Community VLAN]の
いずれかとして設定できます。
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独立 VLANを標準 VLANと共に使用するよう設定することはできません。（注）

独立 VLANのポート

独立 VLANの通信では、プライマリ VLAN内の関連するポートだけを使用できます。これら
のポートは独立ポートであり、Cisco UCS Managerでは設定できません。プライマリ VLANに
は隔離 VLANは 1つしか存在できませんが、同じ隔離 VLAN上で複数の隔離ポートが許可さ
れます。これらの独立ポートは相互に通信できません。独立ポートは、独立 VLANを許可し
ている標準トランクポートまたは無差別ポートとのみ通信できます。

独立ポートは、独立セカンダリ VLANに属しているホストポートです。このポートは、同じ
プライベート VLANドメイン内の他のポートから完全に独立しています。PVLANは、無差別
ポートからのトラフィックを除き、独立ポート宛のトラフィックをすべてブロックします。独

立ポートから受信されたトラフィックは、無差別ポートにだけ転送されます。指定した独立

VLANには、複数の独立ポートを含めることができます。各ポートは、独立 VLANにある他
のすべてのポートから、完全に隔離されています。

アップリンクポートに関するガイドライン

PVLANを作成する場合は、次のガイドラインに従ってください。

•アップリンクイーサネットポートチャネルを無差別モードにすることはできません。

•各プライマリ VLANには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

• VNTAGアダプタの VIFには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

VLAN IDのガイドライン

IDが 3915～ 4042の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

（注）

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必
要があります。
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• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブ
VLANは、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップ
グレード前にVLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されてい
ないVLAN IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更すること
を検討します（その VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、
デフォルトで VLAN 4048を使用します。FCoEストレージポートネイティブ VLANは
VLAN 4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANポートの制限
Cisco UCS Manager 1つのファブリックインターコネクト上の境界ドメインとサーバドメイン
で設定可能な VLANポートインスタンスの数は制限されます。

VLANポート数に含まれるポートのタイプ

次のタイプのポートが VLANポートの計算でカウントされます。

•ボーダーアップリンクイーサネットポート

•ボーダーアップリンクイーサチャネルメンバーポート

• SANクラウドの FCoEポート

• NASクラウドのイーサネットポート

•サービスプロファイルによって作成されたスタティックおよびダイナミック vNIC

•ハイパーバイザドメイン内のハイパーバイザのポートプロファイルの一部として作成さ
れた VM vNIC

これらのポートに設定されているVLANの数に基づいて、Cisco UCS ManagerはVLANポート
インスタンスの累積数を追跡し、検証中にVLANポート制限を実行します。Cisco UCS Manager
では制御トラフィック用に一部の事前定義された VLANポートリソースを予約します。これ
には、HIFおよび NIFポートに設定された管理 VLANが含まれます。

VLANポートの制限の実行

Cisco UCS Manager次の操作中に VLANポートのアベイラビリティを検証します。

•境界ポートおよび境界ポートチャネルの設定および設定解除

•クラウドへの VLANの追加またはクラウドからの VLANの削除

• SANまたは NASポートの設定または設定解除

•設定の変更を含むサービスプロファイルの関連付けまたは関連付け解除
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• vNICまたは vHBAでの VLANの設定または設定解除

• VMWare vNICからおよび ESXハイパーバイザから作成通知または削除通知を受け取った
とき

これは Cisco UCS Managerでは制御できません。（注）

•ファブリックインターコネクトのリブート

• Cisco UCS Managerアップグレードまたはダウングレード

Cisco UCS Managerサービスプロファイルの動作に対し、厳密なVLANポート制限を実施しま
す。VLANポート制限を超過したことを Cisco UCS Managerが検出した場合、サービスプロ
ファイル設定は展開時に失敗します。

境界ドメインでの VLANポート数の超過は、それほど混乱をもたらしません。境界ドメイン
でVLANポート数が超過すると、Cisco UCS Managerは割り当てステータスを Exceededに変更
します。ステータスを [Available]に戻すには、次のいずれかのアクションを実行します。

• 1つ以上の境界ポートを設定解除する

• LANクラウドから VLANを削除する

• 1つ以上の vNICまたは vHBAを設定解除する

ネームド VLANの設定

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームドVLAN
の作成（アップリンクイーサネットモード）

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要
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手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # create vlan vlan-name VLAN ID
3. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set sharing {isolated | none | primary}
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンク VLANモード
を開始します。

UCS-A /eth-uplink # create vlan vlan-name VLAN
ID

ステップ 2

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

指定した VLANの共有を設定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set sharing {isolated
| none | primary}

ステップ 3

次のいずれかになります。

• isolated：これはプライマリ VLANに関連付け
られたセカンダリ VLANです。この VLANは
プライベートです。

• none：この VLANにセカンダリまたはプライ
ベート VLANはありません。

• primary：この VLANには、1つ以上のセカン
ダリ VLANを設定できます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、両方のファブリックインターコネクト用にネームドVLANを作成し、VLAN
に accountingという名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、共有を noneに設定し、
トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing none
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #
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両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームドVLAN
の作成（イーサネットストレージモード）

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # create vlan vlan-name VLAN ID
3. UCS-A /eth-storage/vlan # create member-port {a | b} スロット ID ポート ID
4. UCS-A /eth-storage/vlan/member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットストレージ VLANモードを
開始します。

UCS-A /eth-storage # create vlan vlan-name VLAN
ID

ステップ 2

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

指定したファブリック上に指定したVLANのメンバ
ポートを作成します。

UCS-A /eth-storage/vlan # create member-port {a | b}
スロット ID ポート ID

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/vlan/member-port # commit-bufferステップ 4
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例

次の例は、両方のファブリックインターコネクト用にネームドVLANを作成し、VLAN
に accouontingという名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、スロット 2、ポート 20
にメンバポートを作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-storage/vlan* # create member-port a 2 20
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port #

1つのファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームドVLAN
の作成（アップリンクイーサネットモード）

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan VLAN名 VLAN ID
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set sharing {isolated | none | primary}
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクト（Aまたは
B）のイーサネットアップリンクファブリックイン
ターコネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンクファブリック

インターコネクト VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan VLAN名
VLAN ID

ステップ 3

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

指定した VLANの共有を設定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set sharing {isolated
| none | primary}

ステップ 4

次のいずれかになります。

• isolated：これはプライマリ VLANに関連付け
られたセカンダリ VLANです。この VLANは
プライベートです。

• none：この VLANにセカンダリまたはプライ
ベート VLANはありません。

• primary：この VLANには、1つ以上のセカン
ダリ VLANを設定できます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # commit-bufferステップ 5

例

次の例は、ファブリックインターコネクト Aのネームド VLANを作成し、VLANに
financeという名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、共有を noneに設定し、トラン
ザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing none
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
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プライベートVLAN用セカンダリVLANの作成（1つのファブリックイ
ンターコネクトがアクセス可能）

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan VLAN名 VLAN ID
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # set sharing isolated
5. UCS-A /eth-uplink/vlan # set pubnwname プライマリ VLAN名
6. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan/member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したファブリックインターコネクト（Aまたは
B）のイーサネットアップリンクファブリックイン
ターコネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンクファブリック

インターコネクト VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan VLAN名
VLAN ID

ステップ 3

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリ VLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/vlan # set sharing isolatedステップ 4

このセカンダリVLANに関連付けられているプライ
マリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set pubnwname プライマ

リ VLAN名
ステップ 5

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
136

VLAN

プライベート VLAN用セカンダリ VLANの作成（1つのファブリックインターコネクトがアクセス可能）



目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan/member-port #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例は、ファブリックインターコネクト A用のネームド VLANを作成し、VLAN
に financeという名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、この VLANをセカンダリ
VLANとして、セカンダリVLANをプライマリVLANと関連付け、トランザクション
をコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set pubnwname pvlan1000
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

ネームド VLANの削除
Cisco UCS Managerに、削除するものと同じ VLAN IDを持つネームド VLANが含まれている
場合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリック
インターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプ
ライマリ VLANに必ず再割り当てしてください。

始める前に

ファブリックインターコネクトから VLANを削除する前に、その VLANがすべての vNICと
vNICテンプレートから削除されていることを確認してください。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. （任意） UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /eth-uplink # delete vlan VLAN名
4. UCS-A /eth-uplink # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

イーサネットアップリンクファブリックモードを

開始します。指定されたファブリック（aまたはb）
（任意） UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

からだけネームドVLAN削除するには、このコマン
ドを使用します。

指定されたネームド VLANを削除します。UCS-A /eth-uplink # delete vlan VLAN名ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、両方のファブリックインターコネクトがアクセス可能なネームドVLANを
削除し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # delete vlan accounting
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #

次の例は、1つのファブリックインターコネクトがアクセス可能なネームド VLANを
削除し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # delete vlan finance
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #
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プライベート VLANの設定

プライベート VLAN用プライマリ VLANの作成（両方のファブリック
インターコネクトにアクセス可能）

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # create vlan vlan-name VLAN ID
3. UCS-A /eth-uplink/vlan # set sharing primary
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンク VLANモード
を開始します。

UCS-A /eth-uplink # create vlan vlan-name VLAN
ID

ステップ 2

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをプライマリ VLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/vlan # set sharing primaryステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-bufferステップ 4
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例

次の例は、両方のファブリックインターコネクト用にネームドVLANを作成し、VLAN
に accountingという名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、この VLANをプライマ
リ VLANにし、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing primary
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

プライベートVLAN用プライマリVLANの作成（1つのファブリックイ
ンターコネクトにアクセス可能）

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan VLAN名 VLAN ID
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set sharing primary
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定したイーサネットアップリンクファブリック

インターコネクトのファブリックインターコネクト

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンクファブリック

インターコネクト VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan VLAN名
VLAN ID

ステップ 3

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをプライマリ VLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set sharing primaryステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # commit-bufferステップ 5

例

次の例は、ファブリックインターコネクト A用にネームド VLANを作成し、VLAN
に financeという名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、この VLANをプライマリ
VLANにし、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing primary
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

プライベート VLAN用セカンダリ VLANの作成（両方のファブリック
インターコネクトにアクセス可能）

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要
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手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # create vlan vlan-name VLAN ID
3. UCS-A /eth-uplink/vlan # set sharing isolated
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # set pubnwname プライマリ VLAN名
5. UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンク VLANモード
を開始します。

UCS-A /eth-uplink # create vlan vlan-name VLAN
ID

ステップ 2

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリ VLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/vlan # set sharing isolatedステップ 3

このセカンダリVLANに関連付けられているプライ
マリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set pubnwname プライマ

リ VLAN名
ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-bufferステップ 5

例

次の例は、両方のファブリックインターコネクト用のネームドVLANを作成し、VLAN
に accountingという名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、この VLANをセカンダ
リVLANとして、セカンダリVLANをプライマリVLANと関連付け、トランザクショ
ンをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set pubnwname pvlan1000
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #
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プライベートVLAN用セカンダリVLANの作成（1つのファブリックイ
ンターコネクトがアクセス可能）

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan VLAN名 VLAN ID
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # set sharing isolated
5. UCS-A /eth-uplink/vlan # set pubnwname プライマリ VLAN名
6. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan/member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したファブリックインターコネクト（Aまたは
B）のイーサネットアップリンクファブリックイン
ターコネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンクファブリック

インターコネクト VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan VLAN名
VLAN ID

ステップ 3

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリ VLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/vlan # set sharing isolatedステップ 4

このセカンダリVLANに関連付けられているプライ
マリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set pubnwname プライマ

リ VLAN名
ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan/member-port #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例は、ファブリックインターコネクト A用のネームド VLANを作成し、VLAN
に financeという名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、この VLANをセカンダリ
VLANとして、セカンダリVLANをプライマリVLANと関連付け、トランザクション
をコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set pubnwname pvlan1000
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

vNICでの PVLANの許可

手順の概要

1. UCS-A# scope org /
2. UCS-A /org # scope service-profile profile-name
3. UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic-name
4. UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-ifコミュニティ VLAN名
5. UCS-A /org/service-profile/vnic/eth-if* # exit
6. UCS-A /org/service-profile/vnic* # create eth-ifプライマリ VLAN名
7. UCS-A /org/service-profile/vnic # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # scope service-profile profile-nameステップ 2

指定された vNICのコマンドモードを開始します。UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic-nameステップ 3

コミュニティ VLANが指定の vNICへアクセスする
ことを可能にします。

UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-ifコミュニ
ティ VLAN名

ステップ 4

指定した vNICのインターフェイスコンフィギュ
レーションモードから移動します。

UCS-A /org/service-profile/vnic/eth-if* # exitステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

指定した vNICにプライマリ VLANがアクセスする
ことを許可します。

UCS-A /org/service-profile/vnic* # create eth-ifプライ
マリ VLAN名

ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/service-profile/vnic # commit-bufferステップ 7

例

次の例は、コミュニティVLAN「cVLAN102」とプライマリVLAN「primaryVLAN100」
を vNIC「vnic_1」に割り当てて、トランザクションをコミットする方法を示していま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile GSP1
UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic_1
UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if cVLAN102
UCS-A /org/service-profile/vnic/eth-if* # exit
UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if primaryVLAN100
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer

アプライアンスクラウドでのプライベート VLANのプライマリ VLAN
の作成

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # create vlan vlan-name VLAN ID
3. UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing primary
4. UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットストレージ VLANモードを
開始します。

UCS-A /eth-storage # create vlan vlan-name VLAN
ID

ステップ 2

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをプライマリ VLANとして設定します。UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing primaryステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、ファブリックインターコネクト A用にネームド VLANを作成して名前
を付け、VLAN IDを割り当てて、その VLANをプライマリ VLANに指定し、トラン
ザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # create vlan primaryvlan500 500
UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing primary
UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan #

アプライアンスクラウドでのプライベート VLANのセカンダリ VLAN
の作成

IDが 4030～ 4047または 4093～ 4095の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予
約されています。

指定するVLANIDは、使用するスイッチでもサポートされている必要があります。たとえば、
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の範囲の VLAN IDが予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが
FCoE VLAN IDと重複しているすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

重要
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手順の概要

1. UCS-A# scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # create vlan vlan-name VLAN ID
3. UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing isolated
4. UCS-A /eth-storage/vlan* # set pubnwname プライマリ VLAN名
5. UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットストレージ VLANモードを
開始します。

UCS-A /eth-storage # create vlan vlan-name VLAN
ID

ステップ 2

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリ VLANとして設定します。UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing isolatedステップ 3

このセカンダリVLANに関連付けられているプライ
マリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-storage/vlan* # set pubnwname プライ

マリ VLAN名
ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、ファブリックインターコネクト A用のネームド VLANを作成して名前
を付け、VLAN IDを割り当てて、その VLANをセカンダリ VLANに指定し、プライ
マリ VLANに関連付けてから、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # create vlan isovlan501 501
UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-storage/vlan* # set pubnwname primaryvlan500
UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan # #

コミュニティ VLAN
Cisco UCS Manager UCSファブリックインターコネクトのコミュニティVLANをサポートしま
す。コミュニティポートは、コミュニティポート同士、および無差別ポートと通信します。

コミュニティポートは、他のコミュニティの他のすべてのポート、または PVLAN内の独立
ポートからレイヤ 2分離されています。ブロードキャストは PVLANだけに関連付けられたコ
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ミュニティポートと他の無差別ポート間で送信されます。無差別ポートは、PVLAN内の独立
ポート、コミュニティポートなどのすべてのインターフェイスと通信できます。

コミュニティ VLANの作成

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink.
2. UCS-A# /eth-uplink/ # create vlan ID .
3. UCS-A# /eth-uplink/ vlan # set sharingタイプ .
4. UCS-A# /eth-uplink/ vlan # set pubnwname名前 .
5. UCS-A# /eth-uplink/ vlan # commit-buffer.

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1

指定した VLAN IDを持つ VLANを作成します。UCS-A# /eth-uplink/ # create vlan ID .ステップ 2

VLANタイプを指定します。UCS-A# /eth-uplink/ vlan # set sharingタイプ .ステップ 3

プライマリ VLANの関連付けを指定します。UCS-A# /eth-uplink/ vlan # set pubnwname名前 .ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A# /eth-uplink/ vlan # commit-buffer.ステップ 5

例

次に、コミュニティ VLANを作成する例を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan vlan203 203
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing community
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set pubname vlan200
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan* # exit
UCS-A /vlan-group #

コミュニティ VLANの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # show vlan
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager組織を入力します。UCS-A# scope orgステップ 1

組織に使用可能なグループを表示します。UCS-A /org # show vlanステップ 2

例

次の例では、ルート組織で使用可能な VLANグループを表示します。
UCS-A# scope org
UCS-A# /org/# show vlan
VLAN Group:

Name VLAN ID Fabric ID Native VLAN Sharing Type Primary
Vlan

---------------------------------------------------------------------------------------

vlan100 100 Dual No Primary vlan100
vlan100 101 Dual No Isolated vlan100
vlan100 203 Dual No Community vlan200

vNICでのコミュニティ VLANの許可

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # scope service-profile profile-name
3. UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic-name
4. UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if コミュニティ VLAN名
5. UCS-A /org/service-profile/vnic # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # scope service-profile profile-nameステップ 2

指定された vNICのコマンドモードを開始します。UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic-nameステップ 3

コミュニティ VLANが指定の vNICへアクセスする
ことを可能にします。

UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if コミュ
ニティ VLAN名

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/service-profile/vnic # commit-bufferステップ 5

例

次に、コミュニティ VLAN cVLAN101を vNIC vnic_1を割り当て、トランザクション
をコミットする方法の例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile GSP1
UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic_1
UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if cVLAN101
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer

無差別アクセスポートまたはトランクポートでの PVLANの許可
無差別アクセスポートでは、隔離されたVLANとコミュニティVLANは同じプライマリVLAN
に関連付ける必要があります。

無差別トランクポートでは、異なるVLANに属する隔離VLANやコミュニティVLANが、普
通の VLAN同様に許容されます。

手順の概要

1. UCS-A # scope eth-storage
2. UCS-A /eth-storage # scope vlan ISO VLAN名
3. UCS-A /eth-storage/vlan # create member-portファブリックスロットポート番号
4. UCS-A /eth-storage/vlan/member-port # exit
5. UCS-A /eth-storage/vlan # exit
6. UCS-A /eth-storage # scope vlanコミュニティ VLAN名
7. UCS-A /eth-storage/vlan # create member-portファブリックスロット番号ポート番号
8. UCS-A /eth-storage/vlan/member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A # scope eth-storageステップ 1

指定された隔離 VLANを入力します。UCS-A /eth-storage # scope vlan ISO VLAN名ステップ 2

指定したファブリックのメンバポートを作成し、ス

ロット番号、およびポート番号を割り当て、メンバ

ポートの範囲の設定を開始します。

UCS-A /eth-storage/vlan # create member-portファブ
リックスロットポート番号

ステップ 3

VLANモードに戻ります。UCS-A /eth-storage/vlan/member-port # exitステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードに戻ります。UCS-A /eth-storage/vlan # exitステップ 5

指定されたコミュニティ VLANを入力します。UCS-A /eth-storage # scope vlanコミュニティ VLAN
名

ステップ 6

指定したファブリックのメンバポートを作成し、ス

ロット番号、およびポート番号を割り当て、メンバ

ポートの範囲の設定を開始します。

UCS-A /eth-storage/vlan # create member-portファブ
リックスロット番号ポート番号

ステップ 7

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-storage/vlan/member-port # commit-bufferステップ 8

例

次に、同じプライマリ VLANに隔離 VLANとコミュニティ VLANを同じアプライア
ンスポートに関連付け、トランザクションをコミットする方法の例を示します。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope vlan isovlan501
UCS-A /eth-storage/vlan # create member-port a 1 2
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port* # exit
UCS-A /eth-storage/vlan* # exit
UCS-A /eth-storage* # scope vlan cvlan502
UCS-A /eth-storage/vlan* # create member-port a 1 2
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port #

コミュニティ VLANの削除
Cisco UCS Managerに、削除するものと同じ VLAN IDを持つネームド VLANが含まれている
場合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリック
インターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプ
ライマリ VLANに必ず再割り当てしてください。

始める前に

ファブリックインターコネクトから VLANを削除する前に、その VLANがすべての vNICと
vNICテンプレートから削除されていることを確認してください。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

（注）

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
151

VLAN

コミュニティ VLANの削除



手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. （任意） UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /eth-uplink # delete community vlan VLAN名
4. UCS-A /eth-uplink # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

イーサネットアップリンクファブリックモードを

開始します。指定されたファブリック（aまたはb）
（任意） UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

からだけネームドVLAN削除するには、このコマン
ドを使用します。

指定されたコミュニティ VLANを削除します。UCS-A /eth-uplink # delete community vlan VLAN名ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、コミュニティ VLANを削除し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # delete commnity vlan vlan203
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #

VLANポート数の表示

手順の概要

1. UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}
2. UCS-A /fabric-interconnect # show vlan-port-count

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトのファブ

リックインターコネクトモードを開始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

VLANポート数を表示します。UCS-A /fabric-interconnect # show vlan-port-countステップ 2
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例

次に、ファブリックインターコネクトAのVLANポート数を表示する例を示します。
UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric-interconnect # show vlan-port-count

VLAN-Port Count:
VLAN-Port Limit Access VLAN-Port Count Border VLAN-Port Count Alloc Status
---------- --------------- ---------------- ----------
6000 3 0 Available

VLANポートカウント最適化
VLANポート数の最適化を使用すると、複数の VLANの状態を単一の内部状態にマッピング
できます。VLANポート数の最適化を有効にすると、Cisco UCS Managerは、ポート VLANメ
ンバーシップに基づいて VLANを論理的にグループ化します。このグループ化により、ポー
ト VLAN数の制限が増加します。VLANポート数の最適化によりさらに VLAN状態が圧縮さ
れ、ファブリックインターコネクトのCPUの負荷が減少します。このCPUの負荷の軽減によ
り、より多くのVLANをより多くの vNICに展開できるようになります。VLANのポート数を
最適化しても、vNIC上の既存の VLAN設定は変更されません。

VLANポート数の最適化は、デフォルトで無効になっています。このオプションは、必要に応
じて有効または無効にできます。

• VLANポート数の最適化を有効にすると、使用可能な VLANポートの数が増加します。
最適化されていない状態でポート VLAN数が VLANの最大数を超えた場合、VLANポー
ト数の最適化を無効にすることはできません。

• VLANポート数の最適化は、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトで
はサポートされていません。

重要

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectでは、PVカウントが 16000を超える場合、VLANポートカ
ウントの最適化が実行されます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectがイーサネットスイッチングモードのとき:

• FIは VLANポートの数の最適化の有効化をサポートしていません

• FIは、EHMモードと同様に、VLANポートの数の最適化が無効に設定されているとき、
16000個の PVをサポートします

次の表は、UCS 6200、6300、Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect上の VLANポート数最適化を
行う PV数の有効化および無効化について説明しています。
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6454 FI6300シリーズ FI6200シリーズ FI

160001600032000VLANポートカウン
トを使用した PVカウ
ントの最適化の無効化

640006400064000VLANポートカウン
トの最適化が有効にさ

れた PVカウント

ポート VLAN数の最適化のイネーブル化

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink# set vlan-port-count-optimization enable
3. UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

VLANポート数の最適化に対し vlanをイネーブルに
します。

UCS-A /eth-uplink# set vlan-port-count-optimization
enable

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink* # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、VLANポート数の最適化をイネーブルにする方法を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # set vlan-port-count-optimization enable
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink#

ポート VLAN数最適化のディセーブル化
ポート VLAN数が最適化されていない状態で使用可能な上限数よりも多くのポート VLANが
ある場合、最適化をディセーブルにできません。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
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2. UCS-A /eth-uplink# set vlan-port-count-optimization disable
3. UCS-A /eth-uplink # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

ポートVLAN数の最適化をディセーブルにします。UCS-A /eth-uplink# set vlan-port-count-optimization
disable

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、ポート VLAN数の最適化をディセーブルにする方法を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # set vlan-port-count-optimization disable
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink#

ポート VLAN数最適化グループの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink# show vlan-port-count-optimization group

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

ポート VLAN数の最適化によりグループ化された
VLANを表示します。

UCS-A /eth-uplink# show vlan-port-count-optimization
group

ステップ 2

例

次の例では、ファブリック aおよび bのポート VLAN数の最適化グループを表示しま
す。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # show vlan-port-count-optimization group
VLAN Port Count Optimization Group:

Fabric ID Group ID VLAN ID
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-------- ------- -------
A 5 6
A 5 7
A 5 8
B 10 100
B 10 101

VLANグループ
VLANグループでは、イーサネットアップリンクポートの VLANを機能別または特定のネッ
トワークに属する VLAN別にグループ化できます。VLANメンバーシップを定義し、そのメ
ンバーシップをファブリックインターコネクト上の複数のイーサネットアップリンクポート

に適用することができます。

Cisco UCS Managerでは、最大 200個のVLANグループをサポートします。200を超えるVLAN
グループを作成していると Cisco UCS Managerで判別すると、VLANの圧縮をディセーブルに
します。

（注）

インバンドおよびアウトオブバンド（OOB）VLANグループを設定し、それを使用してブレー
ドおよびラックサーバの Cisco Integrated Management Interface（CIMC）にアクセスすることが
できます。アップリンクインターフェイスまたはアップリンクポートチャンネルで使用する

ために、Cisco UCS Managerは OOB IPv4とインバンド IPv4および IPv6 VLANグループをサ
ポートしています。

VLANを VLANグループに割り当てた後、VLANグループに対する変更は VLANグループで
設定されたすべてのイーサネットアップリンクポートに適用されます。また、VLANグルー
プによって、分離 VLAN間での VLANの重複を識別することができます。

VLANグループ下にアップリンクポートを設定できます。VLANグループ用にアップリンク
ポートを設定すると、そのアップリンクポートは関連するVLANグループに属しているVLAN
のすべてと、LAN Uplinks Managerを使用するアップリンクに関連付けられている個々のVLAN
（存在する場合）をサポートします。さらに、その VLANグループとの関連付けが選択され
ていないすべてのアップリンクは、VLANグループの一部である VLANのサポートを停止し
ます。

[LAN Cloud]または [LAN Uplinks Manager]から VLANグループを作成できます。

VLANグループの作成

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink.
2. UCS-A# /eth-uplink/ #create vlan-group名前
3. UCS-A# /eth-uplink/ vlan-group#create member-vlanID
4. UCS-A# /eth-uplink/vlan-group #create member-port [member-port-channel] .
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5. UCS-A#/vlan-group* # commit-buffer.

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1

VLANグループ名は大文字と小文字が区別されま
す。

指定された名前で VLANグループを作成します。UCS-A# /eth-uplink/ #create vlan-group名前ステップ 2

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

作成された VLANグループに指定した VLANを追
加します。

UCS-A# /eth-uplink/ vlan-group#create member-vlanIDステップ 3

VLANグループにアップリンクイーサネットポー
トを割り当てます。

UCS-A# /eth-uplink/vlan-group #create member-port
[member-port-channel] .

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A#/vlan-group* # commit-buffer.ステップ 5

例

次に、VLANグループを作成する例を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan-group eng
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-vlan 3
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # commit-buffer
UCS-A /vlan-group #

インバンド VLANグループの作成
インバンドVLANグループを設定し、リモートユーザにインバンドサービスプロファイルを
介したアクセスを提供します。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth uplink
2. UCS-A /eth-uplink # create vlan-groupインバンド VLAN名
3. UCS-A /eth-uplink/vlan-group # create member-vlanインバンド VLAN名インバンド VLAN ID
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4. UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-vlan # exit
5. UCS-A /eth-uplink/vlan-group # create member-portfabricスロット番号ポート番号
6. UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

UCS-A# scope eth uplinkステップ 1

VLANグループを指定された名前で作成し、VLAN
グループコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

UCS-A /eth-uplink # create vlan-groupインバンド
VLAN名

ステップ 2

指定したVLANをVLANグループに追加し、VLAN
グループメンバコンフィギュレーションモードを

開始します。

UCS-A /eth-uplink/vlan-group # create member-vlanイ
ンバンド VLAN名インバンド VLAN ID

ステップ 3

VLANグループメンバコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-vlan # exitステップ 4

指定したファブリックのメンバポートを作成し、ス

ロット番号、およびポート番号を割り当て、メンバ

ポートの設定を開始します。

UCS-A /eth-uplink/vlan-group # create
member-portfabricスロット番号ポート番号

ステップ 5

トランザクションをコミットします。UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例では、inband-vlan-groupという名前の VLANグループを作成し、Inband_VLAN
という名前のグループメンバを作成し、VLAN ID 888を割り当て、ファブリックAと
ファブリック Bのメンバポートを作成し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan-group inband-vlan-group
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-vlan Inband_VLAN 888
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-vlan* # exit
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-port a 1 23
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port* # exit
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-port b 1 23
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port # exit
UCS-A /eth-uplink/vlan-group # exit

次のタスク

インバンドサービスプロファイルにインバンド VLANグループを割り当てます。
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VLANグループの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # show vlan-group

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager組織を入力します。UCS-A# scope orgステップ 1

組織に使用可能なグループを表示します。UCS-A /org # show vlan-groupステップ 2

例

次の例では、ルート組織で使用可能な VLANグループを表示します。
UCS-A# scope org
UCS-A# /org/# show vlan-group
VLAN Group:

Name
----
eng
hr
finance

VLANグループの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink.
2. UCS-A# /eth-uplink/ #delete vlan-group名前
3. UCS-A#/eth-uplink* # commit-buffer.

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1

指定した VLANグループを削除します。UCS-A# /eth-uplink/ #delete vlan-group名前ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A#/eth-uplink* # commit-buffer.ステップ 3
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例

次に、VLANグループを削除する例を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # delete vlan-group eng
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #

予約済みの VLANの変更
このタスクは、予約済みの VLAN IDを変更する方法を説明します。予約済みの VLANの変更
により、既存のネットワーク設定を使用して、Cisco UCS 6200シリーズファブリックインター
コネクトから Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトにより柔軟に送信します。予約
済みの VLANブロックは、デフォルト範囲と競合する既存の適切な Vlanを再設定するのでは
なく、128個の未使用のVLANの連続ブロックを割り当てることで設定可能です。たとえば、
予約済みの VLANを 3912に変更すると、新しい VLANブロック範囲が 3912～ 4039になりま
す。2～ 3915までの開始 IDを持つ 128個の VLAN IDで任意の連続したブロックを選択する
ことができます。予約済みの VLANを変更するには、新しい値を有効にするため 6454ファブ
リックインターコネクトをリロードする必要があります。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink.
2. UCS A #/eth-uplink/#show reserved-vlan。
3. UCS A #/eth-uplink/#scope reserved-vlan
4. UCS-A #/eth-uplink/reserved-vlan #set start-vlan-id [vlan id]。
5. UCS-A# /eth-uplink/reserved-vlan* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1

これには、予約済みの VLAN IDが表示されます。UCS A #/eth-uplink/#show reserved-vlan。ステップ 2

予約済みの VLAN IDの仕様モードを開始します。UCS A #/eth-uplink/#scope reserved-vlanステップ 3

新しい予約済みの VLAN開始 IDを割り当てます。
2～ 3915までの予約済みの VLAN範囲の IDを指定
できます。

UCS-A #/eth-uplink/reserved-vlan #set start-vlan-id [vlan
id]。

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A# /eth-uplink/reserved-vlan* # commit-bufferステップ 5
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例

次の例では、予約済みの VLAN IDを変更する方法を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # show reserved-vlan
UCS-A /eth-uplink/ # scope reserved-vlan
UCS-A /eth-uplink/reserved-vlan # set start-vlan-id 3912
UCS-A /eth-uplink/reserved-vlan/* # commit-buffer

VLAN権限
VLAN権限は、指定した組織および VLANが属するサービスプロファイル組織に基づいて
VLANへのアクセスを制限します。VLAN権限により、サービスプロファイルの vNICに割り
当てることができるVLANのセットも制限されます。VLAN権限はオプションの機能であり、
デフォルトでは無効になっています。この機能は、要件に応じて有効または無効にできます。

この機能を無効にすると、すべての VLANにすべての組織からグローバルでアクセスできる
ようになります。

[LAN] > [LAN Cloud] > [Global Policies] > [Org Permissions]の順で組織権限を有効にすると、
VLANの作成時に、[Create VLANs]ダイアログボックスに [Permitted Orgs for VLAN(s)]オプショ
ンが表示されます。[Org Permissions]を有効にしないと、[Permitted Orgs for VLAN(s)]オプショ
ンは表示されません。

（注）

組織の権限を有効にすると、VLANの組織を指定できます。組織を指定すると、その VLAN
は特定の組織とその構造下にあるすべてのサブ組織で利用可能になります。他の組織のユーザ

は、この VLANにアクセスできません。また、VLANアクセス要件の変更に基づいて VLAN
の権限を随時変更できます。

VLANの組織権限をルートレベルで組織に割り当てると、すべてのサブ組織が VLANにアク
セスできるようになります。ルートレベルで組織権限を割り当てた後で、サブ組織に属する

VLANの権限を変更した場合は、そのVLANはルートレベルの組織で使用できなくなります。

注意

VLAN権限の作成

手順の概要

1. UCS-A# scope org.
2. UCS-A# /org/ #create vlan-permitVLAN権限名
3. UCS-A#/org* # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager VLAN組織を入力します。UCS-A# scope org.ステップ 1

指定されたVLAN権限を作成し、その組織にVLAN
アクセス権限を割り当てます。

UCS-A# /org/ #create vlan-permitVLAN権限名ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A#/org* # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、組織用の VLAN権限を作成する方法を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create vlan-permit dev
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

VLAN権限の表示

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # show vlan-permit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager組織を入力します。UCS-A# scope orgステップ 1

組織で使用可能な権限を表示します。UCS-A /org # show vlan-permitステップ 2

例

次の例では、このVLANにアクセスするための権限を持つVLANグループを表示しま
す。

UCS-A# scope org
UCS-A# /org/# show vlan-permit
VLAN Group:

Name
----
eng
hr
finance

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
162

VLAN

VLAN権限の表示



VLAN権限の削除

手順の概要

1. UCS-A# scope org.
2. UCS-A# /org/ #delete vlan-permitVLAN権限名
3. UCS-A#/org* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager VLAN組織を入力します。UCS-A# scope org.ステップ 1

VLANへのアクセス権を削除します。UCS-A# /org/ #delete vlan-permitVLAN権限名ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A#/org* # commit-bufferステップ 3

例

次に、組織から VLAN権限を削除する例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # delete vlan-permit dev
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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第 6 章

LANピングループ

• LANピングループ（165ページ）
• LANピングループの設定（166ページ）

LANピングループ
Cisco UCSは LANピングループを使用して、サーバ上の vNICから、ファブリックインター
コネクトのアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに、イーサネットトラ

フィックをピン接続します。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管

理できます。

サーバにピン接続を設定するには、LANピングループを vNICポリシーにインクルードする
必要があります。その後、vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファ
イルに取り込まれます。vNICからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して所定
のアップリンクイーサネットポートに進みます。

vNICポリシーを使用してピングループがサーバインターフェイスに割り当てられていない場
合、Cisco UCS Managerはそのサーバインターフェイスからのトラフィック用としてアップリ
ンクイーサネットポートまたはポートチャネルを動的に選択します。この選択は永続的では

ありません。インターフェイスフラップまたはサーバのリブートの後は、そのサーバインター

フェイスからのトラフィックに対して別のアップリンクイーサネットポートまたはポートチャ

ネルが使用される可能性があります。

アップリンクが LANピングループに属している場合、そのアップリンクは所属グループ専用
に予約されているわけではありません。LANピングループを指定していない他の vNICポリ
シーは、動的なアップリンクとしてそのアップリンクを使用できます。

（注）
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LANピングループの設定
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるの
は、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

始める前に

ピングループの設定に使用するポートおよびポートチャネルを設定します。使用できるのは、

LANピングループでアップリンクポートとして設定されているポートおよびポートチャネル
だけです。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # create pin-group pin-group-name
3. （任意） UCS-A /eth-uplink/pin-group # set descr description
4. （任意） UCS-A /eth-uplink/pin-group # set target {a | b | dual} {port slot-num / port-num |

port-channel port-num}
5. UCS-A /eth-uplink/pin-group # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

イーサネット（LAN）ピングループを指定された名
前で作成し、イーサネットアップリンクのピング

ループモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # create pin-group pin-group-nameステップ 2

ピングループに説明を加えます。（任意） UCS-A /eth-uplink/pin-group # set descr
description

ステップ 3

説明にスペース、特殊文字、または句読点

が含まれている場合、説明を引用符で括る

必要があります。引用符は、 show コマン
ド出力の説明フィールドには表示されませ

ん。

（注）

指定されたファブリックとポート、またはファブ

リックとポートチャネルへのイーサネットピンター

ゲットを設定します。

（任意） UCS-A /eth-uplink/pin-group # set target {a
| b | dual} {port slot-num / port-num | port-channel
port-num}

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/pin-group # commit-bufferステップ 5
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例

次の例は、ファブリック Aに pingroup54という名前の LANピングループを作成し、
ピングループに説明を加え、ポートチャネル 28にピングループのターゲットを設定
し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create pin-group pingroup54
UCS-A /eth-uplink/pin-group* # set descr "This is my pin group #54"
UCS-A /eth-uplink/pin-group* # set target a port-channel 28
UCS-A /eth-uplink/pin-group* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/pin-group #

次のタスク

ピングループは、vNICテンプレートにインクルードします。
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第 7 章

MACプール

• MACプール（169ページ）
• MACプールの作成（169ページ）
• MACプールの削除（171ページ）

MACプール
MACプールは、ネットワーク ID（MACアドレス）の集合です。MACアドレスはレイヤ 2環
境では一意で、サーバの vNICに割り当てることができます。サービスプロファイルでMAC
プールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられたサーバで使用できるように

MACアドレスを手動で設定する必要はありません。

マルチテナント機能を実装しているシステムでは、組織階層を使用して、このMACプールが
特定のアプリケーション、またはビジネスサービスだけで使用されるようにすることができま

す。Cisco UCSはプールからMACアドレスを割り当てるために名前解決ポリシーを使用しま
す。

サーバにMACアドレスを割り当てるには、vNICポリシーにMACプールをインクルードする
必要があります。その後、vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファ
イルに取り込まれます。

独自のMACアドレスを指定することもできますし、シスコにより提供されたMACアドレス
のグループを使用することもできます。

MACプールの作成

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create mac-pool mac-プール名
3. （任意） UCS-A /org/mac-pool # set descr説明
4. UCS-A /org/mac-pool # set assignmentorder {default | sequential}
5. UCS-A /org/mac-pool # create block first-mac-addr 最終- MACアドレス
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6. UCS-A /org/mac-pool # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された名前でMACプールを作成し、組織MAC
プールモードを開始します。

UCS-A /org # create mac-pool mac-プール名ステップ 2

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

MACプールの説明を記入します。（任意） UCS-A /org/mac-pool # set descr説明ステップ 3

説明にスペース、特殊文字、または句読点

が含まれている場合、説明を引用符で括る

必要があります。引用符は、showコマン
ド出力の説明フィールドには表示されませ

ん。

（注）

次のいずれかになります。UCS-A /org/mac-pool # set assignmentorder {default |
sequential}

ステップ 4

• default：Cisco UCS Managerはプールからラン
ダム IDを選択します。

• sequential：Cisco UCS Managerはプールから最
も小さい使用可能な IDを選択します。

MACアドレスブロック（範囲）を作成し、組織
MACプールブロックモードを開始します。アドレ

UCS-A /org/mac-pool # create block first-mac-addr
最終- MACアドレス

ステップ 5

ス範囲内の最初と最後のMACアドレスを
nn:nn:nn:nn:nn:nn形式を使用して指定する必要があ
ります。アドレス間はスペースで区切ります。

MACプールには、複数のMACアドレス
ブロックを含めることができます。複数の

MACアドレスブロックを作成するには、
組織MACプールモードから複数の create
blockコマンドを入力します。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/mac-pool # commit-bufferステップ 6
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例

次の例では、pool37という名前のMACプールを作成し、プールに説明を加え、ブロッ
クの最初および最後のMACアドレスを指定してMACアドレスブロックを定義し、
トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mac-pool pool37
UCS-A /org/mac-pool* # set descr "This is my MAC pool"
UCS-A /org/mac-pool* # create block 00:A0:D7:42:00:01 00:A0:D7:42:01:00
UCS-A /org/mac-pool/block* # commit-buffer
UCS-A /org/mac-pool/block #

次のタスク

MACプールは、vNICテンプレートにインクルードします。

MACプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # delete mac-pool pool-name
3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたMACプールを削除します。UCS-A /org # delete mac-pool pool-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3
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例

次に、pool4という名前のMACプールを削除し、トランザクションをコミットする例
を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete mac-pool pool4
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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第 8 章

QoS

• QoS（173ページ）
•システムクラスの設定（175ページ）
• Quality of Serviceポリシーの設定（179ページ）
•フロー制御ポリシーの設定（183ページ）
•低速ドレインの設定（186ページ）

QoS
Cisco UCSは、Quality Of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定す
るためのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制
御ポリシー

QoSシステムクラスに加えられたグローバル QoSの変更によって、すべてのトラフィックに
データプレーンでの中断が短時間発生する可能性があります。このような変更の例を次に示し

ます。

•有効になっているクラスのMTUサイズの変更

•有効になっているクラスのパケットドロップの変更

•有効になっているクラスの CoS値の変更

Quality of Serviceに関するガイドラインと制限事項 Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnect

• Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectすべてのシステムクラスに共有バッファを使
用します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。
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•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断され
ます。次の表は、QoSシステムクラスの変更およびシステムの再起動が引き起こされる
条件を示しています。

FIの再起動ステータスConditionQoSシステムクラスのステー
タス

Yesドロップとドロップなしを切

り替えた場合

イネーブル

Yesイネーブルとディセーブルを

切り替えた場合

ドロップなし

YesMTUサイズを変更した場合イネーブルかつドロップなし

• QoSシステムクラスでの変更により、最初に下位 FIの再起動が行われ、その後プライマ
リ FIの再起動が行われます。

システムポリシーが変更されると、Cisco UCS Managerはファブ
リックインターコネクトの再起動を求めるプロンプトを表示しま

す。

（注）

• show queuing interfaceコマンドはサポートされていません。

Quality of Serviceに関するガイドラインと制限事項 Cisco UCS Mini

• Cisco UCS Miniすべてのシステムクラスに共有バッファを使用します。

• Bronzeクラスは SPANとバッファを共有します。SPANまたは Bronzeクラスを使用する
ことを推奨します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断され
ます。

•イーサネットトラフィックと FCまたは FCoEトラフィックが混在している場合は、帯域
が均等に配分されません。

•同じクラスからの複数のトラフィックストリームが均等に分配されないことがあります。

• FCまたは FCoEのパフォーマンス問題を回避するために、すべての破棄なしポリシーに
同じ CoS値を使用してください。

• Platinumクラスと Goldクラスのみが破棄なしポリシーをサポートしています。

• show queuing interfaceコマンドはサポートされていません。
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システムクラスの設定

システムクラス

Cisco UCSは、Cisco UCSドメイン内のトラフィックすべての処理にデータセンターイーサ
ネット（DCE）を使用します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサ
ネットの帯域幅が8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用
に 2つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Service
（QoS）を設定できます。Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE
帯域幅がどのように割り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約しま

す。これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されま

す。たとえば、[Fibre Channel Priority]システムクラスを設定して、FCoEトラフィックに割り
当てる DCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 6 :システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルのQoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定や

ポリシーを割り当てるために使用できます。

Cisco UCS Miniの場合、パケットのドロップはプラチナクラスと
ゴールドクラスでのみディセーブルにできます。1つの Platinumク
ラスと 1つのGoldクラスのみを no-dropクラスとして同時に設定で
きます。

プラチナ

Gold

Silver

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーン

に対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必

要に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリ

シーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

ベストエフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーン
に対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、

データパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップ

なしポリシーがあります。このシステムクラスをディセーブルには

できません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使
用できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。
他のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値
がある場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル

システムクラスの設定

サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合が
あります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットが
ドロップする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタがサポートする最大MTUは 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタがサポートする最大MTUは 14000です。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope qos
3. UCS A/eth-server/qos # scope eth-classified {bronze |gold |platinum |silver\\
4. UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # enable
5. UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set cos cos値
6. UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set drop {drop | no-drop}
7. UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set mtu {mtu値 | fc | normal}
8. UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set multicast-optimize {no | yes}
9. UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set weight {重み値 | best-effort | none}
10. UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始します。UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

指定されたシステムクラスに対し、イーサネット

サーバQoSイーサネット機密モードを開始します。
UCS A/eth-server/qos # scope eth-classified {bronze
|gold |platinum |silver\\

ステップ 3

指定されたシステムクラスをイネーブルにします。UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # enableステップ 4

指定されたシステムクラスにサービスクラスを指

定します。有効なサービスクラスの値は 0～ 6で
す。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set cos cos値ステップ 5

すべての非ドロップポリシーに対して、

UCSとN5Kで同じCoS値を使用します。
エンドツーエンド PFCが正常に動作する
ことを保証するには、すべての中間スイッ

チで同じ QoSポリシーを設定します。

重要

任意の QoSクラスで CoS値が ０ に設定
されているとき、これはアダプタがベス

トエフォートとQoSクラスに同じキュー
を使用させます。トラフィックの輻輳の

発生時に、ベストエフォートおよびQoS
クラスは、QoSクラスで設定されている
重みを使用する代わりに均等に帯域幅が

共有されます。

（注）

チャネルでパケットをドロップできるかどうか指定

します。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set drop {drop
| no-drop}

ステップ 6

ドロップに変更を保存すると、次の警告

メッセージが表示されます。「Warning:
The operation will cause momentary disruption
to traffic forwarding」

（注）

最大伝送単位（使用されるパケットサイズ）。MTU
の最大値は 9216です。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set mtu {mtu
値 | fc | normal}

ステップ 7

vNICに対応する QoSポリシーがある場
合、ここで指定したMTUは、関連付け
られたQoSシステムクラスで指定された
MTUと同等以下でなければなりません。
このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えている場合、データ転送中
にパケットがドロップされる可能性があ

ります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

MTUに変更を保存すると、次の警告メッセージが
表示されます。「Warning: The operation will cause
momentary disruption to traffic forwarding」

クラスがマルチキャストパケット送信に最適化さ

れるかどうかを指定します。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set
multicast-optimize {no | yes}

ステップ 8

指定されたシステムクラスに対して相対的な重み

値を指定します。有効な重み値は 0～ 10です。
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set weight {重
み値 | best-effort | none}

ステップ 9

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # commit-bufferステップ 10

例

次の例は、プラチナシステムクラスをイネーブルにして、チャネルによるパケットの

ドロップを許可し、サービスクラスを 6に設定して、MTUを normalに設定し、相対
重みを 5に設定して、トランザクションをコミットする方法を示しています。
UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope eth-classified platinum
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # enable
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set drop drop
Warning: The operation will cause momentary disruption to traffic forwarding
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set cos 6
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set mtu normal
Warning: The operation will cause momentary disruption to traffic forwarding
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set weight 5
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #

システムクラスのディセーブル化

QoSポリシーで使用されるシステムクラスを無効にすると、Cisco UCS Managerは QoSポリ
シーで設定されているサーバ上のトラフィック用に、CoS 0に設定されているシステムクラス
を使用します。CoS 0に設定されているシステムクラスがない場合、ベストエフォートシス
テムクラスが使用されます。ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステ

ムクラスはディセーブルにできません。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope qos
3. UCS A/eth-server/qos # scope eth-classified {bronze |gold |platinum |silver\\
4. UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # disable
5. UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始します。UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2

指定されたシステムクラスに対し、イーサネット

サーバQoSイーサネット機密モードを開始します。
UCS A/eth-server/qos # scope eth-classified {bronze
|gold |platinum |silver\\

ステップ 3

指定したシステムクラスをディセーブルにします。UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # disableステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # commit-bufferステップ 5

例

次に、platinumシステムクラスをディセーブルにし、トランザクションをコミットす
る例を示します。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope eth-classified platinum
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # disable
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #

Quality of Serviceポリシーの設定

Quality Of Serviceポリシー
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステ
ムクラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQuality Of
Serviceが決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加
の制御を指定することもできます。

vNICポリシー、または vHBAポリシーに QoSポリシーをインクルードし、その後、このポリ
シーをサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があり
ます。

QoSポリシーの設定

手順の概要

1. Switch-A# scope org組織名

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
179

QoS

Quality of Serviceポリシーの設定



2. Switch-A /org # create qos-policyポリシー名
3. Switch-A /org/qos-policy # create egress-policy
4. Switch-A /org/qos-policy/egress-policy # set host-cos-control {full | none}
5. Switch-A /org/qos-policy/egress-policy # set prioシステムクラス名
6. Switch-A /org/qos-policy/egress-policy # set rate {line-rate | kbps} burstバイト
7. Switch-A /org/qos-policy/egress-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織で組織モードを開始します。デフォル

ト組織モードを開始するには、 org-name に / と入
力します。

Switch-A# scope org組織名ステップ 1

指定したQoSポリシーを作成し、組織QoSポリシー
モードを開始します。

Switch-A /org # create qos-policyポリシー名ステップ 2

QoSポリシーが使用する出力ポリシー（vNICおよ
びvHBAの両方）を作成し、組織QoSポリシーの出
力ポリシーモードを開始します。

Switch-A /org/qos-policy # create egress-policyステップ 3

（任意）ホストと Cisco UCS Managerのどちらが
vNICに対するサービスクラス（CoS）を制御するか

Switch-A /org/qos-policy/egress-policy # set
host-cos-control {full | none}

ステップ 4

を指定します。この設定は、vHBAには影響しませ
ん。

ホストにCoSを制御させるには、 full キーワードを
使用します。パケットに有効なCoS値がある場合、
ホストはその値を使用します。それ以外の場合、指

定されたクラスプライオリティに関連付けられた

CoS値を使用します。指定されたプライオリティに
関連付けられた CoS値を Cisco UCS Managerに使用
させるには、 none キーワードを使用します。

出力ポリシーで使用されるシステムクラスを指定し

ます。sys-class-name引数には、次のいずれかのクラ
スキーワードを指定できます。

Switch-A /org/qos-policy/egress-policy # set prioシス
テムクラス名

ステップ 5

• [Fc]：vHBAトラフィックだけを制御する QoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。

• [Platinum]：vNICトラフィックだけを制御する
QoSポリシーにこのプライオリティを使用しま
す。

• [Gold]：vNICトラフィックだけを制御するQoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

• [Silver]：vNICトラフィックだけを制御するQoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。

• [Bronze]：vNICトラフィックだけを制御する
QoSポリシーにこのプライオリティを使用しま
す。

• [Best Effort]：このプライオリティを使用しない
でください。ベーシックイーサネットトラ

フィックレーンのために予約されています。こ

の優先順位をQoSポリシーに割り当てて、別の
システムクラスをCoS 0に設定した場合、Cisco
UCS Managerはこのシステムクラスのデフォル
トを使用しません。そのトラフィックの CoS 0
でプライオリティがデフォルトに戻ります。

想定されるトラフィックの平均レートを指定しま

す。このレートを下回るトラフィックは、常に準拠

Switch-A /org/qos-policy/egress-policy # set rate
{line-rate | kbps} burstバイト

ステップ 6

です。デフォルトは line-rateで、値 10,000,000に等
しいラインレートです。最小値は 8で、最大値は
40,000,000です。

レート制限は、Cisco UCS VIC-1240仮想インター
フェイスカードおよび Cisco UCS VIC-1280仮想イ
ンターフェイスカードの vNICでのみサポートされ
ます。Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカー
ドは、vNICおよびvHBA両方のレート制限をサポー
トします。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

Switch-A /org/qos-policy/egress-policy # commit-bufferステップ 7

例

次の例は、vNICトラフィックの QoSポリシーを作成し、プラチナシステムクラスを
割り当てて出力ポリシーのレート制限（トラフィックレートとバーストサイズ）を設

定し、トランザクションをコミットします。

Switch-A# scope org /
Switch-A /org # create qos-policy VnicPolicy34
Switch-A /org/qos-policy* # create egress-policy
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set prio platinum
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set rate 5000000 burst 65000
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # commit-buffer
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #
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次の例は、vHBAトラフィックの QoSポリシーを作成し、fc（ファイバチャネル）シ
ステムクラスを割り当てて出力ポリシーのレート制限（トラフィックレートとバース

トサイズ）を設定し、トランザクションをコミットします。

Switch-A# scope org /
Switch-A /org # create qos-policy VhbaPolicy12
Switch-A /org/qos-policy* # create egress-policy
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set prio fc
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set rate 5000000 burst 65000
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # commit-buffer
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #

次のタスク

QoSポリシーは、vNICまたは vHBAテンプレートにインクルードします。

QoSポリシーの削除
使用中の QoSポリシーを削除した場合、または QoSポリシーで使用されているシステムクラ
スをディセーブルにした場合、このQoSポリシーを使用している vNICと vHBAはすべて、ベ
ストエフォートシステムクラスまたはCoSが 0のシステムクラスに割り当てられます。マル
チテナンシ―を実装しているシステムでは、Cisco UCS Managerはまず、その組織階層から一
致する QoSポリシーを見つけようとします。

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # delete qos-policy policy-name
3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、org-nameに /と入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された QoSポリシーを削除します。UCS-A /org # delete qos-policy policy-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次の例は、QosPolicy34という名前の QoSポリシーを削除し、トランザクションをコ
ミットします。
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UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete qos-policy QosPolicy34
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイ
ンのアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信する
かどうかを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒

間、送信側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするに
は、両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要

があります。CiscoUCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリン

クイーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒

有効になった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アッ

プリンクイーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。

ネットワークポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップ

リンクポートで停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポー

ズフレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの設定

始める前に

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、

フロー制御ポーズフレームに対する送信設定をポリシーで有効にした場合は、必ず、ネット

ワークポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。Cisco UCSポートでフロー
制御フレームを受信する場合には、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desire
に設定されていることを確認してください。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネット

ワークポートの受信パラメータと送信パラメータを offに設定できます。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
3. UCS-A /eth-uplink/flow-control # create policy ポリシー名
4. UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # set prio プライオリティオプション
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5. UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # set receive 受信オプション

6. UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # set send 送信オプション

7. UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

イーサネットアップリンクフロー制御モードを開

始します。

UCS-A /eth-uplink # scope flow-controlステップ 2

指定されたフロー制御ポリシーを作成します。UCS-A /eth-uplink/flow-control # create policy ポリ
シー名

ステップ 3

次のフロー制御プライオリティオプションのいずれ

かを指定します。

UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # set prio プラ

イオリティオプション

ステップ 4

• auto：PPPがこのファブリックインターコネク
トで使用されるかどうか、Cisco UCSシステム
とネットワークがネゴシエートします。

• on：このファブリックインターコネクト上で
PPPが有効にされます。

次のフロー制御受信オプションのいずれかを指定し

ます。

UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # set receive
受信オプション

ステップ 5

• off：ネットワークからのポーズ要求は無視さ
れ、トラフィックフローは通常どおり継続しま

す。

• on：ポーズ要求に従い、そのアップリンクポー
ト上のすべてのトラフィックは、ネットワーク

でポーズ要求が取り消されるまで停止されま

す。

次のフロー制御送信オプションのいずれかを指定し

ます。

UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # set send 送信

オプション

ステップ 6

• off：パケット負荷に関係なくポート上のトラ
フィックが通常どおり流れます。

• on：着信パケットレートが非常に高くなる場
合に、Cisco UCSシステムがポーズ要求をネッ
トワークに送信します。ポーズは数ミリ秒有効

になった後、通常のレベルにリセットされま

す。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # commit-bufferステップ 7

例

次の例は、フロー制御ポリシーを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
UCS-A /eth-uplink/flow-control # create policy FlowControlPolicy23
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set prio auto
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set receive on
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set send on
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy #

次のタスク

フロー制御ポリシーと、アップリンクイーサネットポート、またはポートチャネルを関連付

けます。

フロー制御ポリシーの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
3. UCS-A /eth-uplink/flow-control # delete policy ポリシー名
4. UCS-A /eth-uplink/flow-control # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

イーサネットアップリンクフロー制御モードを開

始します。

UCS-A /eth-uplink # scope flow-controlステップ 2

指定されたフロー制御ポリシーを削除します。UCS-A /eth-uplink/flow-control # delete policy ポリ
シー名

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/flow-control # commit-bufferステップ 4
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例

次の例は、FlowControlPolicy23という名前のフロー制御ポリシーを削除し、トランザ
クションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
UCS-A /eth-uplink/flow-control # delete policy FlowControlPolicy23
UCS-A /eth-uplink/flow-control* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/flow-control #

低速ドレインの設定

QoS低速ドレインデバイスの検出と緩和
ファブリックのエンドデバイス間のすべてのデータトラフィックは、ファイバチャネルのサー

ビスで行われ、リンクレベル、ホップごとベース、バッファ間のフロー制御が使用されます。

これらのサービスクラスは、エンドツーエンドフロー制御をサポートしません。ファブリッ

クに低速デバイスが接続されている場合、エンドデバイスは設定またはネゴシエーションされ

たレートのフレームを受け入れません。低速デバイスにより、これらのデバイスを宛先とする

トラフィックで（Inter-Switch Link）ISLクレジット不足が発生し、リンクが輻輳します。クレ
ジット不足は、宛先デバイスで低速ドレインが発生していなくても、ファブリック内の同じ

ISLリンクを使用する無関係なフローに影響します。

同様に、エンドホストモードで、ファブリックインターコネクトに直接接続されているサー

バが低速でトラフィックを受信する場合、他のサーバで共有されるアップリンクポートで輻輳

が発生する場合があります。低速のサーバがFEX/IOMのHIFポートに接続されている場合は、
ファブリックポートおよび/またはアップリンクポートを輻輳させる可能性があります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)には、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトで
QoS低速ドレインの検出と緩和機能が導入されています。この機能は、ネットワークで輻輳を
引き起こしている低速ドレインデバイスを検出することを可能にするさまざまな機能拡張を行

い、さらに輻輳回避も提供します。機能拡張は、主に低速ドレインデバイスに接続されるエッ

ジポートとコアポートにあります。これは、ISLの閉塞を引き起こしている低速ドレインデバ
イスが原因でフレームがエッジポートに残ることを最小限に抑えるために行われます。この閉

塞状態を回避するか、最小限に抑えるためには、ポートのフレームタイムアウトを短くするよ

うに設定できます。フレームタイムアウト値を小さくすることにより、エッジポートで実際

にタイムアウトになる時間より早くパケットがドロップされるため、ファブリックに影響する

低速ドレイン状態が軽減されます。この機能は、ISLのバッファ領域を解放し、低速ドレイン
状態が発生していない他の無関係なフローが使用できるようにします。

このリリースでは、低速ドレインの検出と緩和は、次のポートでサポートされます。

• FCoE

•バックプレーン
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低速ドレイン検出の設定

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope qos
3. UCS A/eth-server/qos # scope slow-drain
4. UCS A/eth-server/qos/slow-drain #set fcoe-admin-state {disable |enable}
5. UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始します。UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2

イーサネットサーバ QoS低速ドレインモードを開
始します。

UCS A/eth-server/qos # scope slow-drainステップ 3

FCoE管理状態を次のいずれかに設定します。UCS A/eth-server/qos/slow-drain #set fcoe-admin-state
{disable |enable}

ステップ 4

• disable—低速ドレインの検出が無効になってい
ます

• enable—低速ドレインの検出が有効になってい
ます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、FCoEポートでの低速ドレインの検出を有効にし、トランザクションをコ
ミットします。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope slow-drain
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain # set fcoe-admin-state enable
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain #
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低速ドレインタイマーの設定

低速ドレインタイムアウトタイマーを設定する際に、使用可能な値のリストからタイムアウ

ト値を選択できます。カスタムのタイムアウト値を設定することはできません。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope qos
3. UCS A/eth-server/qos # scope slow-drain
4. UCS A/eth-server/qos/slow-drain #set core-port-timer {100 |200 |300 |400 |500 |600 |700 |800 |900

|1000}
5. UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* #set edge-port-timer {100 |200 |300 |400 |500 |600 |700 |800

|900 |1000}
6. UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* #set backplane-port-timer { 200 |300 |400 |500 |600 |700 |800

|900 |1000}
7. UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始します。UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2

イーサネットサーバ QoS低速ドレインモードを開
始します。

UCS A/eth-server/qos # scope slow-drainステップ 3

リストされている値のいずれかにコア FCoEポート
のタイムアウトを設定します。

UCS A/eth-server/qos/slow-drain #set core-port-timer
{100 |200 |300 |400 |500 |600 |700 |800 |900 |1000}

ステップ 4

デフォルトのタイムアウト値は 500 msです。

リストされている値のいずれかにエッジ FCoEポー
トのタイムアウトを設定します。

UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* #set edge-port-timer
{100 |200 |300 |400 |500 |600 |700 |800 |900 |1000}

ステップ 5

デフォルトのタイムアウト値は 500 msです。

リストされている値のいずれかにバックプレーン

ポートのタイムアウトを設定します。

UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* #set
backplane-port-timer { 200 |300 |400 |500 |600 |700 |800
|900 |1000}

ステップ 6

デフォルトのタイムアウト値は 1000 msです。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # commit-bufferステップ 7
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例

次の例では、低速ドレインタイマーを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope slow-drain
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain # set core-port-timer 500
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # set edge-port-timer 500
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # set backplane-port-timer 1000
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain #

低速ドレインの設定の表示

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-server
2. UCS-A /eth-server # scope qos
3. UCS A/eth-server/qos # show slow-drain

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始します。UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2

QoS低速ドレイン設定を表示します。UCS A/eth-server/qos # show slow-drainステップ 3

例

次の例では、低速ドレイン設定が表示されます。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # show slow-drain

QoS Slow Drain:
Admin State for QoS Slow Drain for Physical FCoE Ports: Enabled
QoS Slow Drain: Timer value for Core Physical FCoE Ports: 100
QoS Slow Drain: Timer value for Edge Physical FCoE Ports: 100
QoS Slow Drain: Timer value for Backplane Ports: 1000

UCS-A /eth-server/qos #
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第 9 章

ポートセキュリティ

•ポートセキュリティの概要（191ページ）
•ポートセキュリティ違反（192ページ）
• UCS 6454でファブリックインターコネクトのポートセキュリティに関するガイドライン
（193ページ）

•ポートセキュリティの設定（193ページ）

ポートセキュリティの概要
ポートセキュリティ機能を使用して、このポートへのアクセスを許可されたワークステーショ

ンのMACアドレスを制限し、明らかにすることにより、インターフェイスへの入力を制限す
ることができます。これは、各インターフェイスのMACアドレスの格納を学習し、制御する
のに役立ちます。ハブやスイッチなどのプラグインされている CAMオーバーフロー攻撃や不
正な機器から保護するために使用されます。ポートセキュリティ対応ポートはセキュアポート

と呼ばれ、そのポートで許可されるMACアドレスはセキュアMACアドレスと呼ばれます。
セキュアポートにセキュアMACアドレスを割り当てると、ポートは定義済みのアドレスのグ
ループ外の送信元アドレスを持つパケットを転送しません。セキュアMACアドレス数を 1つ
に制限し、単一のセキュアMACアドレスをセキュアなMACアドレスに割り当てると、その
ポートに接続されたワークステーションに、ポートの帯域幅全体が保証されます。

ポートに最大セキュアなMACアドレス数を設定すると、セキュアなアMACアドレスを次の
いずれかの方法でアドレステーブルに含めることができます。

•すべてのセキュアMACアドレスを、switchport port-security mac-address mac_addressイン
ターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して設定します。

•接続されているデバイスのMACアドレスで、ポートがセキュアMACアドレスをダイナ
ミックに設定できるようにします。

•多数のアドレスを設定し、残りのアドレスはダイナミックに設定されるように指定しま
す。
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ポートがシャットダウンされると、ダイナミックに学習されたア

ドレスはすべて削除されます。

（注）

• MACアドレスをステッキ―に設定します。MACアドレスは動的に学習されるか、または
手動で設定され、アドレステーブル内に格納され、実行コンフィギュレーションに追加さ

れます。これらのアドレスをコンフィギュレーションファイルに保存した場合は、スイッ

チを再起動しても、インターフェイスはダイナミックにこれらのアドレスを再学習する必

要がありません。スティッキセキュアアドレスを手動で設定することもできますが、推

奨しません。

MACラーニング

インターフェイスでポートセキュリティが有効になり、新しいMACアドレスがインターフェ
イスに表示された後で、新しいMACアドレスのセキュリティの検証が行われます。この検証
に基づいて、MACアドレスはアドレステーブルに追加されます -通常のエントリまたはドロッ
プエントリとしてのいずれか。

ポートセキュリティ違反
次のいずれかの場合に、ポートセキュリティ違反が発生します。

•ポートセキュリティは、セキュアMACアドレスがセキュアポートで最大数に達した場
合に、識別されたどのセキュアMACアドレスとも入力トラフィックの送信元MACアド
レスが異なると、設定された違反モードを適用します。

•あるセキュアポートで設定または学習されたセキュアMACアドレスを持つトラフィック
が、同一VLAN内の別のセキュアポートにアクセスしようとすると、ポートセキュリティ
が設定された違反モードを適用します。これは、MAC移動違反とも呼ばれる。

ポートセキュリティの3つの違反アクションがあります。これらのいずれかの違反アクション
に対してポートを設定できます。

• Shutdown—ポートセキュリティ違反が発生すると、ポートがただちにシャットダウンし
ます。

• Restrict—ポートのセキュリティ違反が発生すると、データが制限され、SecurityViolation
カウンタの値が増加し、SNMPトラップが生成されます。制限アクションでは、10回の違
反の後に、学習がポートで無効になります。制限は、ポートセキュリティ違反のデフォル

トの動作です。

• Protect—ポートセキュリティ違反では、未知のMACアドレスからのデータをドロップさ
せます。SecurityViolationカウンタは増分されず、SNMPトラップを生成できません。
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UCS 6454でファブリックインターコネクトのポートセ
キュリティに関するガイドライン

次のガイドラインは、UCS6454ファブリックインターコネクトのポートにポートセキュリティ
を設定するときに適用されます。

•ポートセキュリティは、NIVポートでのみ設定できます。BIFポートではサポートされま
せん。

• VLANごとに 1つのMACアドレスのみが、NIVポートに対してセキュリティで保護する
ことができます。

•仮想インターフェイスでポートセキュリティ違反の制限は、デフォルトの違反アクション
です。

• 10回の違反の後に、MACラーニングはセキュアポートで無効になっています。

•セキュアなMACアドレスは、エージアウトすることはありません。

•設定できる最大数のセキュアMACアドレスは次の通りです。

•デバイス上—ポートごとの 1つのMACアドレスに加えて、最大 8000のセキュアな
MACアドレス

•インターフェイス—インターフェイスごとの最大 1000のMACアドレス

• VLAN — VLANのポートあたり 1つのセキュアMACアドレスのみ

ポートセキュリティの設定
ポートにアクセスできるステーションのMACアドレスを制限および識別することにより、こ
のポートを通過するトラフィックを制限するには、次の作業を行います。

手順の概要

1. switch(config)# interface interface_id
2. switch(config-if)# switchport mode access
3. switch(config-if)# [no] switchport port-security
4. switch(config-if)# switchport port-security maximum value
5. switch(config-if)# switchport port-security violation {restrict | shutdown | protect}
6. switch(config-if)# switchport port-security mac-address mac_address

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
193

ポートセキュリティ

UCS 6454でファブリックインターコネクトのポートセキュリティに関するガイドライン



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

インターフェイス設定モードを開始します。switch(config)# interface interface_idステップ 1

インターフェイスモードを accessに設定します。デ
フォルトモード（dynamic desirable）のインターフェ
イスをセキュアポートに設定できません。

switch(config-if)# switchport mode accessステップ 2

インターフェイス上でポートセキュリティをイネー

ブルにします。

switch(config-if)# [no] switchport port-securityステップ 3

セキュアポートではないデフォルトの状態にイン

ターフェイスを戻すには、no switchport port-security
インターフェイス設定コマンドを使用します。

インターフェイスのセキュアMACアドレスの最大
数を設定します。指定できる範囲は1～1000です。

switch(config-if)# switchport port-security maximum
value

ステップ 4

インターフェイスのセキュアMACアドレス数をデ
フォルトに戻すには、no switchport port-security
maximum valueインターフェイス設定コマンドを使
用します。

セキュリティ違反が検出された場合に実行するアク

ションを設定します。次のいずれかの処理を選択で

きます。

switch(config-if)# switchport port-security violation
{restrict | shutdown | protect}

ステップ 5

• Shutdown—ポートセキュリティ違反が発生す
ると、ポートがただちにシャットダウンしま

す。

• Restrict—ポートのセキュリティ違反が発生する
と、データが制限され、SecurityViolationカウン
タの値が増加し、SNMPトラップが生成されま
す。制限アクションでは、10回の違反の後に、
学習がポートで無効になります。制限は、ポー

トセキュリティ違反のデフォルトの動作です。

• Protect—ポートセキュリティ違反では、未知の
MACアドレスからのデータをドロップさせま
す。SecurityViolationカウンタは増分されず、
SNMPトラップを生成できません。

違反モードをデフォルト状態（shutdownモード）に
戻すには、no switchport port-security violation {restrict|
shutdown | protect}インターフェイス設定コマンドを
使用します。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのセキュアMACアドレスを入力
しますこのコマンドを使用すると、最大数のセキュ

switch(config-if)# switchport port-securitymac-address
mac_address

ステップ 6

アMACアドレスを入力できます。設定したセキュ
アMACアドレスが最大数より少ない場合、残りの
MACアドレスは動的に学習されます。

アドレステーブルから特定のMACアドレスを削除
するには、no switchport port-security mac-address
mac_addressインターフェイス設定コマンドを使用
します。
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第 10 章

アップストリーム分離レイヤ2ネットワー
ク

•アップストリーム分離レイヤ 2ネットワーク（197ページ）
•アップストリーム分離 L2ネットワークの設定に関するガイドライン（198ページ）
•アップストリーム分離 L2ネットワークのピン接続の考慮事項（200ページ）
•アップストリーム分離 L2ネットワーク用の Cisco UCSの設定（202ページ）
• VLANへのポートおよびポートチャネルの割り当て（203ページ）
• VLANからのポートおよびポートチャネルの削除 （204ページ）
• VLANに割り当てられたポートおよびポートチャネルの表示（206ページ）

アップストリーム分離レイヤ 2ネットワーク
接続はしないものの、同一のCisco UCSドメイン内に存在するサーバや仮想マシンがアクセス
する必要がある 2つ以上のイーサネットクラウドがある場合、レイヤ 2ネットワークのアップ
ストリーム分離（分離L2ネットワーク）が必要です。たとえば、次のいずれかが必要な場合、
分離 L2ネットワークを設定できます。

•パブリックネットワークおよびバックアップネットワークにアクセスするサーバまたは
仮想マシン

•マルチテナントシステムでは、同じ Cisco UCSドメイン内に複数のカスタマー用のサー
バまたは仮想マシンが存在しており、それらは両方のカスタマーのために L2ネットワー
クにアクセスする必要があります。

デフォルトでは、Cisco UCS内のデータトラフィックは相互包含の原則で動作します。VLAN
およびアップストリームネットワークへのトラフィックはすべて、すべてのアップリンクポー

トとポートチャネルで伝送されます。アップストリーム分離レイヤ2ネットワークをサポート
していないリリースからアップグレードする場合は、VLANに適切なアップリンクインター
フェイスを割り当てる必要があります。これを行わないと、VLANへのトラフィックがすべて
のアップリンクポートとポートチャネルに流れ続けます。

（注）
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分離L2ネットワークのコンフィギュレーションは、選択的排除の原則で動作します。分離ネッ
トワークの一部として指定された VLANへのトラフィックは、その VLANに特別に割り当て
られたポートチャネルまたはアップリンクイーサネットポートだけを移動でき、他のすべて

のアップリンクポートおよびポートチャネルから選択的に除外されます。ただし、アップリ

ンクイーサネットポートまたはポートチャネルが特別に割り当てられていないVLANへのト
ラフィックは、分離 L2ネットワークへのトラフィックを伝送するものを含め、すべてのアッ
プリンクポートまたはポートチャネルを移動できます。

Cisco UCSでは、VLANがアップストリームの分離 L2ネットワークを表します。分離 L2ネッ
トワーク向けのネットワークトポロジを設計する際は、アップリンクインターフェイスを

VLANに割り当て、逆にならないようにする必要があります。

サポートされているアップストリーム分離L2ネットワークの最大数については、『CiscoUCS
Configuration Limits for Cisco UCS Manager Guide』を参照してください。

アップストリーム分離L2ネットワークの設定に関するガ
イドライン

アップストリーム分離L2ネットワークの設定を計画する際は、次の事項を考慮してください。

イーサネットスイッチングモードはエンドホストモードでなければならない

Cisco UCSは、ファブリックインターコネクトのイーサネットスイッチングモードがエンド
ホストモードに設定された場合にのみ、分離 L2ネットワークをサポートします。ファブリッ
クインターコネクトのイーサネットスイッチングモードがスイッチモードの場合、分離 L2
ネットワークに接続できません。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)以降では、イーサネットとファイバチャネルスイッチング
モードを Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectでサポートしています。

（注）

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ用
に設定されている場合は、両方のファブリックインターコネクトに同じ VLANセットを設定
することを推奨します。

VLANの有効基準はアップリンクイーサネットポートとポートチャネルで同一

分離 L2ネットワークで使用する VLANは、アップリンクイーサネットポートまたはアップ
リンクイーサネットポートチャネル用に設定して、割り当てる必要があります。ポートまた

はポートチャネルに VLANが含まれていない場合、Cisco UCS Managerは VLANが無効であ
ると見なし、次の作業を行います。

•サーバの [Status Details]領域に設定に関する警告を表示します。
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•ポートまたはポートチャネルの設定を無視し、その VLANのすべてのトラフィックをド
ロップします。

有効基準はアップリンクイーサネットポートとアップリンクイーサネットポートチャネルで

同一です。Cisco UCS Managerに差異はありません。
（注）

重複 VLANはサポート対象外

Cisco UCSは、分離 L2ネットワーク内の重複 VLANをサポートしません。各 VLANが 1つの
アップストリーム分離 L2ドメインだけに接続するようにする必要があります。

各 vNICは 1つの分離 L2ネットワークとのみ通信できる

1つの vNICは 1つの分離 L2ネットワークとのみ通信できます。サーバが複数の分離 L2ネッ
トワークと通信する必要がある場合は、それらのネットワークにそれぞれ vNICを設定する必
要があります。

複数の分離 L2ネットワークと通信するには、2つ以上の vNICをサポートする Cisco VICアダ
プタをサーバに搭載する必要があります。

アプライアンスポートにはアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルと同じ

VLANを設定する必要がある

分離 L2ネットワークと通信するアプライアンスポートは、最低 1個のアップリンクイーサ
ネットポートまたはポートチャネルが同じネットワーク内にあり、アプライアンスポートで

使用される VLANに割り当てられるようにする必要があります。Cisco UCS Managerがアプラ
イアンスポートのトラフィックを伝送するすべての VLANを含むアップリンクイーサネット
ポートまたはポートチャネルを識別できない場合、アプライアンスポートにはピン接続障害

が発生し、ダウン状態になります。

たとえば、Cisco UCSドメインには、IDが 500、名前が vlan500のグローバル VLANが含まれ
ています。vlan500はアップリンクイーサネットポートでグローバルVLANとして作成されま
す。ただし、Cisco UCS ManagerはアプライアンスポートにこのVLANを伝播しません。vlan500
をアプライアンスポートに設定するには、IDが 500で vlan500という名前を持つ別の VLAN
をアプライアンスポートに作成する必要があります。この複製 VLANは、Cisco UCS Manager
GUIの [LAN]タブの [Appliances]ノード、または Cisco UCS Manager CLI内の eth-storageス
コープで作成できます。VLANの重複チェックを求めるプロンプトが表示されたら、重複を受
け入れると、Cisco UCS Managerは機器のポートの複製 VLANを作成します。

デフォルトの VLAN 1はアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルで明示的に設
定できない

Cisco UCS Managerは、暗黙的にすべてのアップリンクポートおよびポートチャネルにデフォ
ルトVLAN 1を割り当てます。他のVLANを設定しない場合でも、Cisco UCSはデフォルトの
VLAN 1を使用してすべてのアップリンクポートおよびポートチャネルへのデータトラフィッ
クを扱います。
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Cisco UCSドメインの VLANの設定後、デフォルト VLAN 1はすべてのアップリンクポート
とポートチャネルとして暗黙的に残ります。デフォルトの VLAN 1は、アップリンクポート
やポートチャネルに明示的に割り当てることができず、それらから削除することもできませ

ん。

（注）

特定のポートまたはポートチャネルにデフォルト VLAN 1を割り当てようとすると、Cisco
UCS Managerは Update Failed障害を生成します。

したがって、Cisco UCSドメインに分離 L2ネットワークを設定する場合は、そのサーバへの
すべてのデータトラフィックをすべてのアップリンクイーサネットポートとポートチャネル

で伝送し、すべてのアップストリームネットワークに送信するのでない限り、どの vNICにも
デフォルト VLAN 1を設定しないでください。

両方の FIの VLANを同時に割り当てる必要がある

グローバル VLANにポートを割り当てると、両方のファブリックインターコネクトの VLAN
に明示的に割り当てられていないすべてのポートからVLANが削除されます。両方のFIのポー
トを同時に設定する必要があります。1番目の FIにのみポートを設定すると、2番目の FIの
トラフィックが中断されます。

アップストリーム分離L2ネットワークのピン接続の考慮
事項

アップストリーム分離 L2ネットワークと通信するには、ピン接続を適切に設定する必要があ
ります。ソフトピン接続またはハードピン接続のどちらを実装しているかにかかわらず、VLAN
メンバーシップが一致しないと、1つ以上の VLANのトラフィックがドロップされます。

ソフトピン接続

ソフトピン接続は Cisco UCSでのデフォルト動作です。ソフトピン接続を実装する場合は、
LANピングループを作成して vNICのピンターゲットを指定する必要はありません。代わり
に、Cisco UCS Managerは VLANメンバーシップ条件に応じて vNICをアップリンクイーサ
ネットポートまたはポートチャネルにピン接続します。

ソフトピン接続を使用すると、Cisco UCS Managerは vNICからすべてのアップリンクイーサ
ネットポートおよびポートチャネルのVLANメンバーシップに向けたデータトラフィックを
検証します。分離 L2ネットワークを設定してある場合、Cisco UCS Managerは vNIC上のすべ
てのVLANに割り当てられたアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルを検出
できる必要があります。アップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルが vNICの
すべての VLANで設定されていない場合、Cisco UCS Managerは次の動作を実行します。

•リンクをダウンさせます。

• vNICのすべての VLANのトラフィックをドロップします。
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•次のエラーを発生させます。

• Link Down

• VIF Down

Cisco UCS Managerは、VLAN設定についてのエラーや警告は発生させません。

たとえば、サーバ上のvNICにVLAN 101、102、103が設定されているとします。インターフェ
イス 1/3がVLAN 102にだけ割り当てられています。インターフェイス 1/1および 1/2はVLAN
に明示的に割り当てられていないため、VLAN 101と 103のトラフィックで利用できます。こ
の設定の結果として、Cisco UCSドメインは vNICが設定された 3つの VLANすべてへのトラ
フィックを伝送可能な境界ポートインターフェイスを含みません。その結果、CiscoUCSManager
は vNICをダウンさせ、vNICの 3つのVLANすべてのトラフィックをドロップし、Link Down
および VIF Downエラーを発生させます。

ハードピン接続

ハードピン接続は、LANピングループを使用して、分離L2ネットワーク用のトラフィックに
ピン接続ターゲットを指定した場合に発生します。また、ピン接続ターゲットであるアップリ

ンクイーサネットポートやポートチャネルが、適切な分離 L2ネットワークと通信できるよ
うに設定されている必要があります。

ハードピン接続を使用すると、Cisco UCS Managerは vNICからすべてのアップリンクイーサ
ネットポートおよびポートチャネルのVLANメンバーシップに向けたデータトラフィックを
検証し、LANピングループ設定に VLANとアップリンクイーサネットポートまたはポート
チャネルが含まれているかどうかを検証します。検証がいずれかの時点で失敗した場合、Cisco
UCS Managerは次の動作を実行します。

•重大度が「警告」の Pinning VLAN Mismatchエラーを発生させます。

• VLANへのトラフィックをドロップします。

•他の VLANへのトラフィックが継続して流れるようにするため、リンクはダウンさせま
せん。

たとえば、VLAN 177を使用するアップストリーム分離 L2ネットワークにハードピン接続を
設定する場合は、次の手順を実行します。

•分離L2ネットワークへのトラフィックを伝送するアップリンクイーサネットポートまた
はポートチャネルを持つ LANピングループを作成します。

•サービスプロファイルで、VLAN 177と LANピングループを持つ少なくとも 1つの vNIC
を設定します。

• LANピングループに含まれるアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネル
に VLAN 177を割り当てます

この設定が前述の 3つのポイントのいずれかで失敗した場合、Cisco UCS ManagerはVLAN 177
へのVLANミスマッチについて警告し、そのVLANへのトラフィックだけをドロップします。
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ソフトピン接続の設定が変更され、その結果、vNIC VLANが分離L2アップリンクで解決され
なくなった場合は、警告ダイアログボックスが表示されます。警告ダイアログボックスでは、

設定の続行または取り消しを選択できます。不適切な設定を続行すると、サーバのトラフィッ

クパフォーマンスが低下します。

（注）

アップストリーム分離 L2ネットワーク用の Cisco UCSの
設定

アップストリーム分離 L2ネットワークと接続する Cisco UCSドメインを設定する場合、次の
すべてのステップを完了する必要があります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)以降では、イーサネットとファイバチャネルスイッチング
モードを Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectでサポートしています。

（注）

始める前に

この設定を開始する前に、分離 L2ネットワーク設定をサポートするために、ファブリックイ
ンターコネクトのポートが適切にケーブル接続されていることを確認します。

手順の概要

1. イーサネットエンドホストモードの両方のファブリックインターコネクトに対しイーサ

ネットスイッチングモードを設定します。

2. 分離 L2ネットワークのトラフィックを伝送するために必要なポートおよびポートチャネ
ルを設定します。

3. （任意）該当するアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルのトラフィッ

クをピン接続するために必要な LANピングループを設定します。
4. 1つ以上の VLANを作成します。
5. 分離 L2ネットワークの VLANに目的のポートまたはポートチャネルを割り当てます。
6. 分離 L2ネットワークと通信する必要があるすべてのサーバのサービスプロファイルに、
正しい LAN接続設定が含まれていることを確認します。この設定によって、vNICは適切
な VLANにトラフィックを送信できるようになります。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSがアップストリーム分離L2ネットワーク
と通信できるようにするために、イーサネットス

イーサネットエンドホストモードの両方のファブ

リックインターコネクトに対しイーサネットスイッ

チングモードを設定します。

ステップ 1

イッチングモードはエンドホストモードである必
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目的コマンドまたはアクション

要があります。LANポートおよびポートチャネル
（29ページ）を参照してください。

分離 L2ネットワークのトラフィックを伝送するた
めに必要なポートおよびポートチャネルを設定しま

す。

ステップ 2

LANピングループの設定（166ページ）を参照して
ください。

（任意）該当するアップリンクイーサネットポー

トまたはポートチャネルのトラフィックをピン接続

するために必要なLANピングループを設定します。

ステップ 3

これらはネームドVLANまたはプライベートVLAN
にすることができます。クラスタ設定では、両方の

1つ以上の VLANを作成します。ステップ 4

ファブリックインターコネクトからアクセスできる

VLANを作成することをお勧めします。VLAN（127
ページ）およびアップストリーム分離レイヤ 2ネッ
トワーク（197ページ）を参照してください。

このステップが完了すると、それらのVLANのトラ
フィックは、割り当てられたポートまたはポート

分離 L2ネットワークの VLANに目的のポートまた
はポートチャネルを割り当てます。

ステップ 5

チャネル（またはその両方）のトランクを介して送

信されます。

この設定は、1つ以上の vNICテンプレートを使用
して完了させるか、サービスプロファイルのネット

分離 L2ネットワークと通信する必要があるすべて
のサーバのサービスプロファイルに、正しい LAN

ステップ 6

ワークオプションを設定するときに完了させること接続設定が含まれていることを確認します。この設

ができます。vNICテンプレートおよびサービスプ定によって、vNICは適切な VLANにトラフィック
を送信できるようになります。 ロファイルの詳細については、『CiscoUCSManager

Storage Management Guide』を参照してください。

VLANへのポートおよびポートチャネルの割り当て

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope vlan VLAN名
3. UCS-A /eth-uplink/vlan # create member-port fabric-interconnect slot-id port-id
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # create member-port-channel fabric-interconnect member-port-chan-id
5. UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したVLANでイーサネットアップリンクVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan VLAN名ステップ 2

指定されたアップリンクイーサネットポートに指

定した VLANを割り当てます。
UCS-A /eth-uplink/vlan # create member-port
fabric-interconnect slot-id port-id

ステップ 3

指定されたアップリンクイーサネットポートチャ

ネルに指定された VLANを割り当てます。
UCS-A /eth-uplink/vlan # create member-port-channel
fabric-interconnect member-port-chan-id

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-bufferステップ 5

ポートまたはポートチャネルを 1つ以上の VLAN
に割り当てると、他のすべてのVLANから削除され
ます。

例

次の例は、ファブリックインターコネクト Aの VLAN100というネームド VLANに
アップリンクイーサネットポートを割り当て、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope vlan VLAN100
UCS-A /eth-uplink/vlan # create member-port a 2
UCS-A /eth-uplink/vlan # create member-port a 4
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

VLANからのポートおよびポートチャネルの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope vlan VLAN名
3. UCS-A /eth-uplink/vlan # delete member-port fabric-interconnect slot-id port-id
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # delete member-port-channel fabric-interconnect member-port-chan-id
5. UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したVLANでイーサネットアップリンクVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan VLAN名ステップ 2

指定したアップリンクイーサネットメンバーポー

ト割り当てを VLANから削除します。
UCS-A /eth-uplink/vlan # delete member-port
fabric-interconnect slot-id port-id

ステップ 3

指定したアップリンクイーサネットポートチャネ

ル割り当てを VLANから削除します。
UCS-A /eth-uplink/vlan # delete member-port-channel
fabric-interconnect member-port-chan-id

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-bufferステップ 5

すべてのポートまたはポートチャネルイ

ンターフェイスをVLANから削除すると、
VLANはデフォルトの動作に戻り、その
VLAN上のデータトラフィックはすべて
のアップリンクポートとポートチャネル

上で伝送されます。Cisco UCSドメインで
の設定によっては、このデフォルト動作に

よりCisco UCS ManagerがそのVLANのト
ラフィックをドロップすることがありま

す。これを避けるには、少なくとも1つの
インターフェイスを VLANに割り当てる
か、VLANを削除することをお勧めしま
す。

重要

例

次に、ファブリックインターコネクト Aのアップリンクイーサネットポート 2と
MyVLANという名前の VLANの間のアソシエーションを削除し、トランザクション
をコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope vlan MyVLAN
UCS-A /eth-uplink/vlan # delete member-port a 2
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #
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VLANに割り当てられたポートおよびポートチャネルの
表示

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope vlan VLAN名
3. UCS-/eth-uplink/vlan # show member-port [detail |expand]
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # show member-port-channel [detail | expand]
5. UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したVLANでイーサネットアップリンクVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan VLAN名ステップ 2

指定したVLANに割り当てられているメンバーポー
トを示します。

UCS-/eth-uplink/vlan # show member-port [detail
|expand]

ステップ 3

指定したVLANに割り当てられているメンバーポー
トチャネルを表示します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # show member-port-channel
[detail | expand]

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-bufferステップ 5

例

次に、MyVLANという名前の VLANに割り当てられているアップリンクイーサネッ
トポートの詳細を表示する例を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope vlan MyVLAN
UCS-A /eth-uplink/vlan # show member-port detail
Member Port:

Fabric ID: A
Slot ID: 1
Port ID: 2
Mark Native Vlan: No

UCS-A /eth-uplink/vlan #
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第 11 章

ネットワーク関連ポリシー

• vNICテンプレート（207ページ）
•イーサネットアダプタポリシー（215ページ）
•イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー（222ページ）
•デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定（227ページ）
• LAN接続ポリシーからの vNICの削除（228ページ）
• LAN接続ポリシーの作成（228ページ）
• LAN接続ポリシーの削除（230ページ）
• LANおよび SAN接続ポリシーについて（230ページ）
•ネットワーク制御ポリシー（240ページ）
•マルチキャストポリシーの作成（246ページ）
•マルチキャストポリシーの削除（247ページ）
•マルチキャストポリシーモードの開始（247ページ）
•マルチキャストポリシーの入力（248ページ）
•グローバル VLANマルチキャストポリシーの割り当て（249ページ）
•グローバル VLANマルチキャストポリシーの関連付け解除（249ページ）
• VLANマルチキャストポリシーの関連付け解除（250ページ）
•イーサネットアダプタポリシーの設定（251ページ）
•デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定（254ページ）
•ネットワーク制御ポリシーの設定（256ページ）
•ネットワーク制御ポリシーの削除（258ページ）
•マルチキャストポリシーの設定（259ページ）
• LACPポリシー（265ページ）
• UDLDリンクポリシーの設定（268ページ）
• VMQ接続ポリシー（277ページ）

vNICテンプレート
vNIC LAN接続ポリシーは、サーバ上の vNICが LANに接続する方法を定義します。
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vNICテンプレートを作成する際に、Cisco UCS Managerでは正しい設定で VM-FEXポートプ
ロファイルが自動作成されません。VM-FEXポートプロファイルを作成するには、vNICテン
プレートのターゲットを VMとして設定する必要があります。このポリシーを有効にするに
は、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要があります。

vNICテンプレートの作成時には、個々のVLANだけでなくVLANグループも選択できます。

サーバに 2つの Emulex NICまたは QLogic NIC（Cisco UCS CNA M71KR-Eまたは Cisco UCS
CNA M71KR-Q）がある場合は、両方の NICにユーザ定義のMACアドレスが取得されるよう
に、サービスプロファイルで両方のアダプタの vNICポリシーを設定する必要があります。両
方の NICのポリシーを設定しない場合でも、Windowsは PCIバスで両方の NICを引き続き検
出します。ただし、2番目のイーサネットインターフェイスがサービスプロファイルに含まれ
ていないため、WindowsはそれにハードウェアMACアドレスを割り当てます。その後でサー
ビスプロファイルを異なるサーバに移動すると、Windowsによって追加の NICが検出されま
すが、これは 1つの NICでユーザ定義のMACアドレスが取得されなかったためです。

（注）

vNICテンプレートペアの作成

手順の概要

1. UCS-A/ org # create vnic-templ vnic-primary .
2. UCS-A/ # org vnic-templ set type updating-template .
3. UCS-A/ # org vnic-templ [set fabric {a | b}] .
4. UCS-A/ # org vnic-templ set descr primaryinredundancypair .
5. UCS-A/ # org vnic-templ set redundancy-type primary.
6. UCS-A/ # org vnic-templ exit .
7. UCS-A/ # org vnic-templ create vNIC-templ vNICsecondary .
8. UCS-A/ # org vnic-templ set type updating-template .
9. UCS-A/ org # vnic-templ [set fabric {a | b}] .
10. UCS-A/ # org vnic-templ set descr secondaryredundancypair.
11. UCS-A/ # org vnic-templ set redundancy-type secondary.
12. UCS-A/ # org vnic-templ set peer-template-name vNIC-primary.
13. UCS-A/ # org vnic-templ commit-buffer .

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

プライマリ vNICテンプレートを作成します。UCS-A/ org # create vnic-templ vnic-primary .ステップ 1

テンプレートタイプを更新中に設定します。これ

は、共有される構成のプライマリvNICテンプレー
UCS-A/ # org vnic-templ set type updating-template .ステップ 2

トで設定をピアvNICテンプレートに行います。次
に示す共有構成を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

プライマリvNICテンプレートのファブリックを指
定します。プライマリvNICテンプレートにファブ

UCS-A/ # org vnic-templ [set fabric {a | b}] .ステップ 3

リック Aを指定すると、セカンダリ vNICテンプ
レートはファブリック Bである必要があり、その
逆の組み合わせも同様です。

テンプレートをプライマリvNICテンプレートとし
て設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set descr
primaryinredundancypair .

ステップ 4

冗長テンプレートタイプをプライマリvNICテンプ
レートとして設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set redundancy-type primary.ステップ 5

[Redundancy Type]の説明を次に示します。

[Primary]：セカンダリ vNICテンプレートと共有可
能な構成を作成します。プライマリ vNICテンプ
レートで共有される変更は、セカンダリvNICテン
プレートに自動的に同期されます。

[Secondary]：すべての共有される構成は、プライマ
リテンプレートから継承されます。

[No Redundancy]：レガシー vNICテンプレートの動
作です。

次に、共有される構成を示します。

•ネットワーク制御ポリシー

• QoS Policy

• Stats Threshold Policy

• [Template Type]

•接続ポリシー

• [VLANS]

• [MTU]

次に、共有されない構成を示します。

• Fabric ID

• [CDN Source]

• MACプール

• Description

• [Pin Group Policy]
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目的コマンドまたはアクション

冗長テンプレートペアリングの作成を終了します。UCS-A/ # org vnic-templ exit .ステップ 6

冗長ペアを作成するため、プライマリ

vNICテンプレートをピアセカンダリ
vNICテンプレートにリンクした後、トラ
ンザクションのコミットを確認します。

（注）

セカンダリ vNICテンプレートを作成します。UCS-A/ # org vnic-templ create vNIC-templ
vNICsecondary .

ステップ 7

テンプレートタイプを更新中に設定します。これ

は、自動的にプライマリvNICテンプレートの構成
を継承します。

UCS-A/ # org vnic-templ set type updating-template .ステップ 8

セカンダリvNICテンプレートのファブリックを指
定します。プライマリvNICテンプレートにファブ

UCS-A/ org # vnic-templ [set fabric {a | b}] .ステップ 9

リック Aを指定すると、セカンダリ vNICテンプ
レートはファブリック Bである必要があり、その
逆の組み合わせも同様です。

セカンダリ vNICテンプレートを冗長ペアテンプ
レートとして設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set descr
secondaryredundancypair.

ステップ 10

vNICテンプレートタイプをセカンダリとして設定
します。

UCS-A/ # org vnic-templ set redundancy-type
secondary.

ステップ 11

プライマリ vNICテンプレートをセカンダリ vNIC
テンプレートのピアとして設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set peer-template-name
vNIC-primary.

ステップ 12

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/ # org vnic-templ commit-buffer .ステップ 13

例

次に、vNIC冗長テンプレートペアを設定し、トランザクションをコミットする例を
示します。

UCS-A /org* # create vnic-template vnic-primary
UCS-A /org/vnic-templ* # set type updating-template
UCS-A /org/vnic-templ* # set fabric a
UCS-A /org/vnic-templ* # set descr primaryinredundancypair
UCS-A /org/vnic-templ* # set redundancy-type primary
UCS-A /org/vnic-templ* # exit
UCS-A /org* # create vnic-templ vnicsecondary
UCS-A /org/vnic-templ* # set fabric b
UCS-A /org/vnic-templ* # set descr secondaryinredundancypair
UCS-A /org/vnic-templ* # set redundancy-type secondary
UCS-A /org/vnic-templ* # set peer-template-name vnic-primary

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
210

ネットワーク関連ポリシー

vNICテンプレートペアの作成



UCS-A /org/vnic-templ* # commit-buffer
UCS-A /org/vnic-templ #

次のタスク

vNIC冗長性テンプレートペアを作成すると、この冗長性テンプレートペアを使用して、同じ
組織または下部組織内のサービスプロファイルに冗長性 vNICペアを作成できます。

vNICテンプレートペアの取り消し
[Primary]または [Secondary]テンプレートにピアテンプレートが設定されないように、[Peer
Redundancy Template]を変更して vNICテンプレートペアを取り消すことができます。vNICテ
ンプレートペアを取り消すと、対応する vNICペアも取り消されます。

手順の概要

1. UCS A/org # scope vnic-templ template1。
2. UCS-A /org/ vnic-templ # set redundancy-type no redundancy.
3. UCS-A /org/vnic-templ* # commit-buffer .

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

テンプレートペアから元に戻す vNICテンプレート
の名前を指定します。

UCS A/org # scope vnic-templ template1。ステップ 1

テンプレートペアリングの実行に使用されるピア

プライマリまたはセカンダリ冗長テンプレート間の

ペアリングを取り消します。

UCS-A /org/ vnic-templ # set redundancy-type no
redundancy.

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/vnic-templ* # commit-buffer .ステップ 3

例

次に、テンプレートペアリングを元に戻す例を示します。

UCS-A /org # scope vnic-templ template1
UCS-A /org/vnic-templ # set redundancy-type no-redundancy
UCS-A /org/vnic-templ* # commit buffer

vNICテンプレートの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
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2. UCS A/org # create vnic-templ vnic templ名[ eth-if vlan名] [fabric {a |b}] [target [adapter
|vm]

3. （任意） UCS-A /org/vnic-templ # set descr description
4. （任意） UCS-A /org/vnic-templ # set fabric {a | a-b | b | b-a}
5. UCS-A /org/vnic-templ # set mac-pool mac-pool-name
6. UCS-A /org/vnic-templ # set mtu mtu-value
7. UCS-A /org/vnic-templ # set nw-control-policy policy-name
8. UCS-A /org/vnic-templ # set pin-group group-name
9. UCS-A /org/vnic-templ # set qos-policy policy-name
10. UCS-A /org/vnic-templ # set stats-policy policy-name
11. UCS-A /org/vnic-templ # set type {initial-template | updating-template}
12. UCS-A /org/vnic-templ # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

vNICテンプレートを作成し、組織vNICテンプレー
トモードを開始します。

UCS A/org # create vnic-templ vnic templ名[ eth-if
vlan名] [fabric {a |b}] [target [adapter |vm]

ステップ 2

選択したターゲットによって、Cisco UCS Manager
が、vNICテンプレートの適切な設定を使用して、
自動的に VM-FEXポートプロファイルを作成する
かどうかが決まります。次のいずれかになります。

• [Adapter]：vNICはすべてのアダプタに適用さ
れます。このオプションを選択した場合、

VM-FEXポートプロファイルが作成されませ
ん。

• [VM]：vNICはすべての仮想マシンに適用され
ます。このオプションを選択した場合、

VM-FEXポートプロファイルが作成されます。

vNICテンプレートに説明を加えます。（任意）UCS-A /org/vnic-templ # set descr descriptionステップ 3

vNICに使用するファブリックを指定します。vNIC
テンプレートを作成するときにステップ2でファブ

（任意） UCS-A /org/vnic-templ # set fabric {a | a-b |
b | b-a}

ステップ 4

リックを指定しなかった場合、このコマンドで指定

するオプションがあります。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使

用できない場合に、この vNICが第 2のファブリッ
クインターコネクトにアクセスできるようにする
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目的コマンドまたはアクション

には、a-b（Aがプライマリ）またはb-a（Bがプラ
イマリ）を選択します。

次の状況下では、vNICのファブリック
フェールオーバーをイネーブルにしない

でください。

• Cisco UCSドメインがイーサネット
スイッチモードで動作している場

合、そのモードではvNICファブリッ
クフェールオーバーがサポートされ

ません。1つのファブリックインター
コネクト上のすべてのイーサネット

アップリンクが障害になった場合、

vNICは他のイーサネットアップリ
ンクにフェールオーバーしません。

• Cisco UCS 82598KR-CI 10-Gigabit
Ethernet Adapterなど、ファブリック
フェールオーバーをサポートしない

アダプタがあるサーバにこの vNIC
を関連付ける予定である場合。選択

した場合、サービスプロファイルと

サーバとのアソシエーションを形成

したときに、Cisco UCS Managerによ
り、設定エラーが生成されます。

（注）

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用されるMACアドレスプール。

UCS-A /org/vnic-templ # set mac-pool mac-pool-nameステップ 5

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用される最大伝送単位、つまりパケットサイ

ズ。

UCS-A /org/vnic-templ # set mtu mtu-valueステップ 6

1500～ 9000の整数を入力します。

vNICテンプレートに QoSポリシーが関
連付けられている場合、ここで指定され

たMTUは、関連付けられている QoSシ
ステムクラスで指定されたMTU以下で
あることが必要です。このMTU値がQoS
システムクラスのMTU値を超えている
場合、データ転送中にパケットがドロッ

プされる可能性があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用されるネットワーク制御ポリシー。

UCS-A /org/vnic-templ # set nw-control-policy
policy-name

ステップ 7

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用される LANピングループ。

UCS-A /org/vnic-templ # set pin-group group-nameステップ 8

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用されるサービスポリシーの品質。

UCS-A /org/vnic-templ # set qos-policy policy-nameステップ 9

このvNICテンプレートから作成されたvNICによっ
て使用される統計情報収集ポリシー。

UCS-A /org/vnic-templ # set stats-policy policy-nameステップ 10

vNICテンプレートの更新タイプを指定します。テ
ンプレート更新時にこのテンプレートから作成され

UCS-A /org/vnic-templ # set type {initial-template |
updating-template}

ステップ 11

るvNICインスタンスが自動アップデートされない
ようにする場合、initial-template キーワードを使
用します。その他の場合は updating-template キー
ワードを使用して、vNICテンプレートの更新時に
すべてのvNICインスタンスがアップデートされる
ようにします。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/vnic-templ # commit-bufferステップ 12

例

次の例は、vNICテンプレートを設定し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create vnic template VnicTempFoo
UCS-A /org/vnic-templ* # set descr "This is a vNIC template example."
UCS-A /org/vnic-templ* # set fabric a
UCS-A /org/vnic-templ* # set mac-pool pool137
UCS-A /org/vnic-templ* # set mtu 8900
UCS-A /org/vnic-templ* # set nw-control-policy ncp5
UCS-A /org/vnic-templ* # set pin-group PinGroup54
UCS-A /org/vnic-templ* # set qos-policy QosPol5
UCS-A /org/vnic-templ* # set stats-policy ServStatsPolicy
UCS-A /org/vnic-templ* # set type updating-template
UCS-A /org/vnic-templ* # commit-buffer
UCS-A /org/vnic-templ #

vNICテンプレートの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
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2. UCS-A /org # delete vnic-templ vnic-templ-name
3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定した vNICテンプレートを削除します。UCS-A /org # delete vnic-templ vnic-templ-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次に、VnicTemp42という名前の vNICテンプレートを削除し、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete vnic template VnicTemp42
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

イーサネットアダプタポリシー

イーサネットアダプタポリシーの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create eth-policy policy-name
3. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set arfs accelaratedrfs {enabled | disabled}
4. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set comp-queue count count
5. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set descr description
6. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set failover timeout timeout-sec
7. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set interrupt {coalescing-time sec | coalescing-type {idle |

min} | count count | mode {intx | msi | msi-x}}
8. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set nvgre adminstate {disabled | enabled}
9. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set offload {large-receive | tcp-rx-checksum | tcp-segment

| tcp-tx-checksum} {disabled | enabled}
10. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set policy-owner {local | pending}
11. （任意） UCS A/org/eth-policy # set recv-queue { count count| ring-size size-num\\
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12. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set rss receivesidescaling {disabled | enabled}
13. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set trans-queue {count count | ring-size size-num}
14. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set vxlan adminstate {disabled | enabled}
15. UCS-A /org/eth-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、[org-name] に / を入力
します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたイーサネットアダプタポリシーを作成

し、組織イーサネットポリシーモードを開始しま

す。

UCS-A /org # create eth-policy policy-nameステップ 2

Accelerated RFSを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set arfs
accelaratedrfs {enabled | disabled}

ステップ 3

イーサネットの完了キューを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set comp-queue
count count

ステップ 4

ポリシーの説明を記します。（任意）UCS-A /org/eth-policy # set descr descriptionステップ 5

説明にスペース、特殊文字、または句読

点が含まれている場合、説明を引用符で

括る必要があります。引用符は、 show
コマンド出力の説明フィールドには表示

されません。

（注）

イーサネットのフェールオーバーを設定します。（任意）UCS-A /org/eth-policy # set failover timeout
timeout-sec

ステップ 6

イーサネットの割り込みを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set interrupt
{coalescing-time sec | coalescing-type {idle | min} |
count count | mode {intx | msi | msi-x}}

ステップ 7

NVGREを設定します。（任意）UCS-A /org/eth-policy # set nvgre adminstate
{disabled | enabled}

ステップ 8

イーサネットのオフロードを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set offload
{large-receive | tcp-rx-checksum | tcp-segment |
tcp-tx-checksum} {disabled | enabled}

ステップ 9

イーサネットアダプタポリシーのオーナーを指定

します。

（任意） UCS-A /org/eth-policy # set policy-owner
{local | pending}

ステップ 10

イーサネットの受信キューを設定します。（任意） UCS A/org/eth-policy # set recv-queue {
count count| ring-size size-num\\

ステップ 11
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目的コマンドまたはアクション

RSSを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set rss
receivesidescaling {disabled | enabled}

ステップ 12

イーサネットの送信キューを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set trans-queue
{count count | ring-size size-num}

ステップ 13

VXLANを設定します。（任意）UCS-A /org/eth-policy # set vxlan adminstate
{disabled | enabled}

ステップ 14

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/eth-policy # commit-bufferステップ 15

例

次の例は、イーサネットアダプタポリシーを設定し、トランザクションをコミットし

ます。

UCS-A# scope org
UCS-A /org* # create eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "This is an Ethernet adapter policy example."
UCS-A /org/eth-policy* # set failover timeout 300
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 64
UCS-A /org/eth-policy* # set offload large-receive disabled
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #

イーサネットアダプタポリシーの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # delete eth-policy policy-name
3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、[org-name] に / を入力
します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したイーサネットアダプタポリシーを削除し

ます。

UCS-A /org # delete eth-policy policy-nameステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次に、EthPolicy19という名前のイーサネットアダプタポリシーを削除し、トランザ
クションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

NVGREによるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerでは、Windows Server 2012 R2オペレーティングシステムを実行している
サーバに設置された Cisco UCS 1340、1380、1385、1387および Cisco UCSアダプタでのみ、
NVGREによるステートレスオフロードがサポートされます。Netflow、usNIC、VM-FEXでは
NVGREステートレスオフロードは使用できません。

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create eth-policy policy-name
3. NVGREによるステートレスオフロードを有効にするには、次のオプションを設定できま
す。

4. UCS-A /org/eth-policy # commit-buffer
5. eNICドライババージョン 3.0.0.8以降をインストールします。
6. サーバをリブートします。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、[org-name] に / を入力
します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたイーサネットアダプタポリシーを作成

し、組織イーサネットポリシーモードを開始しま

す。

UCS-A /org # create eth-policy policy-nameステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

NVGREによるステートレスオフロードを有効にす
るには、次のオプションを設定できます。

ステップ 3 •送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• Generic Routing Encapsulation（GRE）を使用し
たネットワーク仮想化 =有効

•割り込みモード = Msi-X

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細につ

いては、イーサネットアダプタポリシーの設定（

215ページ）を参照してください。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/eth-policy # commit-bufferステップ 4

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
unified_computing/ucs/sw/vic_drivers/install/Windows/

eNICドライババージョン 3.0.0.8以降をインストー
ルします。

ステップ 5

b_Cisco_VIC_Drivers_for_Windows_Installation_
Guide.htmlを参照してください。

サーバをリブートします。ステップ 6

例

次の例は、NVGREによるステートレスオフロードを有効にしてトランザクションを
コミットするために、イーサネットアダプタポリシーを設定する方法について説明し

ます。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create eth-policy NVGRE
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "Ethernet adapter policy with stateless offloads"
UCS-A /org/eth-policy* # set nvgre adminstate enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 64
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue 1
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt mode mxi-x
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #
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VXLANによるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerは、VXLAN TSOとチェックサムオフロードを、ESXi 5.5以降のリリース
で実行されている Cisco UCSVIC 1340、1380、1385、1387アダプタでのみサポートします。
VXLANによるステートレスオフロードは NetFlow、usNIC、VM-FEX、Netqueue、VMQでは
使用できません。

受信側スケーリング（RSS）による VXLANは、Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)以降でサ
ポートされます。RSSは、VICアダプタ 1340、1380、1385、1387、および Cisco UCSS3260シ
ステム for ESXi 5.5以降の SIOCで、VXLANステートレスオフロードによりサポートされま
す。

UCS VIC 13xxアダプタの IPv6を介したゲスト OS TCPトラフィックでは、VXLANステート
レスハードウェアオフロードはサポートされていません。IPv6を介して VXLANカプセル化
TCPトラフィックを実行するには、VXLANステートレスオフロード機能を無効にします。

• UCS Managerで VXLANステートレスオフロード機能を無効にするには、イーサネット
アダプタポリシーの [Virtual Extensible LAN]フィールドを無効にします。

• Cisco CシリーズUCSサーバの CIMCでVXLANステートレスオフロード機能を無効にす
るには、イーサネットインターフェイスペインの vNICプロパティエリアの [Enable
VXLAN]フィールドのチェックを外します。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create eth-policy policy-name
3. VXLANによるステートレスオフロードを有効にするには、次のオプションを設定できま
す。

4. UCS-A /org/eth-policy # commit-buffer
5. eNICドライババージョン 2.3.0.10以降をインストールします。
6. サーバをリブートします。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、[org-name] に / を入力
します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたイーサネットアダプタポリシーを作成

し、組織イーサネットポリシーモードを開始しま

す。

UCS-A /org # create eth-policy policy-nameステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

VXLANによるステートレスオフロードを有効にす
るには、次のオプションを設定できます。

ステップ 3 •送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• [Virtual Extensible LAN] =有効

•割り込みモード = Msi-X

•受信側スケーリング =イネーブル

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細につ

いては、イーサネットアダプタポリシーの設定（

215ページ）を参照してください。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/eth-policy # commit-bufferステップ 4

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
unified_computing/ucs/sw/vic_drivers/install/ESX/2-0/b_

eNICドライババージョン 2.3.0.10以降をインストー
ルします。

ステップ 5

Cisco_VIC_Drivers_for_ESX_Installation_Guide.htmlを
参照してください。

サーバをリブートします。ステップ 6

例

次の例は、VXLANによるステートレスオフロードを有効にしてトランザクションを
コミットするために、イーサネットアダプタポリシーを設定する方法について説明し

ます。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create eth-policy VXLAN
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "Ethernet adapter policy with stateless offloads"
UCS-A /org/eth-policy* # set vxlan adminstate enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 8
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue 1
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt mode mxi-x
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #
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イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー
このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を

制御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できま

す。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトがあるクラスタ構成におけるフェールオーバー

ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCS Managerでは、より大きな最大 LUNの値をサポートしてい
ます。このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されます。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。Cisco UCS Managerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可された最大値は 512、1024、および 2048
です。Cisco UCS Managerでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

• LUN Queue Depth：LUNキューデプス設定はWindowsシステムの FCアダプタポリシー
で使用できます。キューデプスとは、HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコマ
ンドの数です。Windows Storportドライバは、これに対するデフォルト値として、物理ミ
ニポートに20、仮想ミニポートに250を設定します。この設定により、アダプタのすべて
の LUNの初期キューデプスを調整します。この値の有効範囲は 1～ 254です。デフォル
トの LUNキューデプスは 20です。この機能は、Cisco UCS Managerバージョン 3.1(2)以
降でのみ使用できます。このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されます。

• IO TimeOut Retry：指定されたタイムアウト時間内にターゲットデバイスが I/O要求に応
答しない場合、FCアダプタは、タイマーの期限が切れると、保留中のコマンドを破棄し
て同じ IOを再送信します。この値に対する FCアダプタの有効範囲は 1～ 59秒です。デ
フォルトの IOリトライタイムアウトは 5秒です。この機能は、Cisco UCS Managerバー
ジョン 3.1(2)以降でのみ使用できます。

（注）
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オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプ
タポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオ

ペレーティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムは

これらのポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設

定を要求します。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更しな

いでください。

ただし、（デフォルトのアダプタポリシーを使用する代わりに）OSのイーサネットアダプタ
ポリシーを作成する場合は、次の式を使用してその OSで動作する値を計算する必要がありま
す。

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

重要

ファイバチャネル経由で NVMe

NVM Express (NVMe)インターフェイスでは、ホストソフトウェアが不揮発性メモリサブシス
テムと通信できるようになります。このインターフェイスは、PCIExpress (PCIe)インターフェ
イスには通常、登録レベルインターフェイスとして一般的に添付されているエンタープライズ

不揮発性ストレージに対して最適化されます。

ファイバチャネル上の NVMe (FC-NVME)は、ファイバチャネルに NVMeインターフェイス
を適用するためのマッピングプロトコルを定義します。このプロトコルは、ファイバチャネ

ルサービスと指定された情報ユニット (IU)が使用されてファイバチャネルファブリック上の
NVMeにより定義されたサービスを実行する方法を定義します。NVMeイニシエータは、ファ
イバチャネル経由で情報にアクセスして、NVMeターゲットに転送します。

FC NVMeでは、ファイバチャネルおよびNVMeの利点を組み合わせています。共有ストレー
ジアーキテクチャの柔軟性とスケーラビリティに沿って、NVMeのパフォーマンスが向上さ
れます。Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)は、UCS VIC 14xxアダプタでファイバチャネル経
由の NVMeをサポートします。

Cisco UCS Managerでは、事前設定されているアダプタポリシーのリストで、推奨される
FcNVMeアダプタポリシーを提供します。新しい FcNVMeアダプタポリシーを作成するに
は、ファイバチャネルアダプタポリシーの作成セクションの手順に従います。
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Accelerated Receive Flow Steering
Accelerated Receive Flow Steering（ARFS）は、ハードウェアによる受信フローステアリング
で、CPUデータキャッシュヒット率を向上させることができます。これは、カーネルレベル
のパケット処理を、そのパケットを消費するアプリケーションスレッドが動作している CPU
に誘導することによって行います。

ARFSを使用すると、CPU効率の向上とトラフィック遅延の短縮が可能になります。CPUの各
受信キューには、割り込みが関連付けられています。割り込みサービスルーチン（ISR）は、
CPUで実行するよう設定できます。ISRにより、パケットは受信キューから現在のいずれかの
CPUのバックログに移動されます。パケットは、ここで後から処理されます。アプリケーショ
ンがこの CPUで実行されていない場合、CPUはローカル以外のメモリにパケットをコピーす
る必要があり、これにより遅延が増加します。ARFSでは、このパケットの流れをアプリケー
ションが実行されている CPUの受信キューに移動することによって、この遅延を短縮できま
す。

ARFSはデフォルトでは無効であり、Cisco UCS Managerを使用して有効にできます。ARFSを
設定するには、次の手順を実行します。

1. ARFSを有効にしたアダプタポリシーを作成します。

2. アダプタポリシーをサービスプロファイルと関連付けます。

3. ホスト上で ARFSを有効にします。

1. Interrupt Request Queue（IRQ）のバランスをオフにします。

2. IRQを別の CPUと関連付けます。

3. ethtoolを使用して ntupleを有効にします。

Accelerated Receive Flow Steeringのガイドラインと制約事項

• ARFSでは vNICごとに 64フィルタをサポート

• ARFSは次のアダプタでサポートされています。

• Cisco UCS VIC 12XX

• Cisco UCS VIC 13

• Cisco UCS VIC 14

• ARFSは次のオペレーティングシステムでサポートされています。

• Red Hat Enterprise Linux 6.5以上のバージョン

• Red Hat Enterprise Linux 7.0

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 12 SP1

• SUSE Linux Enterprise Server 15
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• Ubuntu 14.04.2以上のバージョン

割り込み調停

アダプタは、通常、ホスト CPUが処理する必要のある割り込みを大量に生成します。割り込
み調停は、ホスト CPUで処理される割り込みの数を削減します。これは、設定可能な調停間
隔に同じイベントが複数発生した場合にホストの中断を1回だけにすることで実現されます。

受信動作の割り込み調停を有効にした場合、アダプタは引き続きパケットを受信しますが、ホ

スト CPUは各パケットの割り込みをすぐには受信しません。調停タイマーは、アダプタが最
初のパケットを受信すると開始します。設定された調停間隔がタイムアウトすると、アダプタ

はその間隔の中で受信した複数のパケットで1つの割り込みを生成します。ホストのNICドラ
イバは、受信した複数のパケットを処理します。生成される割り込み数が削減されるため、コ

ンテキストスイッチのホスト CPUが消費する時間が短縮されます。つまり、CPUでパケット
を処理する時間が増加することになり、結果としてスループットと遅延が改善されます。

適応型割り込み調停

調停間隔が原因で、受信パケットの処理によって遅延が増加します。パケットレートの低い小

さなパケットの場合は、この遅延が増加します。遅延のこの増加を避けるため、ドライバは通

過するトラフィックのパターンに適応し、サーバからの応答が向上するよう割り込み調停間隔

を調整することができます。

適応型割り込み調停（AIC）は、電子メールサーバ、データベースサーバ、LDAPサーバな
ど、コネクション型の低リンク使用率のシナリオで最も効果的です。ラインレートトラフィッ

クには適しません。

適応型割り込み調停のガイドラインと制約事項

•リンク使用率が 80 %を超えている場合、適応型割り込み調停（AIC）による遅延の低減
効果はありません。

• AICを有効化すると静的調停は無効になります。

• AICがサポートされるのは、次のオペレーティングシステムだけです。

• Red Hat Enterprise Linux 6.4以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2以上のバージョン

• XenServer 6.5以上のバージョン

• Ubuntu 14.04.2以上のバージョン
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SMBダイレクト用 RDMA Over Converged Ethernet
RDMA Over Converged Ethernet（RoCE）は、イーサネットネットワーク越しのダイレクトメ
モリアクセスを実現します。RoCEはリンク層プロトコルであるため、同じイーサネットブ
ロードキャストドメインにある任意の 2ホスト間の通信を可能にします。RoCEは、低遅延、
低CPU使用率、およびネットワーク帯域幅使用率の高さによって、従来のネットワークソケッ
ト実装と比較して優れたパフォーマンスを提供します。Windows 2012以降のバージョンでは、
SMBファイル共有とライブマイグレーションのパフォーマンスを高速化し、向上させるため
RDMAを使用します。

Cisco UCS Manager Release 2.2(4)では、Microsoft SMBダイレクト用に RoCEをサポートしてい
ます。イーサネットアダプタポリシーを作成または変更しながら追加の設定情報がアダプタ

に送信されます。

RoCEを搭載した SMBダイレクトのガイドラインと制約事項
• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)以降の場合、RoCEを搭載したMicrosoft SMBダイレク
トは、Microsoft Windowsリリース 2012 R2でサポートされています。

• Cisco UCS Managerリリースの場合、Microsoft Windows 2016でのRoCEを搭載したMicrosoft
SMBダイレクトのサポートについては、[UCS Hardware and Software Compatibility]を確認
してください。

• RoCEを搭載したMicrosoft SMBダイレクトは、第三世代の Cisco UCS VIC 1340、1380、
1385、および 1387アダプタでのみサポートされています。第二世代のUCS VIC 1225およ
び 1227アダプタはサポートされていません。

•シスコのアダプタ間では、RoCE設定がサポートされています。シスコのアダプタとサー
ドパーティ製のアダプタ間の相互運用性はサポートされていません。

• Cisco UCS Managerでは、RoCE対応 vNICをアダプタごとに 4つまでしかサポートしませ
ん。

• Cisco UCS Managerでは、NVGRE、VXLAN、NetFlow、VMQ、usNICでのRoCEをサポー
トしません。

•アダプタごとのキューペアの最大数は 8192個です。

•アダプタごとのメモリ領域の最大数は 524288個です。

•リリース 2.2(4)から Cisco UCS Managerをダウングレードする前に RoCEをディセーブル
にしないと、ダウングレードは失敗します。
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デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope org /
2. UCS-A/org # scope vnic-beh-policy
3. UCS-A/org/vnic-beh-policy # set action {hw-inherit [template_name name] | none}
4. UCS-A/org/vnic-beh-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

デフォルトの vNIC動作ポリシーモードを開始しま
す。

UCS-A/org # scope vnic-beh-policyステップ 2

デフォルトの vNIC動作ポリシーを指定します。次
のいずれかになります。

UCS-A/org/vnic-beh-policy # set action {hw-inherit
[template_name name] | none}

ステップ 3

• hw-inherit—サービスプロファイルがvNICを必
要とし、何も明示的に定義されていない場合、

Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに
関連付けられたサーバにインストールされたア

ダプタに基づいて必要な vNICを作成します。

hw-inheritを指定した場合は、vNICテンプレー
トを指定してvNICを作成することもできます。

• none—Cisco UCS Managerはサービスプロファ
イルにデフォルトの vNICを作成しません。す
べての vNICを明示的に作成する必要がありま
す。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/org/vnic-beh-policy # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、デフォルトの vNIC動作ポリシーを hw-inheritに設定する方法を示しま
す。

UCS-A # scope org /
UCS-A/org # scope vnic-beh-policy
UCS-A/org/vnic-beh-policy # set action hw-inherit
UCS-A/org/vnic-beh-policy* # commit-buffer
UCS-A/org/vnic-beh-policy #
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LAN接続ポリシーからの vNICの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-name
3. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic vnic名
4. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-nameステップ 2

LAN接続ポリシーから指定された vNICを削除しま
す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic vnic名ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、vnic3という名前の vNICをLanConnect42という名前のLAN接続ポリシー
から削除し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic vnic3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

LAN接続ポリシーの作成

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create lan-connectivity-policy policy-name
3. （任意） UCS-A /org/lan-connectivity-policy # set descrポリシー名
4. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された LAN接続ポリシーを作成を作成し、組
織 LAN接続ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create lan-connectivity-policy policy-nameステップ 2

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

ポリシーに説明を追加します。どこでどのようにポ

リシーが使用されるかについての情報を含めること

を推奨します。

（任意）UCS-A /org/lan-connectivity-policy # set descr
ポリシー名

ステップ 3

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字ま
たはスペースを使用できます。`（アクセント記
号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、
<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できま
せん。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、LanConnect42という名前のLAN接続ポリシーを作成し、トランザクショ
ンをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # set descr "LAN connectivity policy"
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

次のタスク

この LAN接続ポリシーに 1つ以上の vNICおよび（または）iSCSI vNICを追加します。
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LAN接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれるLAN接続ポリシーを削除する場合、すべての vNICと iSCSI
vNICもそのサービスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられて
いるサーバの LANデータトラフィックを中断します。

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # delete lan-connectivity-policy policy-name
3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された LAN接続ポリシーを削除します。UCS-A /org # delete lan-connectivity-policy policy-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、LanConnectiSCSI42という名前の LAN接続ポリシーをルート組織から削
除し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete lan-connectivity-policy LanConnectiSCSI42
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

LANおよび SAN接続ポリシーについて
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバとLANまたは SAN間の接続およびネットワーク通
信リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、
WWN、およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび
vHBAを識別します。
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接続ポリシーはサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートに含められ、

複数のサーバの設定に使用される可能性があるため、接続ポリシーでは静的 IDを使用しない
ことをお勧めします。

（注）

LANおよび SANの接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーを使用すると、ネットワーク権限またはストレージ権限のないユーザが、ネット

ワーク接続とストレージ接続を備えたサービスプロファイルやサービスプロファイルテンプ

レートを作成したり変更したりできるようになります。ただし、接続ポリシーを作成するに

は、適切なネットワーク権限とストレージ権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークやストレージの設定と同じ権限を必要とします。たとえ

ば、接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも1つを有している必要があります。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイ
ルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute
権限しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できま
す。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間
の相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み
合わせて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含める
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と、既存の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービ
スプロファイル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。

LAN接続ポリシーの作成

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create lan-connectivity-policy policy-name
3. （任意） UCS-A /org/lan-connectivity-policy # set descrポリシー名
4. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定された LAN接続ポリシーを作成を作成し、組
織 LAN接続ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create lan-connectivity-policy policy-nameステップ 2

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

ポリシーに説明を追加します。どこでどのようにポ

リシーが使用されるかについての情報を含めること

を推奨します。

（任意）UCS-A /org/lan-connectivity-policy # set descr
ポリシー名

ステップ 3

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字ま
たはスペースを使用できます。`（アクセント記
号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、
<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できま
せん。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、LanConnect42という名前のLAN接続ポリシーを作成し、トランザクショ
ンをコミットする方法を示します。
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UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # set descr "LAN connectivity policy"
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

次のタスク

この LAN接続ポリシーに 1つ以上の vNICおよび（または）iSCSI vNICを追加します。

LAN接続ポリシー用の vNICの作成
LAN接続ポリシーの作成（228ページ）から続行した場合、ステップ3でこの手順を開始しま
す。

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-name
3. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # create vnic vnic-name [eth-if eth-if-name] [fabric {a | b}]
4. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set fabric {a | a-b | b | b-a}
5. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set adapter-policy policy-name
6. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set identity {dynamic-mac {mac-addr | derived} |

mac-pool mac-pool-name}
7. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set mtu size-num
8. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set nw-control-policy policy-name
9. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set order {order-num | unspecified}
10. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set pin-group group-name
11. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set qos-policy policy-name
12. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set stats-policy policy-name
13. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set template-name policy-name
14. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set vcon {1 | 2 | 3 | 4 | any}
15. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-nameステップ 2

指定された LAN接続ポリシー用の vNICを作成し
ます。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # create vnic
vnic-name [eth-if eth-if-name] [fabric {a | b}]

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コ
ロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、
それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。

また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変

更することはできません。

vNICに使用するファブリックを指定します。ステッ
プ 3で vNICを作成したときにファブリックを指定

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set fabric {a
| a-b | b | b-a}

ステップ 4

しなかった場合は、このコマンドで指定するオプ

ションがあります。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使

用できない場合に、この vNICが第 2のファブリッ
クインターコネクトにアクセスできるようにする

には、a-b（Aがプライマリ）またはb-a（Bがプラ
イマリ）を選択します。

次の状況下では、vNICのファブリック
フェールオーバーをイネーブルにしない

でください。

• Cisco UCSドメインがイーサネット
スイッチモードで動作している場

合、そのモードではvNICファブリッ
クフェールオーバーがサポートされ

ません。1つのファブリックインター
コネクト上のすべてのイーサネット

アップリンクが障害になった場合、

vNICは他のイーサネットアップリ
ンクにフェールオーバーしません。

• Cisco UCS 82598KR-CI 10-Gigabit
Ethernet Adapterなど、ファブリック
フェールオーバーをサポートしない

アダプタがあるサーバにこの vNIC
を関連付ける予定である場合。選択

した場合、サービスプロファイルと

サーバとのアソシエーションを形成

したときに、Cisco UCS Managerによ
り、設定エラーが生成されます。

（注）

vNICに使用するアダプタポリシーを指定します。UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set
adapter-policy policy-name

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

vNICの ID（MACアドレス）を指定します。次の
いずれかのオプションを使用して識別を設定できま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set identity
{dynamic-mac {mac-addr | derived} | mac-pool
mac-pool-name}

ステップ 6

• Create a unique MAC address in the form nn:
nn:nn:nn :nn:nn.

•製造時にハードウェアに焼き付けられたMAC
アドレスを取得する。

• MACプールからMACアドレスを割り当てる。

このvNICで受け入れられる最大伝送単位、つまり
パケットサイズ。を指定します

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set mtu
size-num

ステップ 7

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

vNICに対応する QoSポリシーがある場
合、ここで指定したMTUは、関連付け
られたQoSシステムクラスで指定された
MTUと同等以下でなければなりません。
このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えている場合、データ転送中
にパケットがドロップされる可能性があ

ります。

（注）

vNICによって使用されるネットワーク制御ポリシー
を指定します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set
nw-control-policy policy-name

ステップ 8

vNICに相対順序を指定します。UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set order
{order-num | unspecified}

ステップ 9

vNICによって使用される LANピングループを指
定します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set pin-group
group-name

ステップ 10

vNICによって使用されるサービスポリシーの品質
を指定します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set qos-policy
policy-name

ステップ 11

vNICによって使用される統計情報収集ポリシーを
指定します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set
stats-policy policy-name

ステップ 12

ダイナミック vNIC接続ポリシーを vNICに使用す
るように指定します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set
template-name policy-name

ステップ 13

指定された vConに vNICを割り当てます。Cisco
UCS Managerが自動で vNICを割り当てるようにす
るには、any キーワードを使用します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic # set vcon {1 |
2 | 3 | 4 | any}

ステップ 14
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic #
commit-buffer

ステップ 15

例

次の例では、LanConnect42という名前の LAN接続ポリシー用の vNICを設定し、トラ
ンザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # create vnic vnic3 fabric a
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set fabric a-b
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set adapter-policy AdaptPol2
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set identity mac-pool MacPool3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set mtu 8900
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set nw-control-policy ncp5
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set order 0
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set pin-group EthPinGroup12
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set qos-policy QosPol5
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set stats-policy StatsPol2
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set template-name VnicConnPol3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set vcon any
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic #

次のタスク

必要に応じて、LAN接続ポリシーに別の NICまたは iSCSI vNICを追加します。そうでない場
合は、サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーをインク

ルードします。

LAN接続ポリシーからの vNICの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-name
3. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic vnic名
4. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-nameステップ 2

LAN接続ポリシーから指定された vNICを削除しま
す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic vnic名ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、vnic3という名前の vNICをLanConnect42という名前のLAN接続ポリシー
から削除し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic vnic3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

LAN接続ポリシー用の iSCSI vNICの作成
LAN接続ポリシーの作成（228ページ）から続行した場合、ステップ3でこの手順を開始しま
す。

始める前に

LAN接続ポリシーは、iSCSIデバイス用のオーバーレイ vNICとして使用できるイーサネット
vNICを含める必要があります。

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-name
3. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # create vnic-iscsi iscsi-vnic-name .
4. （任意） UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # set iscsi-adaptor-policy

iscsi-adaptor-name
5. （任意） UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # set auth-name

authentication-profile-name
6. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # set identity { dynamic-mac

{dynamic-mac-address | derived } | mac-pool mac-pool-name }
7. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # set iscsi-identity {initiator-name initiator-name

| initiator-pool-name iqn-pool-name}
8. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # set overlay-vnic-name overlay-vnic-name
9. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # create eth-if
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10. UCS-A /org/ex/vnic-iscsi/eth-if # set vlanname vlan-name
11. UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-nameステップ 2

指定されたLAN接続ポリシーの iSCSI vNICを作成
します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # create vnic-iscsi
iscsi-vnic-name .

ステップ 3

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コ
ロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、
それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。

また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変

更することはできません。

この iSCSI vNIC用に作成した iSCSIアダプタポリ
シーを指定します。

（任意）UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set iscsi-adaptor-policy iscsi-adaptor-name

ステップ 4

iSCSI vNICによって使用される認証プロファイル
を設定します。設定する認証プロファイルがすでに

（任意）UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set auth-name authentication-profile-name

ステップ 5

存在している必要があります。詳細については、

「Creating an Authentication Profile」を参照してくだ
さい。

iSCSI vNICのMACアドレスを指定します。UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # set
identity { dynamic-mac {dynamic-mac-address |
derived } | mac-pool mac-pool-name }

ステップ 6

MACアドレスは、Cisco UCS NIC
M51KR-Bアダプタ専用に設定されます。

（注）

iSCSI発信側の名前または iSCSI発信側名の提供元
の IQNプール名を指定します。iSCSI発信側名には
最大 223文字を使用できます。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # set
iscsi-identity {initiator-name initiator-name |
initiator-pool-name iqn-pool-name}

ステップ 7

オーバーレイ vNICとして iSCSIデバイスで使用さ
れる、イーサネットvNICを指定します。詳細につ

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # set
overlay-vnic-name overlay-vnic-name

ステップ 8

いては、「Configuring a vNIC for a Service Profile」
を参照してください。

iSCSI vNICに割り当てられた VLANのイーサネッ
トインターフェイスを作成します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi # create
eth-if

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

VLAN名を指定します。デフォルトの VLANは
[default]です。Cisco UCS M81KR仮想インターフェ

UCS-A /org/ex/vnic-iscsi/eth-if # set vlanname
vlan-name

ステップ 10

イスカードおよび Cisco UCS VIC-1240仮想イン
ターフェイスカードの場合、指定する VLANは
オーバレイvNICのネイティブVLANと同じである
必要があります。Cisco UCS M51KR-B Broadcom
BCM57711アダプタの場合、指定した VLANは、
オーバーレイvNICに割り当てられたどのVLANで
も設定できます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi #
commit-buffer

ステップ 11

例

次の例では、LanConnect42という名前のLAN接続ポリシー用の iSCSI vNICを設定し、
トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # create vnic-iscsi iSCSI1
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set iscsi-adaptor-policy iscsiboot
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set auth-name initauth
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set identity dynamic-mac derived
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set iscsi-identity initiator-name iSCSI1
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set overlay-vnic-name eth1
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # create eth-if
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi/eth-if* # set vlanname default
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi/eth-if* # commit buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi/eth-if

次のタスク

必要に応じて、LAN接続ポリシーに別の iSCI vNICまたは vNICを追加します。そうでない場
合は、サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーをインク

ルードします。

LAN接続ポリシーからの iSCSI vNICの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-name
3. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic-iscsi iscsi-vnic-名
4. UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy policy-nameステップ 2

LAN接続ポリシーから指定された iSCSI vNICを削
除します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic-iscsi
iscsi-vnic-名

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、iscsivnic3という名前の iSCSI vNICを LanConnect42という名前の LAN接
続ポリシーから削除し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic-iscsi iscsivnic3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

ネットワーク制御ポリシー
このポリシーは、次のような Cisco UCSドメインのネットワーク制御設定を行います。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

•エンドホストモードで使用できるアップリンクポートが存在しない場合の、仮想インター
フェイス（VIF）の動作方法

•関連付けられているボーダポートの障害時に、リモートイーサネットインターフェイス、
vEthernetインターフェイス、または vFibreチャネルインターフェイスに対してCisco UCS
Managerが実行するアクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に複数の異なるMACアドレスをサー
バが使用できるかどうか

• MAC登録を VNICごとに実行するか、またはすべての VLANに対して実行するか

Action on Uplink Fail

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の Action on Uplink Failプロパティは、リンク
ダウンの値を使用して設定されます。Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードなどの
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アダプタの場合、Cisco UCS Managerは、関連するボーダポートに障害が発生したときに、こ
のデフォルト動作に従って vEthernetまたは vFibreチャネルインターフェイスをダウン状態に
します。イーサネットとFCoEの両方のトラフィックをサポートしているVM-FEX非対応の統
合型ネットワークアダプタ（Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-Eなど）を
使用している Cisco UCSシステムの場合、Cisco UCS Managerは、関連するボーダポートに障
害が発生したときに、このデフォルト動作に従ってリモートイーサネットインターフェイス

をダウン状態にします。このシナリオでは、リモートイーサネットインターフェイスにバイ

ンドされている vFibreチャネルインターフェイスもダウンします。

この項に記載されている VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタが実装に含まれてお
り、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが予想される
場合は、警告の値を使用して [Action on Uplink Fail]プロパティを設定することをお勧めしま
す。ただし、これを設定すると、ボーダポートがダウンした場合に、イーサネットチーミン

グドライバでリンク障害を検出できなくなる可能性があります。

（注）

MAC登録モード

MACアドレスは、ネイティブ VLANでのみデフォルトでインストールされます。これによ
り、ほとんどの実装で VLANポート数が最大になります。

トランキングドライバがホスト上で実行され、インターフェイスが無差別モードになっている

場合、MAC登録モードをすべての VLANに設定することをお勧めします。
（注）

ネットワーク制御ポリシーの設定

Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）用のMACアドレスベースのポートセ
キュリティはサポートされません。MACアドレスベースのポートセキュリティがイネーブル
になっている場合、ファブリックインターコネクトにより、最初にそれが学習したMACアド
レスが含まれるパケットにトラフィックが制限されます。これは、FCoE Initialization Protocol
パケットで使用される送信元MACアドレスか、イーサネットパケットのMACアドレスのう
ち、アダプタによって最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットと
Ethernetパケットのいずれかがドロップされることがあります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)は、Cisco UCS 6454 Fabric InterconnectでMAC Securityのサ
ポートを導入しています。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create nw-ctrl-policy policy-name
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3. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} cdp
4. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} lldp transmit
5. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} lldp receive
6. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set uplink-fail-action {link-down | warning}
7. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set mac-registration-mode{all-host-vlans | only-native-vlan
8. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # create mac-security
9. UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security # set forged-transmit {allow | deny}
10. UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたネットワーク制御ポリシーを作成し、組

織ネットワーク制御ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create nw-ctrl-policy policy-nameステップ 2

Cisco Discovery Protocol（CDP）をディセーブルま
たはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} cdpステップ 3

インターフェイスでのLLDPパケットの送信をディ
セーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} lldp
transmit

ステップ 4

インターフェイスでのLLDPパケットの受信をディ
セーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} lldp
receive

ステップ 5

エンドホストモードで使用可能なアップリンクポー

トがない場合に実行するアクションを指定します。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set uplink-fail-action
{link-down | warning}

ステップ 6

link-downキーワードを使用すると、ファブリック
インターコネクトでアップリンク接続が失われた場

合に vNICの動作ステータスが downに変更され、
vNICのファブリックフェールオーバーが容易にな
ります。 warning キーワードを使用すると、アッ
プリンクポートを使用できない場合でもサーバ間

の接続が維持され、ファブリックインターコネク

トでアップリンク接続が失われた場合にファブリッ

クフェールオーバーがディセーブルになります。

デフォルトのアップリンク障害処理は link-downダ
ウンです。

アダプタ登録済みのMACアドレスを、インター
フェイスに関連付けられているネイティブ VLAN

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set
mac-registration-mode{all-host-vlans |
only-native-vlan

ステップ 7

にのみ追加するか、インターフェイスに関連付けら
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目的コマンドまたはアクション

れているすべての VLANに追加するか。次のいず
れかになります。

• [Only Native Vlan]：MACアドレスはネイティ
ブ VLANにのみ追加されます。デフォルトで
はこのオプションが設定され、port+VLANの
カウントが最大になります。

• [All Host Vlans]：関連付けられているすべての
VLANにMACアドレスが追加されます。トラ
ンキングを使用するよう設定されているが、無

差別モードで実行されていないVLANの場合、
このオプションを選択します。

組織ネットワーク制御ポリシーのMACセキュリ
ティモードを開始します。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # create mac-securityステップ 8

トラフィック送信時のMACアドレスの偽装を許可
または拒否します。偽装MACアドレスが許可され

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security # set
forged-transmit {allow | deny}

ステップ 9

るとMACセキュリティはディセーブルに、偽装
MACアドレスが拒否されるとMACセキュリティ
はイネーブルになります。デフォルトでは、偽装

MACアドレスは許可されます（MACセキュリティ
はディセーブル）。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security #
commit-buffer

ステップ 10

例

次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーを作成して、CDPをイネーブルに
し、LLDPの送受信をイネーブルにして、アップリンクフェールアクションを link-down
に設定し、偽装MACアドレスを拒否して（MACセキュリティをイネーブル化）、ト
ランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable cdp
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp transmit
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp receive
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # set uplink-fail-action link-down
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # create mac-security
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # set forged-transmit deny
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # commit-buffer
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security #
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次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーを作成して、CDPをイネーブルに
し、アップリンクフェールアクションを link-downに設定して、トランザクションを
コミットする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable cdp
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # set uplink-fail-action link-down
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/nw-ctrl-policy #

ファブリックインターコネクトvEthernetインターフェイスのLinkLayer
Discovery Protocolの設定

Cisco UCS Manager vEthernetインターフェイスでLLDPを有効化したり無効化したりできます。
これらの LANアップリンクネイバーに関する情報も取得できます。この情報は、UCSシステ
ムに接続された LANのトポロジを学習するときと、ファブリックインターコネクト（FI）か
らネットワークの接続性の問題を診断するときに便利です。UCSシステムの FIは、LAN接続
の場合は LANアップリンクスイッチに接続され、ストレージ接続の場合は SANアップリン
クスイッチに接続されます。Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）で Cisco UCSを使用
する場合、FIのLANアップリンクはACIのリーフノードに接続されます。vEthernetインター
フェイスでLLDPを有効にすると、Application Policy Infrastructure Controller（APIC）が vCenter
を使用して FIに接続されたサーバを識別するために役立ちます。

ネットワーク内のデバイスのディスカバリを許可するために、IEEE 802.1ab標準規格で定義さ
れているベンダーニュートラルなデバイスディスカバリプロトコルであるLink Layer Discovery
Protocol（LLDP）がサポートされています。LLDPは、ネットワークデバイスがネットワーク
上の他のデバイスに自分の情報をアドバタイズできるようにする単一方向のプロトコルです。

LLDPは、デバイスおよびそのインターフェイスの機能と現在のステータスに関する情報を送
信します。LLDPデバイスはこのプロトコルを使用して、他の LLDPデバイスからだけ情報を
要求します。

vEthernetインターフェイスに対する LLDPは、サービスプロファイルの vNICに適用される
ネットワーク制御ポリシー（NCP）に基づいて有効化または無効化できます。

ネットワーク制御ポリシーの詳細の表示

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # scope nw-ctrl-policy {default |ポリシー名}
3. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # show detail
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したネットワーク制御ポリシーの組織ネット

ワーク制御ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope nw-ctrl-policy {default |ポリシー
名}

ステップ 2

指定されたネットワーク制御ポリシーについての詳

細を表示します。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # show detailステップ 3

例

次に、ncp5という名前のネットワーク制御ポリシーの詳細を表示する例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # show detail

Network Control Policy:
Name: ncp5
CDP: Enabled
LLDP Transmit: Enabled
LLDP Receive: Enabled
Uplink fail action: Link Down
Adapter MAC Address Registration: Only Native Vlan
Policy Owner: Local
Description:

UCS-A /org/nw-ctrl-policy #

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope org /
2. UCS-A /org # delete nwctrl-policy policy-name
3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

指定されたネットワーク制御ポリシーを削除しま

す。

UCS-A /org # delete nwctrl-policy policy-nameステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次の例は、ncp5という名前のネットワーク制御ポリシーを削除し、トランザクション
をコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete nwctrl-policy ncp5
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

マルチキャストポリシーの作成
マルチキャストポリシーは、ルート組織でのみ作成でき、サブ組織では作成できません。

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # create mcast-policy policy-name
3. UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

マルチキャストポリシーを指定されたポリシー名を

作成し、組織マルチキャストポリシーモードを開

始します。

UCS-A /org # create mcast-policy policy-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/mcast-policy* # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成する方法を示しま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
246

ネットワーク関連ポリシー

マルチキャストポリシーの作成



マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # delete mcast-policy policy-name
3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

指定されたポリシー名を持つマルチキャストポリ

シーを削除します。

UCS-A /org # delete mcast-policy policy-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを削除する方法を示しま
す。

UCS-A # scope org /
UCS-A /org # delete mcast-policy policy1
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

マルチキャストポリシーモードの開始

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # scope mcast-policy policy-name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

組織マルチキャストポリシーモードを開始します。UCS-A /org # scope mcast-policy policy-nameステップ 2

例

次の例は、policy1という名前のマルチキャストポリシーの作成方法を示しています。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy #

マルチキャストポリシーの入力
enter mcast-policy policy-nameコマンドを使用して、既存のマルチキャストポリシーを入力
できます。

始める前に

マルチキャストポリシーを作成します。

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # enter mcast-policy policy-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

新しいマルチキャストポリシーを指定されたポリ

シー名で作成し、組織マルチキャストポリシーモー

ドを開始します。

UCS-A /org # enter mcast-policy policy-nameステップ 2

例

次の例は、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成し、マルチキャスト
ポリシーモードを開始する方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # enter mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy #
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グローバル VLANマルチキャストポリシーの割り当て
イーサネットアップリンクファブリックモードで、グローバル VLANにマルチキャストポ
リシーを割り当てることができます。

始める前に

VLANを作成します。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope vlan default
3. UCS-A /eth-uplink/vlan # set mcastpolicy policy-name
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

イーサネットアップリンク VLANモードを開始し
ます。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan defaultステップ 2

グローバル VLANにマルチキャストポリシーを割
り当てます。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set mcastpolicy policy-nameステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-bufferステップ 4

グローバル VLANマルチキャストポリシーの関連付け解
除

イーサネットアップリンクファブリックモードでグローバル VLANからマルチキャストポ
リシーを関連付け解除できます。

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）
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始める前に

グローバル VLANを作成してマルチキャストポリシーを関連付けます。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope vlan default
3. UCS-A /eth-uplink/vlan # set mcastpolicy ""
4. UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

イーサネットアップリンク VLANモードを開始し
ます。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan defaultステップ 2

グローバル VLANからあらゆるマルチキャストポ
リシーを関連付け解除します。VLANに set

UCS-A /eth-uplink/vlan # set mcastpolicy ""ステップ 3

mcastpolicy ""'を設定すると、VLANはデフォルト
のマルチキャストポリシーからマルチキャスト設定

を継承します。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # commit-bufferステップ 4

VLANマルチキャストポリシーの関連付け解除
ポリシー名として空の文字列（" "）を入力すると、イーサネットアップリンクファブリック
モードであらゆるマルチキャストポリシーから VLANを関連付け解除できます。

始める前に

グローバル VLANを作成し、その VLANにマルチキャストポリシーを関連付けます。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope vlan vlan-name
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set mcastpolicy ""
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したファブリックインターコネクトのイーサ

ネットアップリンクファブリックモードを開始し

ます。

必須: UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

イーサネットアップリンクファブリックVLANモー
ドを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope vlan vlan-nameステップ 3

VLANのあらゆるマルチキャストポリシーを関連付
け解除します。VLANに set mcastpolicy ""'を設定

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set mcastpolicy ""ステップ 4

すると、VLANはデフォルトのマルチキャストポリ
シーからマルチキャスト設定を継承します。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、vlan1という VLANからマルチキャストポリシーの関連付けを解除し、
トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope vlan vlan1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set mcastpolicy policy1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

イーサネットアダプタポリシーの設定

イーサネットアダプタポリシーの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create eth-policy policy-name
3. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set arfs accelaratedrfs {enabled | disabled}
4. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set comp-queue count count
5. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set descr description
6. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set failover timeout timeout-sec
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7. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set interrupt {coalescing-time sec | coalescing-type {idle |
min} | count count | mode {intx | msi | msi-x}}

8. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set nvgre adminstate {disabled | enabled}
9. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set offload {large-receive | tcp-rx-checksum | tcp-segment

| tcp-tx-checksum} {disabled | enabled}
10. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set policy-owner {local | pending}
11. （任意） UCS A/org/eth-policy # set recv-queue { count count| ring-size size-num\\
12. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set rss receivesidescaling {disabled | enabled}
13. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set trans-queue {count count | ring-size size-num}
14. （任意） UCS-A /org/eth-policy # set vxlan adminstate {disabled | enabled}
15. UCS-A /org/eth-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、[org-name] に / を入力
します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたイーサネットアダプタポリシーを作成

し、組織イーサネットポリシーモードを開始しま

す。

UCS-A /org # create eth-policy policy-nameステップ 2

Accelerated RFSを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set arfs
accelaratedrfs {enabled | disabled}

ステップ 3

イーサネットの完了キューを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set comp-queue
count count

ステップ 4

ポリシーの説明を記します。（任意）UCS-A /org/eth-policy # set descr descriptionステップ 5

説明にスペース、特殊文字、または句読

点が含まれている場合、説明を引用符で

括る必要があります。引用符は、 show
コマンド出力の説明フィールドには表示

されません。

（注）

イーサネットのフェールオーバーを設定します。（任意）UCS-A /org/eth-policy # set failover timeout
timeout-sec

ステップ 6

イーサネットの割り込みを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set interrupt
{coalescing-time sec | coalescing-type {idle | min} |
count count | mode {intx | msi | msi-x}}

ステップ 7

NVGREを設定します。（任意）UCS-A /org/eth-policy # set nvgre adminstate
{disabled | enabled}

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

イーサネットのオフロードを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set offload
{large-receive | tcp-rx-checksum | tcp-segment |
tcp-tx-checksum} {disabled | enabled}

ステップ 9

イーサネットアダプタポリシーのオーナーを指定

します。

（任意） UCS-A /org/eth-policy # set policy-owner
{local | pending}

ステップ 10

イーサネットの受信キューを設定します。（任意） UCS A/org/eth-policy # set recv-queue {
count count| ring-size size-num\\

ステップ 11

RSSを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set rss
receivesidescaling {disabled | enabled}

ステップ 12

イーサネットの送信キューを設定します。（任意） UCS-A /org/eth-policy # set trans-queue
{count count | ring-size size-num}

ステップ 13

VXLANを設定します。（任意）UCS-A /org/eth-policy # set vxlan adminstate
{disabled | enabled}

ステップ 14

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/eth-policy # commit-bufferステップ 15

例

次の例は、イーサネットアダプタポリシーを設定し、トランザクションをコミットし

ます。

UCS-A# scope org
UCS-A /org* # create eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "This is an Ethernet adapter policy example."
UCS-A /org/eth-policy* # set failover timeout 300
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 64
UCS-A /org/eth-policy* # set offload large-receive disabled
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #

イーサネットアダプタポリシーの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # delete eth-policy policy-name
3. UCS-A /org # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、[org-name] に / を入力
します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したイーサネットアダプタポリシーを削除し

ます。

UCS-A /org # delete eth-policy policy-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次に、EthPolicy19という名前のイーサネットアダプタポリシーを削除し、トランザ
クションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定

デフォルトの vNIC動作ポリシー
デフォルトの vNIC動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vNICの作成方法を
設定できます。vNICSを手動で作成することもできますし、自動的に作成することもできま
す。

デフォルトのvNIC動作ポリシーを設定して、vNICの作成方法を定義することができます。次
のいずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルに Cisco UCS Managerはデフォルトの vNICを作成しませ
ん。すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルがvNICを必要とし、何も明示的に定義されていない
場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。

vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合、[HW Inherit]がデフォルトで使用されま
す。

（注）
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デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope org /
2. UCS-A/org # scope vnic-beh-policy
3. UCS-A/org/vnic-beh-policy # set action {hw-inherit [template_name name] | none}
4. UCS-A/org/vnic-beh-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

デフォルトの vNIC動作ポリシーモードを開始しま
す。

UCS-A/org # scope vnic-beh-policyステップ 2

デフォルトの vNIC動作ポリシーを指定します。次
のいずれかになります。

UCS-A/org/vnic-beh-policy # set action {hw-inherit
[template_name name] | none}

ステップ 3

• hw-inherit—サービスプロファイルがvNICを必
要とし、何も明示的に定義されていない場合、

Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに
関連付けられたサーバにインストールされたア

ダプタに基づいて必要な vNICを作成します。

hw-inheritを指定した場合は、vNICテンプレー
トを指定してvNICを作成することもできます。

• none—Cisco UCS Managerはサービスプロファ
イルにデフォルトの vNICを作成しません。す
べての vNICを明示的に作成する必要がありま
す。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/org/vnic-beh-policy # commit-bufferステップ 4

例

次の例では、デフォルトの vNIC動作ポリシーを hw-inheritに設定する方法を示しま
す。

UCS-A # scope org /
UCS-A/org # scope vnic-beh-policy
UCS-A/org/vnic-beh-policy # set action hw-inherit
UCS-A/org/vnic-beh-policy* # commit-buffer
UCS-A/org/vnic-beh-policy #
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ネットワーク制御ポリシーの設定
Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）用のMACアドレスベースのポートセ
キュリティはサポートされません。MACアドレスベースのポートセキュリティがイネーブル
になっている場合、ファブリックインターコネクトにより、最初にそれが学習したMACアド
レスが含まれるパケットにトラフィックが制限されます。これは、FCoE Initialization Protocol
パケットで使用される送信元MACアドレスか、イーサネットパケットのMACアドレスのう
ち、アダプタによって最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットと
Ethernetパケットのいずれかがドロップされることがあります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)は、Cisco UCS 6454 Fabric InterconnectでMAC Securityのサ
ポートを導入しています。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create nw-ctrl-policy policy-name
3. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} cdp
4. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} lldp transmit
5. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} lldp receive
6. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set uplink-fail-action {link-down | warning}
7. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set mac-registration-mode{all-host-vlans | only-native-vlan
8. UCS-A /org/nw-ctrl-policy # create mac-security
9. UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security # set forged-transmit {allow | deny}
10. UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、org-nameに /を入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたネットワーク制御ポリシーを作成し、組

織ネットワーク制御ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create nw-ctrl-policy policy-nameステップ 2

Cisco Discovery Protocol（CDP）をディセーブルま
たはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} cdpステップ 3

インターフェイスでのLLDPパケットの送信をディ
セーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} lldp
transmit

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスでのLLDPパケットの受信をディ
セーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable | enable} lldp
receive

ステップ 5

エンドホストモードで使用可能なアップリンクポー

トがない場合に実行するアクションを指定します。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set uplink-fail-action
{link-down | warning}

ステップ 6

link-downキーワードを使用すると、ファブリック
インターコネクトでアップリンク接続が失われた場

合に vNICの動作ステータスが downに変更され、
vNICのファブリックフェールオーバーが容易にな
ります。 warning キーワードを使用すると、アッ
プリンクポートを使用できない場合でもサーバ間

の接続が維持され、ファブリックインターコネク

トでアップリンク接続が失われた場合にファブリッ

クフェールオーバーがディセーブルになります。

デフォルトのアップリンク障害処理は link-downダ
ウンです。

アダプタ登録済みのMACアドレスを、インター
フェイスに関連付けられているネイティブ VLAN

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set
mac-registration-mode{all-host-vlans |
only-native-vlan

ステップ 7

にのみ追加するか、インターフェイスに関連付けら

れているすべての VLANに追加するか。次のいず
れかになります。

• [Only Native Vlan]：MACアドレスはネイティ
ブ VLANにのみ追加されます。デフォルトで
はこのオプションが設定され、port+VLANの
カウントが最大になります。

• [All Host Vlans]：関連付けられているすべての
VLANにMACアドレスが追加されます。トラ
ンキングを使用するよう設定されているが、無

差別モードで実行されていないVLANの場合、
このオプションを選択します。

組織ネットワーク制御ポリシーのMACセキュリ
ティモードを開始します。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # create mac-securityステップ 8

トラフィック送信時のMACアドレスの偽装を許可
または拒否します。偽装MACアドレスが許可され

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security # set
forged-transmit {allow | deny}

ステップ 9

るとMACセキュリティはディセーブルに、偽装
MACアドレスが拒否されるとMACセキュリティ
はイネーブルになります。デフォルトでは、偽装

MACアドレスは許可されます（MACセキュリティ
はディセーブル）。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security #
commit-buffer

ステップ 10

例

次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーを作成して、CDPをイネーブルに
し、LLDPの送受信をイネーブルにして、アップリンクフェールアクションを link-down
に設定し、偽装MACアドレスを拒否して（MACセキュリティをイネーブル化）、ト
ランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable cdp
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp transmit
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp receive
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # set uplink-fail-action link-down
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # create mac-security
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # set forged-transmit deny
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # commit-buffer
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security #

次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーを作成して、CDPをイネーブルに
し、アップリンクフェールアクションを link-downに設定して、トランザクションを
コミットする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable cdp
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # set uplink-fail-action link-down
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/nw-ctrl-policy #

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope org /
2. UCS-A /org # delete nwctrl-policy policy-name
3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

指定されたネットワーク制御ポリシーを削除しま

す。

UCS-A /org # delete nwctrl-policy policy-nameステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次の例は、ncp5という名前のネットワーク制御ポリシーを削除し、トランザクション
をコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete nwctrl-policy ncp5
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

マルチキャストポリシーの設定

マルチキャストポリシー

このポリシーは、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）のスヌーピングおよび
IGMPクエリアの設定に使用されます。IGMPスヌーピングは、特定のマルチキャスト伝送に
含まれるべき VLANのホストを動的に決定します。1つ以上の VLANに関連付けることがで
きるマルチキャストポリシーを作成、変更、削除できます。 マルチキャストポリシーが変更

されると、そのマルチキャストポリシーに関連付けられたすべての VLANが再処理され変更
が適用されます。

デフォルトでは、IGMPスヌーピングが有効になり、IGMPクエリアが無効になります。IGMP
スヌーピングを有効にすると、ファブリックインターコネクトはホストのみに IGMPクエリを
送信します。アップストリームネットワークには IGMPクエリを送信しません。アップスト
リームに IGMPクエリを送信するには、次のいずれかを実行します。

• IGMPスヌーピングを有効にしたアップストリームファブリックインターコネクトで IGMP
クエリを設定します。

•アップストリームファブリックインターコネクトで IGMPスヌーピングを無効にします。

•ファブリックインターコネクトをスイッチモードに変更します。

マルチキャストポリシーには、次の制限事項およびガイドラインが適用されます。

• 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、ユーザ定義のマルチキャストポリ
シーをデフォルトのマルチキャストポリシーとともに割り当てることができます。

•グローバル VLANで許可されるのは、デフォルトのマルチキャストポリシーだけです。

• Cisco UCSドメインに 6300シリーズと 6200シリーズのファブリックインターコネクトが
含まれている場合は、どのマルチキャストポリシーでも割り当てることができます。
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•ファブリックインターコネクトおよび関連付けられた LANイッチで同じ IGMPスヌーピ
ング状態を使用することを強くお勧めします。たとえば、ファブリックインターコネクト

で IGMPスヌーピングが無効にされている場合は、関連付けられているすべての LANス
イッチでも無効にする必要があります。

マルチキャストポリシーの作成

マルチキャストポリシーは、ルート組織でのみ作成でき、サブ組織では作成できません。

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # create mcast-policy policy-name
3. UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

マルチキャストポリシーを指定されたポリシー名を

作成し、組織マルチキャストポリシーモードを開

始します。

UCS-A /org # create mcast-policy policy-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/mcast-policy* # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成する方法を示しま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

IGMPスヌーピングパラメータの設定
マルチキャストポリシーに対して IGMPスヌーピングをイネーブルまたはディセーブルにでき
ます。デフォルトでは、IGMPスヌーピング状態はマルチキャストポリシーに対しイネーブル
になっています。また、マルチキャストポリシーに対し IGMPスヌーピングクエリアの状態
と IPv4アドレスを設定することもできます。
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手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # create mcast-policy policy-name
3. UCS-A /org/mcast-policy* # set querier{enabled | disabled}
4. UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip IGMPスヌーピングクエリア IPv4アドレス
5. UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping{enabled | disabled}
6. UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

新しいマルチキャストポリシーを指定されたポリ

シー名で作成し、組織マルチキャストポリシーモー

ドを開始します。

UCS-A /org # create mcast-policy policy-nameステップ 2

IGMPスヌーピングクエリアをイネーブルまたは
ディセーブルにします。デフォルトでは、IGMPス

UCS-A /org/mcast-policy* # set querier{enabled |
disabled}

ステップ 3

ヌーピングクエリアは、マルチキャストポリシー

に対しディセーブルになっています。

IGMPスヌーピングクエリアの IPv4アドレスを指定
します。

UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip IGMPス
ヌーピングクエリア IPv4アドレス

ステップ 4

IGMPスヌーピングをイネーブルまたはディセーブ
ルにします。デフォルトでは、IGMPスヌーピング

UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping{enabled |
disabled}

ステップ 5

は、マルチキャストポリシーに対しイネーブルに

なっています。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/mcast-policy* # commit-bufferステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャストポリシーに IGMPスヌー
ピングクエリア IPアドレスを設定する場
合は、次のガイドラインに従ってくださ

い。

1. イーサネットスイッチモード構成で
は、ドメインの各 FIにクエリア IPア
ドレスを設定する必要があります。

2. イーサネットエンドホストモードで
は、FI Aにのみクエリア IPアドレス
を設定し、必要に応じてFI Bに設定す
ることもできます。FI Bに明示的に IP
アドレスが設定されていない場合は、

FIAに設定されているアドレスと同じ
アドレスが使用されます。

（注）

例

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成および開始する方法
を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # set querier enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip 1.2.3.4
UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

マルチキャストポリシーパラメータの変更

既存のマルチキャストポリシーを変更して、IGMPスヌーピングまたは IGMPスヌーピングク
エリアの状態を変更することができます。マルチキャストポリシーが変更されると、そのマル

チキャストポリシーに関連付けられたすべての VLANが再処理され変更が適用されます。

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # scope mcast-policy policy-name
3. UCS-A /org/mcast-policy* # set querier{enabled | disabled}
4. UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip IGMPスヌーピングクエリア IPv4アドレス
5. UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping{enabled | disabled}
6. UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

組織マルチキャストポリシーモードを開始します。UCS-A /org # scope mcast-policy policy-nameステップ 2

IGMPスヌーピングクエリアをイネーブルまたは
ディセーブルにします。デフォルトでは、IGMPス

UCS-A /org/mcast-policy* # set querier{enabled |
disabled}

ステップ 3

ヌーピングクエリアは、マルチキャストポリシー

に対しディセーブルになっています。

IGMPスヌーピングクエリアの IPv4アドレスを指定
します。

UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip IGMPス
ヌーピングクエリア IPv4アドレス

ステップ 4

IGMPスヌーピングをイネーブルまたはディセーブ
ルにします。デフォルトでは、IGMPスヌーピング

UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping{enabled |
disabled}

ステップ 5

は、マルチキャストポリシーに対しイネーブルに

なっています。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/mcast-policy* # commit-bufferステップ 6

例

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成する方法を示しま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # set querier enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip 1.2.3.4
UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

VLANマルチキャストポリシーの割り当て
VLANのマルチキャストポリシーをイーサネットアップリンクファブリックモードに設定で
きます。独立 VLANのマルチキャストポリシーは設定できません。

始める前に

VLANを作成します。

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
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2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope vlan vlan-name
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set mcastpolicy policy-name
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定したファブリックインターコネクトのイーサ

ネットアップリンクファブリックモードを開始し

ます。

必須: UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2

イーサネットアップリンクファブリックVLANモー
ドを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope vlan vlan-nameステップ 3

VLANのマルチキャストポリシーを割り当てます。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set mcastpolicy
policy-name

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、1つのファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームド VLAN
を設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope vlan vlan1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set mcastpolicy policy1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # delete mcast-policy policy-name
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3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

指定されたポリシー名を持つマルチキャストポリ

シーを削除します。

UCS-A /org # delete mcast-policy policy-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを削除する方法を示しま
す。

UCS-A # scope org /
UCS-A /org # delete mcast-policy policy1
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

LACPポリシー
リンク集約は、複数のネットワーク接続を並列に組み合わせて、スループットを向上させ、冗

長性を実現します。Link Aggregation Control Protocol（LACP）は、それらのリンク集約グルー
プにさらに利点をもたらします。Cisco UCS Managerでは、LACPポリシーを使用して LACP
のプロパティを設定することができます。

LACPポリシーには以下を設定できます。

•個別一時停止：LACPでアップストリームスイッチのポートを設定しない場合、ファブ
リックインターコネクトは、すべてのポートをアップリンクイーサネットポートとして

扱い、パケットを転送します。ループを回避するために、LACPポートを一時停止状態に
することができます。LACPを使用してポートチャネルに個別一時停止を設定すると、そ
のポートチャネルの一部であるポートがピアポートからPDUを受信しない場合、そのポー
トは一時停止状態になります。

•タイマー値：rate-fastまたは rate-normalを設定できます。rate-fast設定では、ポートはピア
ポートから 1秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 3秒です。rate-normal設
定では、ポートは 30秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 90秒です。

システムの起動時に、デフォルトのLACPポリシーが作成されます。このポリシーを変更した
り、新規のポリシーを作成できます。また、複数のポートチャネルに 1つのLACPポリシーを
適用することもできます。
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LACPポリシーの作成

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # create lacppolicypolicy nam.
3. UCS-A /org # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

指定された lacpポリシーを作成します。UCS-A /org # create lacppolicypolicy nam.ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

例

次に、lacpポリシーを作成し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A # scope org
UCS-A /org # create lacppolicy lacp1
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

LACPポリシーの編集

手順の概要

1. UCS-A# scope org
2. UCS-A /org # scope lacppolicy policy-name .
3. UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # set suspend-individual true .
4. UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # set lacp-rate fast .
5. UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1

指定された lacpポリシーを開始します。UCS-A /org # scope lacppolicy policy-name .ステップ 2

ポリシーに個々の一時停止を設定します。UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # set
suspend-individual true .

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーの LACPレートを設定します。UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # set lacp-rate fast
.

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # commit-bufferステップ 5

例

次に、lacpポリシーを変更し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A/org # scope lacppolicy policy-name
UCS-A /org/lacp policy policy-name # set suspend-individual true
UCS-A/prg/policy policy-name # set lacp-rate fast
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

LACPポリシーのポートチャネルへの割り当て
デフォルトの lacpポリシーは、ポートチャネルにデフォルトで割り当てられます。ポートチャ
ネルに別の lacpポリシーを割り当てることができます。割り当てられたポリシーが存在しない
場合は、システムによりエラーが生成されます。エラーを取り除くために同じポリシーを作成

できます。

ポートチャネル、FCoEポートチャネルおよびイーサネットストレージのポートチャネルに
lacpポリシーを割り当てることができます。この手順では、ポートチャネルに lacpポリシー
を割り当てる方法について説明します。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # set lacp-policy-namepolicy-name
5. UCS-A /eth-uplink/ fabric/port-channel commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

ファブリックモードを開始します。UCS-A /eth-uplink # scope fabricステップ 2

ポートチャネルモードを開始します。UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channelステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

このポートチャネルに lacpポリシーを指定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # set
lacp-policy-namepolicy-name

ステップ 4

トランザクションをシステムにコミットします。UCS-A /eth-uplink/ fabric/port-channel commit-bufferステップ 5

例

次に、ポートチャネルに lacpポリシーを割り当てる例を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A UCS-A/eth-uplink # scope fabric
UCS-A UCS-A/eth-uplink/facric # scope port-channel
UCS-A UCS-A/eth-uplink/port-channel # set lacp-policy-name
UCS-A UCS-A/eth-uplink/port-channel* # commit-buffer
UCS-A UCS-A/eth-uplink/port-channel #

UDLDリンクポリシーの設定

UDLDの概要
UniDirectional Link Detection（UDLD）は、光ファイバまたはツイストペアイーサネットケー
ブルを通して接続されたデバイスからケーブルの物理設定をモニタリングしたり、単一方向リ

ンクの存在を検出できるようにするためのレイヤ2プロトコルです。このプロトコルが単一方
向リンクを正常に識別してディセーブルにするには、接続されたすべてのデバイスで UDLD
プロトコルがサポートされている必要があります。UDLDは、単一方向リンクを検出するとそ
のリンクを単方向としてマークします。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジルー

プをはじめ、さまざまな問題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ 1メカニズムと連動してリンクの物理ステータスを判断します。レイヤ 1で
は、物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションによって処理されます。

UDLDは、ネイバーの IDの検知、誤って接続されたインターフェイスのシャットダウンなど、
自動ネゴシエーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションと UDLD
の両方をイネーブルにすると、レイヤ 1と 2の検出機能が連動し、物理的および論理的な単一
方向接続、および他のプロトコルの誤動作を防止します。

ローカルデバイスが送信したトラフィックをネイバーが受信するにもかかわらず、ネイバーか

ら送信されたトラフィックをローカルデバイスが受信しない場合に、単一方向リンクが発生し

ます。

動作モード

UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブで
す。通常モードの UDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する
単一方向リンクを検出します。アグレッシブモードの UDLDは、光ファイバリンクやツイス

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド（CLI用）、リリース 4.0
268

ネットワーク関連ポリシー

UDLDリンクポリシーの設定



トペアリンク上の片方向トラフィックに起因する単一方向リンク、および光ファイバリンク

上のインターフェイスの誤接続に起因する単一方向リンクも検出できます。

通常モードの UDLDは、光ファイバインターフェイスの光ファイバが誤接続されている場合
に単一方向リンクを検出しますが、レイヤ1メカニズムは、この誤接続を検出しません。イン
ターフェイスが正しく接続されていてもトラフィックが片方向である場合は、単一方向リンク

を検出するはずのレイヤ 1メカニズムがこの状況を検出できないため、UDLDは単一方向リン
クを検出できません。その場合、論理リンクは不明となり、UDLDはインターフェイスをディ
セーブルにしません。UDLDが通常モードのときに、ペアの一方の光ファイバが切断されてお
り、自動ネゴシエーションがアクティブであると、レイヤ1メカニズムはリンクの物理的な問
題を検出しないため、リンクは稼働状態でなくなります。この場合、UDLDは何のアクション
も行わず、論理リンクは不確定と見なされます。

デフォルトでは、UDLDアグレッシブモードはディセーブルになっています。UDLDアグレッ
シブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイントツーポイント

のリンク上に限って設定してください。UDLDアグレッシブモードが有効になっている場合、
UDLDネイバー関係が確立されている双方向リンク上のポートが UDLDパケットを受信しな
くなると、UDLDはネイバーとの接続の再確立を試み、影響を受けたポートを管理シャットダ
ウンします。アグレッシブモードの UDLDは、2つのデバイス間の障害発生が許されないポ
イントツーポイントリンクの単一方向リンクも検出できます。また、次のいずれかの問題が発

生している場合に、単一方向リンクも検出できます。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方で、トラフィックの送受
信ができない場合。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方がダウン状態で、もう片
方がアップ状態の場合。

•ケーブルのうち 1本の光ファイバが切断されている。

単一方向の検出方法

UDLDは 2つのメカニズムを使用して動作します。

•ネイバーデータベースメンテナンス

UDLDは、すべてのアクティブインターフェイスでHelloパケット（別名アドバタイズメ
ントまたはプローブ）を定期的に送信して、他の UDLD対応ネイバーについて学習し、
各デバイスがネイバーに関しての最新情報を維持できるようにします。スイッチが hello
メッセージを受信すると、エージングタイム（ホールドタイムまたは存続可能時間）が

経過するまで、情報をキャッシュします。古いキャッシュエントリの期限が切れる前に、

スイッチが新しい helloメッセージを受信すると、古いエントリが新しいエントリで置き
換えられます。

インターフェイスがディセーブルになり UDLDが実行中の場合、インターフェイスで
UDLDがディセーブルになった場合、またはスイッチがリセットされた場合、UDLDは、
設定変更によって影響を受けるインターフェイスの既存のキャッシュエントリをすべてク

リアします。UDLDは、ステータス変更の影響を受けるキャッシュの一部をフラッシュす
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るよう、ネイバーに通知するメッセージを 1つまたは複数送信します。このメッセージ
は、キャッシュを継続的に同期するためのものです。

•イベントドリブン検出およびエコー

UDLDは検出メカニズムとしてエコーを利用します。UDLDデバイスが新しいネイバーを
学習するか、または同期していないネイバーから再同期要求を受信すると、接続のUDLD
デバイス側の検出ウィンドウを再起動して、エコーメッセージを返送します。この動作は

すべての UDLDネイバーに対して同様に行われるため、エコー送信側では返信エコーを
受信するように待機します。

検出ウィンドウが終了し、有効な応答メッセージが受信されなかった場合、リンクは、

UDLDモードに応じてシャットダウンされることがあります。UDLDが通常モードにある
場合、リンクは不確定と見なされ、シャットダウンされない場合があります。UDLDがア
グレッシブモードのときは、リンクは単一方向であると見なされ、インターフェイスは

シャットダウンされます。

通常モードにあるUDLDが、アドバタイズまたは検出段階にあり、すべてのネイバーのキャッ
シュエントリが期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可
能性のあるネイバーとの再同期を行います。

アグレッシブモードをイネーブルにしていて、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズまた

は検出段階で期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性
のあるネイバーとの再同期を行います。高速な一連のメッセージの送受信後に、リンクステー

トが不確定のままの場合、UDLDはポートをシャットダウンします。

UDLD設定時の注意事項
次のガイドラインと推奨事項は、UDLDを設定する場合に該当します。

• UDLD対応インターフェイスを別のスイッチの UDLD非対応ポートに接続すると、その
UDLD対応インターフェイスも単方向リンクを検出できなくなります。

•モード（通常またはアグレッシブ）を設定する場合、リンクの両側に同じモードを設定し
ます。

• UDLDは、UDLD対応デバイスに接続されているインターフェイスでのみ有効にする必要
があります。次のインターフェイスタイプがサポートされます。

•イーサネットアップリンク

• FCoEアップリンク

•イーサネットアップリンクポートチャネルメンバ

• FCoEアップリンクポートチャネルメンバ
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UDLDリンクポリシーの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope org /
2. UCS-/org # create udld-link-policy link-policy-name
3. UCS-A /org/udld-link-policy # commit-buffer
4. UCS-A /org/udld-link-policy # exit
5. UCS-A /org # scope udld-link-policy link-policy-name
6. UCS-A /org/udld-link-policy # set mode {aggressive | normal}
7. UCS-A /org/udld-link-policy # set admin-state {disabled | enabled}
8. UCS-A /org/udld-link-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

UDLDリンクポリシーを指定された名前で作成し、
UDLDリンクポリシーモードを開始します。

UCS-/org # create udld-link-policy link-policy-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/udld-link-policy # commit-bufferステップ 3

前のモードに戻ります。UCS-A /org/udld-link-policy # exitステップ 4

指定した UDLDリンクポリシーの UDLDリンクポ
リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope udld-link-policy link-policy-nameステップ 5

UDLDリンクポリシーのモードを指定します。UCS-A /org/udld-link-policy # set mode {aggressive |
normal}

ステップ 6

インターフェイスのUDLDをディセーブルまたはイ
ネーブルにします。

UCS-A /org/udld-link-policy # set admin-state {disabled
| enabled}

ステップ 7

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/udld-link-policy # commit-bufferステップ 8

例

次の例では、UDLDPol1と呼ばれるリンクプロファイルを作成し、モードをアグレッ
シブに設定し、インターフェイスの UDLDをイネーブルにする方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # create udld-link-policy UDLDPol1
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy # exit
UCS-A /chassis/org # scope udld-link-policy UDLDPol1
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy # set mode aggressive
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UCS-A /chassis/org/udld-link-policy* # set admin-state enabled
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy #

UDLDシステム設定の変更

手順の概要

1. UCS-A# scope org /
2. UCS-A /org # show udld-policy
3. UCS-A /org # scope udld-policy default
4. UCS-A /org/udld-policy # set message-interval seconds
5. UCS-A /org/udld-policy # set recovery-action [reset | none]
6. UCS-A /org/udld-policy # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

現在の UDLDのシステム設定を表示します。UCS-A /org # show udld-policyステップ 2

グローバル UDLDポリシーの UDLDポリシーモー
ドを開始します。

UCS-A /org # scope udld-policy defaultステップ 3

アドバタイズメントモードになっているポートで

UDLDプローブメッセージの時間間隔を秒単位で指
UCS-A /org/udld-policy # set message-interval secondsステップ 4

定します。7～ 60の整数を入力します。デフォルト
は 15秒です。

UDLDアグレッシブモードがイネーブルのときに
ディセーブルになっているポート上で実行するアク

ションを指定します。デフォルトは noneです。

UCS-A /org/udld-policy # set recovery-action [reset |
none]

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/udld-policy # commit-bufferステップ 6

例

次に、デフォルトの UDLDシステム設定を 30秒間隔で更新する例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # show udld-policy

UDLD system settings:
Name Message interval (sec) Recovery action
---------- ---------------------- ---------------
default 15 None
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UCS-A /chassis/org # scope udld-policy default
UCS-A /chassis/org/udld-policy # set message-interval 30
UCS-A /chassis/org/udld-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/udld-policy #

リンクプロファイルの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope org /
2. UCS-A /org # create eth-link-profile link-profile-name
3. UCS-A /org/eth-link-profile # commit-buffer
4. UCS-A /org/eth-link-profile # exit
5. UCS-A /org # scope eth-link-profile link-profile-name
6. UCS-A /org/eth-link-profile # set udld-link-policy link-policy-name
7. UCS-A /org/eth-link-profile # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1

指定された名前でリンクプロファイルを作成し、リ

ンクプロファイルモードを開始します。

UCS-A /org # create eth-link-profile link-profile-nameステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/eth-link-profile # commit-bufferステップ 3

前のモードに戻ります。UCS-A /org/eth-link-profile # exitステップ 4

指定したリンクプロファイルのリンクプロファイ

ルモードを開始します。

UCS-A /org # scope eth-link-profile link-profile-nameステップ 5

リンクプロファイルに指定した UDLDのリンクポ
リシーを割り当てます。

UCS-A /org/eth-link-profile # set udld-link-policy
link-policy-name

ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/eth-link-profile # commit-bufferステップ 7

例

次の例では、LinkProfile1と呼ばれるリンクプロファイルを作成し、デフォルトの
UDLDリンクポリシーを割り当てる方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # create eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile* # commit-buffer
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UCS-A /chassis/org/eth-link-profile # exit
UCS-A /chassis/org # scope eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile # set udld-link-policy default
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile* # commit-buffer

リンクプロファイルのポートチャネルイーサネットインターフェイスへの割り当て

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel port-chan-id
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # scope member-port slot-id port-id
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port # set eth-link-profile link-profile-name
6. UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定されたポートチャネルのイーサネットアップ

リンクファブリックポートチャネルモードを開始

します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel
port-chan-id

ステップ 3

指定したメンバーポートでイーサネットサーバファ

ブリック、ファブリックポートチャネルモードを

開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # scope
member-port slot-id port-id

ステップ 4

指定したリンクのプロファイルを割り当てます。UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port # set
eth-link-profile link-profile-name

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例では、リンクプロファイル LinkProfile1をポートチャネルイーサネットイン
ターフェイスに割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel 88
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # scope member-port 1 31
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port # set eth-link-profile LinkProfile1
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UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port #

リンクプロファイルのポートチャネル FCoEインターフェイスへの割り当て

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel port-chan-id
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # scope fcoe-member-port slot-id port-id
5. UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port # set eth-link-profile link-profile-name
6. UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルアップ

リンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定されたポートチャネルのファイバチャネルアッ

プリンクファブリックポートチャネルモードを開

始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel
port-chan-id

ステップ 3

指定したメンバポートのファイバチャネルサーバ

ファブリック、ファブリックポートチャネルモー

ドを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # scope
fcoe-member-port slot-id port-id

ステップ 4

指定したリンクのプロファイルを割り当てます。UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port #
set eth-link-profile link-profile-name

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例では、リンクプロファイル LinkProfile1をポートチャネル FCoEインターフェ
イスに割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel 192
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # scope fcoe-member-port 1 20
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port # set eth-link-profile
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LinkProfile1
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port #

リンクプロファイルのアップリンクイーサネットインターフェイスへの割り当て

手順の概要

1. UCS-A# scope eth-uplink
2. UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}
3. UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface slot-num port num
4. UCS-A /eth-uplink/fabric/interface # set eth-link-profile link-profile-name
5. UCS-A /eth-uplink/fabric/interface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

指定されたファブリックのイーサネットアップリン

クファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定されたアップリンクポートのインターフェイス

コマンドモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface slot-num port
num

ステップ 3

指定したリンクのプロファイルを割り当てます。UCS-A /eth-uplink/fabric/interface # set eth-link-profile
link-profile-name

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/interface # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、リンクプロファイル LinkProfile1をアップリンクイーサネットインター
フェイスに割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface 2 2
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface #

リンクプロファイルのアップリンク FCoEインターフェイスへの割り当て

手順の概要

1. UCS-A# scope fc-uplink
2. UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}
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3. UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface slot-num port num
4. UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set eth-link-profile link-profile-name
5. UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファイバチャネルアップ

リンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2

指定されたアップリンクポートのファイバチャネ

ルインターフェイスコマンドモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface slot-num
port num

ステップ 3

指定したリンクのプロファイルを割り当てます。UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set
eth-link-profile link-profile-name

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、リンクプロファイル LinkProfile1をアップリンク FCoEインターフェイ
スに割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface 2 2
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface #

VMQ接続ポリシー
Cisco UCS Manager vNICに対しVMQ接続ポリシーを設定することができます。VMQにより、
管理オペレーティングシステム全体のネットワークパフォーマンスが向上します。VMQ vNIC
接続ポリシーを設定するには、次の作業を実行します。

• VMQ接続ポリシーの作成

•サービスプロファイルでのスタティック vNICの作成

• vNICへの VMQ接続ポリシーの適用
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サーバのサービスプロファイルで VMQ vNICを設定する場合は、サーバ内の少なくとも 1つ
のアダプタが VMQをサポートしている必要があります。以下のアダプタのうち少なくとも 1
つがサーバにインストールされていることを確認してください。

• UCS-VIC-M82-8P

• UCSB-MLOM-40G-01

• UCSC-PCIE-CSC-02

以下は VMQでサポートされるオペレーティングシステムです。

• Windows 2012

• Windows 2012 R2

サービスプロファイルで 1度に適用できる vNIC接続ポリシーは 1つだけです。vNICに対し
て 3つのオプション（ダイナミック、usNIC、VMQ接続ポリシー）のいずれか 1つを選択して
ください。サービスプロファイルで VMQ vNICが設定されている場合は、次のように設定さ
れていることを確認してください。

• BIOSポリシーで [SRIOV]を選択する。

•アダプタポリシーで [Windows]を選択する。

VMQ接続ポリシーの作成

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create vmq-conn-policy policy-name
3. UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set queue-countqueue count
4. UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set interrupt-countinterrupt count
5. UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、org-nameに /と入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

この VMQ接続ポリシーの名前を指定します。UCS-A /org # create vmq-conn-policy policy-nameステップ 2

VMQ接続ポリシーのキューカウントを指定します。UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set queue-countqueue
count

ステップ 3

VMQ接続ポリシーの割り込み回数を指定します。UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set
interrupt-countinterrupt count

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムにコミットします。UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、VMQ接続ポリシーを作成します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create vmq-conn-policy policy name
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set queue-count queue count (number)
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set interrupt-count queue count (number)
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/vmq-conn-policy #

VMMQ接続ポリシーの作成

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # create vmq-conn-policy policy-name
3. UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set multi-queue enabled
4. UCS-/org/vmq-conn-policy * # set vmmq-sub-vnic-count vnic count
5. UCS-/org/vmq-conn-policy* # set vmmq-adaptor-profile-name profile-name
6. UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、org-nameに /と入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

この VMQ接続ポリシーの名前を指定します。UCS-A /org # create vmq-conn-policy policy-nameステップ 2

VMQ接続ポリシーの複数のキューを有効にします。UCS-A /org/vmq-conn-policy* # setmulti-queue enabledステップ 3

VMMQ接続ポリシーの sub-vnicカウントを指定しま
す。

UCS-/org/vmq-conn-policy * # set vmmq-sub-vnic-count
vnic count

ステップ 4

VMMQ接続ポリシーのプロファイル名を指定しま
す。

UCS-/org/vmq-conn-policy* # set
vmmq-adaptor-profile-name profile-name

ステップ 5

トランザクションをシステムにコミットします。UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-bufferステップ 6
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例

次の例では、VMMQ接続ポリシーが作成されます。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create vmq-conn-policy vmmq
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set multi-queue enabled
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set vmmq-sub-vnic-count 4
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set vmmq-adaptor-profile-name MQ-SMBd
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-buffer

vNICへの VMQ接続ポリシーの割り当て

手順の概要

1. UCS-A # scope vnic vnic-name
2. UCS-A /org # create vmq-conn-policy-ref policy-name
3. UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定された vNICのコマンドモードを開始します。UCS-A # scope vnic vnic-nameステップ 1

この VMQ接続ポリシーに割り当てるポリシー名を
指定します。

UCS-A /org # create vmq-conn-policy-ref policy-nameステップ 2

トランザクションをシステムにコミットします。UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-bufferステップ 3

例

次の例では、vNICに VMQ接続ポリシーを割り当てます。
UCS-A# /org/service-profile* scope vnic vnic
UCS-A /org/service-profile/vnic* # create vmq-conn-policy-ref vmmq
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer
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